
注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため 1

「かながわ消費者
しょうひしゃ

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

（対象
たいしょう

期間
きかん

：2020年度
ねんど

～2024年度
ねんど

）」に基
もと

づく令和
れいわ

５年度
ねんど

実績
じっせき

から令和
れいわ

６年度
ねんど

計画
けいかく

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

[幼児
ようじ

や保護者
ほごしゃ

等
とう

向
む

けの啓発
けいはつ

動画
どうが

作成
さくせい

]

日常
にちじょう

生活
せいかつ

での事故
じこ

等
とう

の事例
じれい

及
およ

びその対処法
たいしょほう

等
など

についての啓発
けいはつ

動画
どうが

を作成
さくせい

し、幼稚園
ようちえん

・

認定
にんてい

こども園
えん

・保育
ほいく

所
しょ

に配布
はいふ

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
3,600

幼児
ようじ

向
む

け消費
しょうひせいかつけいはつどうが

生活啓発動画「令和
れいわ

５年
ねん

度
ど

みんなでいっしょにかんがえようコ

レってだいじょうぶ？」

作成
さくせいまいすう

枚数　ＤＶＤ 3,000枚
まい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　県内
けんないようちえん

幼稚園・認定
にんてい

こども園
えん

・保育
ほいく

所
じょ

3,000か所
しょ

身近なところで日常的
みぢか にちじょうてき　じこ

に事故が起
お

こる

ことを認識
にんしき

してもらうため、幼児期
ようじき

の

子
こ

どもが遭遇
そうぐう

しやすい事故
じ　こ

等
とう

の事例
じれい

及
およ

びその対処法
たいしょほう

について、周知
しゅうち

する必要
ひつよう

がある。

― ― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[幼稚園
ようちえん

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の土台
どだい

の形成
けいせい

]

幼稚園
ようちえん

教育
きょういく

においては、幼稚園
ようちえん

教育
きょういく

要領
ようりょう

の

「環境
かんきょう

」領域
りょういき

を中心
ちゅうしん

に、消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

につな

がる学
まな

びの芽生
めば

えを、遊
あそ

びや生活
せいかつ

体験
たいけん

を通
つう

じて育
はぐく

む。

― -

幼稚園教育
ようちえんきょういく

においては、幼稚園教育要
ようちえんきょういくよう

領
りょう

の「環境
かんきょう

」領域
りょういき

を中心
ちゅうしん

に、消費者教
しょうひしゃきょ

育
ういく

につながる学
まな

びの芽生
めば

えを、遊
あそ

びや

生活体験
せいかつたいけん

を通
つう はぐく

じて育む教育
きょういく

を実施
じっし

し

た。

幼稚園
ようちえん

教育
きょういく

においては、引
ひ

き続き幼稚
つづ　ようちえん

園教育要領
きょういくようりょう

の「環境
かんきょう

」領域
 りょういき

を中心
　ちゅうしん

に、

消費者
しょうひしゃ

教育
 きょういく

につながる学
まな

びの芽生
めば

え

を、遊
あそ

びや生活体験
せいかつたいけん

を通
つう

じて育
はぐく

む必要
ひつよう

がある。

[幼稚園
ようちえん

における消費者
しょうひしゃきょういく

教育 の

土台
 どだい

の形成
けいせい

]

幼稚園
ようちえん

教育
きょういく

においては、幼稚園
ようちえん

教育
きょういく

要
よう

領
りょう

の「環境
かんきょう

」領域
りょういき

を中心
ちゅうしん

に、消費者
しょうひしゃ

教
きょ

育
ういく

につながる学
まな

びの芽生
めば

えを、遊
あそ

びや

生活
せいかつ

体験
たいけん

を通
つう

じて育
はぐく

む。

― ― 子
こ

ども教育
きょういく

支援
しえん

課
か

[小学生
しょうがくせい

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

の発行
はっこう

]

小学校
しょうがっこう

高
こう

学年
がくねん

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

を作成
さくせい

す

る。(８月
がつ

発行
はっこう

予定
よてい

)

新規
しんき

デジタル教材
きょうざい

を作成
さくせい

する。(２月
がつ

配布
はいふ

予
よて

定
い

)

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
15,000

「見えるお金と見えないお金
　　み かね　　み かね

　買い
か

物
もの

の達人への道」
   たつじん みち

ワ―クシ―ト　90,000部
ぶ

　　指導用解説書
しどうようかいせつしょ

　 6,000部
ぶ

「計画的
けいかくてき

なお金
かね

の使
つか

い方
かた

　免許皆伝
めんきょかいでん

！

買
か

い物
もの

の極意
ごくい

」

　　ＤＶＤ 1,000枚
まい

（主
おも

な配布先
はいふさき

）

　県内全小学校
けんないぜんしょうがっこう

　885か所
しょ

教員
きょういん

の意見
いけん

を取
と

り入
い

れる等
など

、効果的
こうかてき

な

教育
きょういく

資料
しりょう

や教材
きょうざい

の作成
さくせい

に取
と

り組
く

み、資
しりょ

料
うとう

等の活用
かつよう

について周知
しゅうち

していく必要
ひつよう

がある。

[小学生
しょうがくせいむ

向
　

け消費者
しょうひしゃきょういくしりょう

教育資料 の

発行
はっこう

]

小学校
しょうがっこうこうがくねんむ

高学年　向け　消費者教育資料
しょうひしゃきょういくしりょう

を　作成
さくせい

する。(８月発行予定
がつはっこうよてい

)

新規
しんき

デジタル教材
きょうざい

　を　作成
さくせい

する。

(２月
がつ

配布
はいふ

予定
よてい

)

消費者教育強化事業費(交付金)
しょうひしゃきょういくきょうかじぎょうひ（こうふきん） 15,000

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[中高生
ちゅうこうせい

用
よう

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

等
とう

の発行
はっこう

]

中学生
ちゅうがくせい

用
よう

｢STEP UP｣、高校生用
こうこうせいよう

｢JUMP UP｣、

教員用
きょういんよう

指導
しどう

解説書
かいせつしょ

｢消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サポ―トブッ

ク｣の学校
がっこう

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

を発行
はっこう

し、授
じゅ

業等
ぎょうとう

で活用
かつよう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じぎょ

業費
うひ

2,871

「中学生用消費者教育資料
ちゅうがくせいようしょうひしゃきょういくしりょう

STEP

UP｣　83,000部
ぶ

「高校生用消費者教育資料
こうこうせいようしょうひしゃきょういくしりょう

JUMP

UP｣  64,000部
ぶ

「教員用指導解説書　消費者
きょういんようしどうかいせつしょ　しょうひしゃきょういく

教育ｻﾎﾟ―

ﾄﾌﾞｯｸ｣　印刷
いんさつ

なし

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　県内全中学校、高等学校、特別支援
けんないぜんちゅうがっこう、こうとうがっこう、とくべつしえんがっ

学校
こう

　789か所
しょ

18歳
さい

で成人
せいじん

となり、未成年者
みせいねんしゃ

取消権
とりけしけん

を

失
うしな

う中高生
ちゅうこうせい

が、契約
けいやく

の当事者
とうじしゃ

としての

責任
せきにん

を実感
じっかん

できるよう、効果的
こうかてき

な教育
きょういく

資料
しりょう

を作成
さくせい

する必要
ひつよう

がある。

[中高生用消費者教育資料等
ちゅうこうせいようしょうひしゃきょういくしりょうとう

の

発行
はっこう

]

中学生
ちゅうがくせい

用
よう

｢STEP UP｣、高校生用
こうこうせいよう

｢JUMP

UP｣、教員用
きょういんよう

指導
しどう

解説書
かいせつしょ

｢消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サ

ポ―トブック｣の学校
がっこう

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

を発行
はっこう

し、授業等
じゅぎょうとう

で活用
かつよう

する。

消費
しょうひしゃきょういくすいしんじぎょうひ

者教育推進事業費
3,968

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[高校生
こうこうせい

向
む

け啓発
けいはつ

記事
きじ

掲載
けいさい

事業
じぎょう

]

霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

む悪質
あくしつ

商法
しょうほう

のトラブルを未然
みぜん

に防止
ぼうし

するため、高校
こうこう

生
せい

向
む

け情報紙
じょうほうし

に、高
こう

校
こう

生
せい

記者
きしゃ

の取材
しゅざい

、執筆
しっぴつ

による企画
きかく

記事
きじ

等
とう

を

掲載
けいさい

する。(年
ねん

２回
かい

掲載
けいさい

予定
よてい

）

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
1,000

神奈川新聞社が発行しているフリ―ペ

―パ―「H!P」に、高校生記者
こうこうせいきしゃ

の取材
しゅざい

、

執筆
しっぴつ

による企画記事等
きかくきじとう

を掲載
けいさい

　約
やく

20万部発行
まんぶはっこう

①令和
れいわ

５年
ねん

９月発行
がつはっこう

　(秋号
あきごう

)

テ―マ：占
うらな

いサイトにおけるトラ

ブル

②令和
れいわ

５年
ねん

12月発行
がつはっこう

  (冬号
ふゆごう

)

テ―マ：フロ―チャ―トを用
よう

いた

消費者
しょうひしゃ

トラブルの危険度診断等
きけんどしんだんとう

高校生
こうこうせいじしん

自身が消費者
　しょうひしゃ

トラブルを自分事
じぶんごと

として捉
とら

え、トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた

際
さい

に速
すみ

やかに相談
そうだん

できるよう、高校生
こうこうせい

の関心
かんしん

を引
ひ

く効果的
こうかてき

な内容
ないよう

を発行元
はっこうもと

と

調整
ちょうせい

・検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[高校生
こうこうせいむ

向け啓発
　けいはつきじ

記事掲載
けいさい

事業
じぎょう

]

悪質
あくしつしょうほう

商法　への注意
ちゅういかんきとう

喚起等のため、高
こう

校生
こうせいむ

向け情報
じょうほうし

紙に、高校生
こうこうせいきしゃ

記者の取
しゅ

材
ざい

、執筆
しっぴつ

による企画
きかく

記事
き　じ

等
とう

を掲載
けいさい

す

る。(年
ねん

２回
かい

掲載
けいさい

予定
よてい

）

消費
しょうひしゃきょういくすいしんじぎょうひ

者教育推進事業費
1,000

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[グッズ配布
はいふ

による高校生向
こうこうせいむけ

け成年年齢
せいねんねんれいひきさ

引下

げ啓発
けいはつ

]

成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げに関
かん

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

を盛
も

り込
こ

んだデザインの啓発
けいはつ

グッズを作成
さくせい

し、県内
けんない

の高校
こうこう

３年生
ねんせい

全員
ぜんいん

に配付
はいふ

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
3,026

「クリアファイル」

　69,780枚
まい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　県内
けんないぜんこうとうがっこう

全高等学校、　中等教育学校
ちゅうとうきょういくがっこう

、

特別支援学校
とくべつしえんがっこう

　309か所
しょ

18歳
さい

で成人
せいじん

となり未成年者
みせいねんしゃ

取消
とりけし

権
けん

を失
うしな

う高校生
こうこうせい

に向
む

けた啓発
けいはつ

を、引
ひ

き続
つづ

き

行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[グッズ配布
はいふ

による高校生
こうこうせい

向
む

け成年
せいねん

年
ねん

齢引下
れいひきさ

げ啓発
けいはつ

]

成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げに関
かん

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

を盛
も

り込
こ

んだデザインの啓発
けいはつ

グッズを作成
さくせい

し、県内
けんない

の高校
こうこう

３年生
ねんせい

全員
ぜんいん

に配付
はいふ

す

る。

消費者教育強化事業費(交付金)
しょうひしゃきょういくきょうかじぎょうひ（こうふきん） 3,026

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

中
ちゅうばしら

柱

基
本
方
向
１

消
費
者
教
育
の
推
進
と
持
続
可
能
な
消
費
行
動
の
促
進

き
ほ
ん
ほ
う
こ
う

　
し
ょ
う
ひ
し
ゃ
き
ょ
う
い
く

す
い
し
ん

じ
ぞ
く
か
の
う

　
し
ょ
う
ひ
こ
う
ど
う

そ
く
し
ん

ア

さ
ま
ざ
ま
な
場
や
ラ
イ
フ
ス
テ
―
ジ
に
応
じ
た
消
費
者
教
育
の
推
進

ば

お
う

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
き
ょ
う
い
く

す
い
し
ん

①
学
校
等
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
推
進

　
が
っ
こ
う
と
う

　
し
ょ
う
ひ
し
ゃ
き
ょ
う
い
く

す
い
し
ん

【

保
育

ほ
い
く
　

所じ
ょ

、

幼
稚
園

よ
う
ち
え
ん

等と
う

】

【

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
等
】

　
し
ょ
う
が
っ
こ
う

　
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

こ
う
と
う
が
っ
こ
う

と
く
べ
つ
し
え
ん

　
が
っ
こ
う
と
う

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

資料３－２
しりょう



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 2

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

本
ほん

１イ②

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

教員
きょういん

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

教員
きょういん

等
とう

を対象
たいしょう

に、幅広
はばひろ

い消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

す

る研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じぎょ

業費
うひ

400

「消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  教員
きょういん

  研修
けんしゅう

」

　開催期間
かいさいきかん

　令和
れいわ

５年
ねん

７月
がつ

28日
にち

～８月
がつ

25日
にち

　14講座
こうざ

　延
の

べ125名
めい

参加
さんか

教員等
きょういんとう

　が積極的
せっきょくてき

　に研修
けんしゅう

に　参加
さんか

で

きるよう、実施内容等
じっしないようとう

について検討
けんとう

す

る必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

 教員
きょういん

 研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

教員
きょういん

等
とう

を対象
たいしょう

に、幅広
はばひろ

い消費者
しょうひしゃ

問題
もんだい

に

関
かん

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

　開催
かいさい

期間
きかん

　令和
れいわ

６年
ねん

７月
がつ

～８月
がつ

　14講座
こうざ

（一部
いちぶ

の講座
こうざ

についてハイブ

リッド配信
はいしん

を実施
じっし

）

消費
しょうひしゃきょういくすいしんじぎょうひ

者教育推進事業費
400

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１ア①大学
だいがく

再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[｢契約
けいやく

のきりふだ(若者
わかもの

編
へん

)｣の発行
はっこう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基
きほ

本
ん

事項
じこう

等
とう

金銭
きんせん

教育
きょういく

に関
かん

する啓発
けいはつ

資料
しりょう

を活用
かつよう

する。

＜「高齢者
こうれいしゃ

編
へん

」「若者
わかもの

編
へん

」を隔年
かくねん

で作成
さくせい

。

（令和
れいわ

５年度
ねんど

は「若者
わかもの

編
へん

」を作成
さくせい

）＞

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
500

契約
けいやく

のきりふだ（若者編
わかものへん

）」30,000部
ぶ

（主
おも

な配布先
はいふさき

）

　県内
けんない

 全
ぜん

高等学校
こうとうがっこう

、大学
だいがく

、専修学校
せんしゅうがっこう

496か所
しょ

　市町村
しちょうそん

との共同発行
きょうどうはっこう

　42,600部
ぶ

大学・専修学校
だいがく・せんしゅうがっこう

との共同発行
きょうどうはっこう

200部
ぶ

若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

のた

め、より効果的
こうかてき

なリ―フレットを作成
さくせい

し、啓発
けいはつ

する必要
ひつよう

がある。

[｢契約
けいやく

のきりふだ(若者
わかもの

編
へん

)｣の活用
かつよう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基本
きほん

事項
じこう

等
とう

金銭
きんせん

教育
きょういく

に関
かん

する啓発資
けいはつしりょ

料
う

 を活用
かつよう

する。

＜「高齢者
こうれいしゃ

編
へん

」「若者
わかもの

編
へん

」を隔年
かくねん

で作
さく

成
せい

。（令和
れいわ

６年度
ねんど

は「高齢者
こうれいしゃ

編
へん

」を作
さく

成
せい

）＞

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

1ア①大学
だいがく

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

（小中高生
しょうちゅうこうせい

向
む

け）]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を学校
がっこう

向
む

けに実施
じっし

する。

（学校
がっこう

向
む

け15回
かい

程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400

「消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

(小中高生向
しょうちゅうこうせいむ

け)」

　５回
かい

　延
の

べ1,276名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知方法
うちほうほう

や受講希望者
じゅこうきぼうしゃ

のニ―ズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

（小中高生
しょうちゅうこう

向
せいむ

け）]

消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

を学校向
がっこうむ

けに実施
じっし

す

る。（学校向
がっこうむ

け15回
かい

程度
ていど

）

消費者教育啓発学習事業費
しょうひしゃきょういくけいはつがくしゅうじぎょうひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２ア③ 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[インタ―ネット被害未然防止講座の実施
じっし

（小中高生向け）]

講師を派遣し、インタ―ネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インタ―ネット被害未然防止講

座」を学校向けに実施
じっし

する。（学校
がっこう

向
む

け45

回程度）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731

「インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

(小
しょ

中高生
うちゅうこうせい

向
む

け)」

　99回
かい

　延
の

べ12,489名
めい

参加
さんか

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インタ―

ネットによる消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

・トラブル未
みぜ

然
ん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[インタ―ネット被害
ひがい

未然防止
みぜんぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

（小中高生向
しょうちゅうこうせいむ

け）]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インタ―ネットの危険
きけんせ

性
い

や使用
しよう

する際
さい

の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学
まな

べる「インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止講座
ぼうしこうざ

」を学校向
がっこうむ

けに実施
じっし

す

る。（学校向
がっこうむ

け71回程度
かいていど

）

消費者教育啓発学習事業費
しょうひしゃきょういくけいはつがくしゅうじぎょうひ 7,856

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２イ② 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

まれる

おそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対処法
たいしょほう

につ

いて啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

う。

― -

「若者向け
わかものむ

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発動画
けいはつどうが

「コレがまさかのアレでした。～若者
わかもの

の消費者被害
しょうひしゃひがい

」」

　・YouTubeでの配信
はいしん

　・市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

による放映
ほうえい

（川崎
かわさき

市
し

、小田原市
おだわらし

）

引
ひ

き続
つづ

き、若者向
わかものむ

け啓発動画
けいはつどうが

を活用
かつよう

し

た啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の

発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

ま

れるおそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対
たい

処法
しょほう

について啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した

動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報発信
じょうほうはっしん

　を行
おこな

う。

- 0
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ③ 再
さい

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

（学校
がっこう

向
む

け）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう -

「金融広報
きんゆうこうほう

アドバイザ―派遣講座
はけんこうざ

」

　15回
かい

　延
の

べ390人
にん

参加
さんか

「くらしの経済講演会
けいざいこうえんかい

」

　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

　大井町生涯学習
おおいまちしょうがいがくしゅう

センタ―　128名参加
めいさんか

引
ひ

き続
つづ

き、県金融広報委員会
けんきんゆうこうほういいんかい

と連携
れんけい

し

て、金融経済
きんゆうけいざい

に関
かん

する教育
きょういく

、消費者
しょうひしゃ

ト

ラブル未然
みぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

って

いく必要
ひつよう

がある。

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した

金融
きんゆう

経済
けいざい

教育
きょういく

（学校
がっこう

向
む

け）]

金融経済情報資料
きんゆうけいざいじょうほうしりょう

　を配布
はいふ

するととも

に、経済講演会
けいざいこうえんかい

　や金融広報
きんゆうこうほう

　ｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を実施
じっし

する。

県金融広報委員会事業
けんきんゆうこうほういいんかいじぎょう 0

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[私立
しりつ

学校
がっこう

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

]

私立
しりつ

学校
がっこう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の進展
しんてん

に向
む

け

て、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を随時
ずいじ

提供
ていきょう

する。

― -

私立
しりつ

学校
がっこう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の進展
しんてん

に

向
む

けて、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を随時
ずいじ

提供
ていきょう

した。

引
ひ

き続
つづ

き、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

ってい

く必要
ひつよう

がある。

[私立
しりつ

学校
がっこう

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

情報
じょうほう

の提
てい

供
きょう

]

私立
しりつ

学校
がっこう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の進展
しんてん

に

向
む

けて、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を随時
ずいじ

提供
ていきょう

する。

― ― 私学
しがく

振興
しんこうか

課 教育
きょういく

指導
しどう

Ｇ

[県立
けんりつ

高等
こうとう

学校
がっこう

・中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっこう

におけるシチ

ズンシップ教育
きょういく

の取組
とりく

]

シチズンシップ教育
きょういく

の３領域
りょういき

のうち「経済
けいざい

に関
かん

する教育
きょういく

」の一環
いっかん

として消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

に

取
と

り組
く

む。

―

(

一
部

い
ち
ぶ

）

200

各県立高等学校
かくけんりつこうとうがっこう

　・中等教育学校
ちゅうとうきょういくがっこう

において、シチズンシップ教育
きょういく

の３領
りょ

域
ういき

のうち「経済
けいざい

に関
かん

する教育
きょういく

」の一環
いっかん

として外部
がいぶ

機関
きかん

と連携
れんけい

し、消費者教育
しょうひしゃきょうい

に
く

　取
とり

り組
く

んだ。

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げを踏
ふ

まえ、社会
しゃかい

に出
で

る

直前
ちょくぜん

の高校生
こうこうせい

が将来
しょうらい

にわたって自立
じりつ

し

た消費者
しょうひしゃ

としてより適切
てきせつ

な判断
はんだん

ができ

るよう、外部
がいぶ

機関
きかん

と連携
れんけい

して実務
じつむ

経験
けいけん

者
しゃ

の専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や経験
けいけん

を活用
かつよう

した授
じゅ

業
ぎょう

を実施
じっし

する必要
ひつよう

がある。

[県立高等学校
けんりつこうとうがっこう

　・中等教育学校
ちゅうとうきょういくがっこう

におけるシチズンシップ教育
きょういく

　の取
とり

組
くみ

]

シチズンシップ教育
きょういく

の３領域
りょういき

のうち

「経済
けいざい

に関
かん

する教育
きょういく

」の一環
いっかん

として消
しょ

費者教育
うひしゃきょういく

　に取
と

り組
く

む。

―

(

一
部

い
ち
ぶ

）

200
高校
こうこうきょういくか

教育課

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 3

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

― 高校
こうこうきょういくか

教育課

子ども教育
こ　　きょういくし

支援課
えんか

特別
とくべつしえん

支援教
　きょ

育課
ういくか

２イ② 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

まれる

おそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対処法
たいしょほう

につ

いて啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

う。

― -

「若者向
わかものむ

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発動画
けいはつどうが

「コレがまさかのアレでした。～若者
わかもの

の消費者被害
しょうひしゃひがい

」」

　・YouTubeでの配信
はいしん

　・市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

による放映
ほうえい

（川崎
かわさき

市
し

、小田原市
おだわら　　し

）

引
ひ

き続
つづ

き、若者向
わかものむ

け啓発動画
けいはつどうが

を活用
かつよう

し

た啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[若者向
わかものむ

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の

発信
はっしん

]

成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

ま

れるおそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対
たい

処法
しょほう

について啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した

動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報発信
じょうほうはっしん

　を行
おこな

う。

- 0
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１ア①小中高
しょうちゅうこ

―

１ア①小中高
しょうちゅう

再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

（大学
だいがく

等
とう

向
む

け）]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を学校
がっこう

向
む

けに実施
じっし

する。

（学校
がっこう

向
む

け15回
かい

程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400

「消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

(大学等向
だいがくとうむ

け)」

　１回
かい

　延
の

べ150名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知方法
うちほうほう

や受講希望者
じゅこうきぼうしゃ

のニ―ズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

（大学
だいがく

等
とう

向
む

け）]

消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

を学校向
がっこうむ

けに実施
じっし

す

る。（学校向
がっこうむ

け20回
かい

程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  啓発
けいはつ

 学習
がくしゅう

  事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２ア③ 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[インタ―ネット被害未然防止講座の実施
じっし

（大学
だいがく

等
とう

向け）]

講師を派遣し、インタ―ネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インタ―ネット被害未然防止講

座」を学校向けに実施
じっし

する。（学校
がっこう

向
む

け45

回程度）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

5,671

「インタ―ネット被害未然防止講座
ひがいみぜんぼうしこうざ

(大
だい

学等向
がくなどむ

け)」

　11回
かい

　延
の

べ655名
めい

参加
さんか

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インタ―

ネットによる消費者被害
しょうひしゃひがい

・トラブル未
みぜ

然防止
んぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

（大学
だいがく

等
とう

向
 む

け）]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インタ―ネットの危険
きけんせ

性
い

や使用
しよう

する際
さい

の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学
まな

べる「インタ―ネット被害
ひがい

未然防止
みぜんぼうし

講座
こうざ

」を学校向
がっこうむ

けに実施
じっし

す

る。（学校
がっこう

向
 む

け71回程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  啓発
けいはつ

 学習
がくしゅう

  事業
じぎょう

費
ひ

7,856
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[若者
わかもの

向
む

け消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の啓発
けいはつ

]

成年年齢引下げに関する注意喚起や消費者

トラブルに巻き込まれた際の相談先の周知

のため、啓発物品を作成し、県内大学等に

配布するとともに、学生ポ―タルサイトを

活用し情報発信する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
6,150

「エコバッグ」「ふせん」

計
けい

33,000個
こ

（エコバッグ25,000個
こ

・ふ

せん8,000個
こ

）

（主な配布先
はいふさき

）県内
けんない

大学
 だいがく

・短期大学
たんきだいがく

60

校、専修学校
せんしゅうがっこう

106校、大学
だいがく

生協
せいきょう

組合
くみあい

7箇
かしょ

所

「学生
がくせい

ポ―タルサイトを活用
かつよう

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

」

　５月
がつ

　県内大学
けんないだいがく

37校
こう

引
ひ

き続
つづ

き、若者
わかもの

に多
おお

くみられる消費者
しょうひしゃ

トラブルへの注意喚起
ちゅういかんき

や消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

窓口
まどぐち

 の周知
しゅうち

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があ

る。

[若者向
わかものむ

け消費者市民社会
しょうひしゃしみんしゃかい

の啓発
けいはつ

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに関
かん

する注意喚起
ちゅういかんき

や消
しょ

費者
うひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

の相談
そうだん

先
さき

の周知
しゅうち

のため、学生
がくせい

ポ―タルサイト

を活用
かつよう

し情報発信
じょうほうはっしん

する。

- 0
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ③ 再
さい

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

（学校
がっこう

向
む

け）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう -

「金融広報
きんゆうこうほう

アドバイザ―派遣
はけん

講座
こうざ

」

　10回
かい

　延
の

べ237人
にん

参加
さんか

「くらしの経済講演会
けいざいこうえんかい

」

　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

　大井町
おおいまち

生涯
しょうがい

  学習
がくしゅう

 センタ―　128名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、県金融広報委員会
けんきんゆうこうほういいんかい

 と連携
れんけい

して、金融経済
きんゆうけいざい

に関
かん

する教育
きょういく

、消費者
しょうひしゃ

トラブル未然
みぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した

金融
きんゆう

経済
けいざい

教育
きょういく

（学校
がっこう

向
む

け）]

金融経済情報資料
きんゆうけいざいじょうほうしりょう

　 を配布
はいふ

するとと

もに、経済
けいざい

講演会
こうえんかい

や金融広報
きんゆうこうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ

―派遣講座
はけんこうざ

を実施
   じっし

する。

県金融広報委員会事業
けんきんゆうこうほういいんかいじぎょう

― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　

【

大
学
、

専
門
学
校
等
】

　
　
だ
い
が
く
　
　
せ
ん
も
ん
が
っ
こ
う
と
う

本
ほん

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

１イ①

推進
すいしん

Ｇ消費
しょうひせいかつか

生活課

-

500

[小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の推進
すいしん

]

学校
がっこう

教育
きょういく

においては、学習
がくしゅう

指導
しどう

要領
ようりょう

に基
もと

づ

き、社会科
しゃかいか

、公民科
こうみんか

、家庭科
かていか

、技術
ぎじゅつ

・家庭
かていか

科などの教科
きょうか

を中心
ちゅうしん

に、消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

を実施
じっし

する。

学校教育
がっこうきょういく

においては、各
かく

校種
こうしゅ

の学習指
がくしゅうし

導要領
どうようりょう

　に基
もと

づき、社会科
しゃかいか

、公民科
こうみんか

、

家庭科
かていか

、技術
ぎじゅつ

・家庭科
かていか

などの教科
きょうか

を中
ちゅ

心
うしん

に、消費者教育
しょうひしゃきょういく

　を実施
じっし

した。

若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

のた

め、より効果的
こうかてき

なリ―フレットを作成
さくせい

し、啓発
けいはつ

する必要
ひつよう

がある。
[｢契約

けいやく

のきりふだ(若者
わかもの

編
へん

)｣の発行
はっこう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基
きほ

本
ん

事項
じこう

等
とう

金銭
きんせん

教育
きょういく

に関
かん

する啓発
けいはつ

資料
しりょう

を活用
かつよう

する。

＜「高齢者
こうれいしゃ

編
へん

」「若者
わかもの

編
へん

」を隔年
かくねん

で作成
さくせい

。

（令和
れいわ

５年度
ねんど

は「若者
わかもの

編
へん

」を作成
さくせい

）＞

―

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

学校教育
がっこうきょういく

　においては、引
ひ

き続
つづ

き学習
がくしゅ

指導要領
うしどうようりょう

　　に基
もと

づき、社会科
しゃかいか

、公民
こうみん

科
か

、家庭科
かていか

、技術
ぎじゅつ

・家庭科
かていか

などの教科
きょうか

を中心
ちゅうしん

に、消費者教育
しょうひしゃきょういく

　を実施
じっし

する必
ひつ

要
よう

がある。

[小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

・特別
とくべつ

支
しえ

援
ん

学校
がっこう

等
とう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の推進
すいしん

]

学校
がっこう

教育
きょういく

においては、学習
がくしゅう

指導
しどう

要領
ようりょう

に

基
もと

づき、社会科
しゃかいか

、公民科
こうみんか

、家庭科
かていか

、技
ぎじゅ

術
つ

・家庭科
かていか

などの教科
きょうか

を中心
ちゅうしん

に、消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

を実施
じっし

する。

―

[｢契約
けいやく

のきりふだ(若者編
わかものへん

)｣の活用
かつよう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基本事項等金銭教育
きほんじこうとうきんせんきょういく

に関
かん

する啓発資
けいはつしりょ

料
う

　を活用
かつよう

する。

＜「高齢者編
こうれいしゃへん

」「若者編
わかものへん

」を隔年
かくねん

で作
さく

成
せい

。（令和
れいわ

６年度
ねんど

は「高齢者編
こうれいしゃへん

」を作
さく

成
せい

）＞

契約
けいやく

のきりふだ（若者編
わかものへん

）」30,000部
ぶ

（主
おも

な配布先
はいふさき

）

　県内全高等学校
けんないぜんこうとうがっこう

、 大学
だいがく

、専修学校
せんしゅうがっこう

496か所
しょ

　市町村との共同発行　42,600部
しちょうそんとのきょうどうはっこう　４２，６００ぶ　　　

大学・専修学校　との共同発行
きょうどうはっこう　

　200部
ぶ

―



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 4

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

本
ほん

２イ①

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[「契約
けいやく

のきりふだ(高齢者
こうれいしゃ

編
へん

)」の活用
かつよう

]

消費者トラブルの手口と対処法、契約の基

本事項等金銭教育に関する啓発資料を場面

に応じて提供し、活用する。

＜「高齢者編」「若者編」を隔年で作成。（令和
れいわ

５

年度
ねんど

は「若者編
へん

」を作成」）＞

￣ -

「契約
けいやく

のきりふだ（高齢者編
こうれいしゃへん

）」の活
かつ

用
よう

（Ｒ4.12月
がつ

発行
はっこう

）

　消費生活出前講座等
しょうひせいかつでまえこうざとう

で約
やく

11,500部
ぶ

活
かつ

用
よう

引
ひ

き続
つづ

き、高齢者
こうれいしゃ

に多
おお

く見
み

られる消費
しょうひ

者
しゃ

トラブルに関
かん

する情報
じょうほう

を、見
み

やすさ

や読
よ

みやすさを工夫
くふう

し、高齢者
こうれいしゃ

等
とう

に分
わ

かりやすい内容
ないよう

で発信
はっしん

していく必要
ひつよう

が

ある。

[｢契約
けいやく

のきりふだ(高齢者編
こうれいしゃへん

)｣の発行
はっこう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基本事項等金銭教育
きほんじこうとうきんせんきょういく

に関
かん

する啓発
けいはつ

資
しりょ

料
う

を活用
かつよう

する。

＜「高齢者編
こうれいしゃへん

」「若者編
わかものへん

」を隔年
かくねん

で作
さく

成
せい

。（令和
れいわ

６年度
ねんど

は「高齢者編
こうれいしゃへん

」を作
さく

成
せい

）＞

消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  推進
すいしん

 事業費
じぎょうひ 660

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２イ① 再
ふたた

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

めた消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

事
じぎょ

業
う

]

霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

む消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

るため、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を啓発
けいはつ

する

グッズを作成
さくせい

し、出前
でまえ

講座
こうざ

やイベント等
とう

の

機会
きかい

を通
つう

じて配布
はいふ

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
9,750

「ポップアップメモ」

　150,000個
こ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　市町村
しちょうそん

、県内警察署
けんないけいさつしょ

、県内民生委員
けんないみんせいいいんじ

児童委員協議会等
どういいんきょうぎかいとう

　122か所
しょ

霊感
れいかん

商法
しょうほう

 を含
ふく

む様―な消費者
しょうひしゃ

トラブ

ルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

の相談
そうだん

先
さき

である

「消費者
しょうひしゃ

ホットライン１８８」を周知
しゅうち

するため、引
ひ

き続
つづ

き多方面
たほうめん

から効果的
こうかてき

に啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

― ― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[就労
しゅうろう

等
とう

18歳
さい

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

グッズ

作成
さくせい

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに関
かん

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

を盛
も

り込
こ

ん

だデザインの啓発
けいはつ

グッズを作成
さくせい

し、県内
けんない

の自動
じどうしゃ

車
しゃ

学校
がっこう

、若者
わかもの

向
む

けのハロ―ワ―ク等
など

に配布
はいふ

す

る。

（

一
部

い
ち
ぶ

）

3,026

「クリアファイル」

　20,220枚
まい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　かながわ若者就職支援
わかものしゅうしょくしえん

  センタ―、

神奈川県
かながわけん

 指定
してい

自動車
じどうしゃ

教習所
きょうしゅうじょ

    協会
きょうかい

会
かい

員
いん

 教習所
きょうしゅうじょ

    等
とう

　       177か所
しょ

高校生
こうこうせい

 以外
いがい

の新成人
しんせいじん

に消費生活
しょうひせいかつ

 情報
じょうほう

を  届
とどけ

くようにするため、引
ひ

き続
つづ

き多
たほ

方面
うめん

から効果的
こうかてき

に啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必
ひつ

要
よう

がある。

―
-

― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

２イ①

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい

者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

対象
たいしょう

)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を実施
じっし

する。(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

向
む

け15回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400

「消費
しょうひ

 生活
せいかつ

 出前
でまえ

講座
こうざ

(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい

者等
しゃなど

 向
む

け)」

　26回
かい

　延
の

べ562名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知
うち

方法
ほうほう

や受講希望者
じゅこうきぼうしゃ

のニ―ズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

、

障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

対象
たいしょう

)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

で寄
よ

せられた情報
じょうほう

の活用
かつよう

や福祉
ふくし

関係
かんけい

部署
ぶしょ

と連携
れんけい

し、消費生活出
しょうひせいかつでま

前講座
えこうざ

を実施
じっし

する。(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい

者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

向
む

け20回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  啓発
けいはつ

 学習
がくしゅう

  事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２ア③ 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

･障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

対象
たいしょう

)]

講師を派遣し、インタ―ネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インタ―ネット被害未然防止講

座」を高齢者
こうれいしゃ

、障がい者等向けに実施
じっし

す

る。(５回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731

「インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

(高
こう

齢者
れいしゃ

･障
しょう

がい者等
しゃなど

向
む

け)」

　10回
かい

　延
の

べ213名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知
うち

方法
ほうほう

や受講希望者
じゅこうきぼうしゃ

のニ―ズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

･障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

対象
たいしょう

)]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インタ―ネットの危険
きけんせ

性
い

や使用
しよう

する際
さい

の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学
まな

べる「インタ―ネット被害
ひがい

未
み

然防止
ぜんぼうし

講座
こうざ

」を高齢者
こうれいしゃ

、障がい者等

向けに実施
じっし

する。(８回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  啓発
けいはつ

 学習
がくしゅう

  事業
じぎょう

費
ひ

7,856
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

1イ③ 再
さい

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

（高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

等
など

対象
たいしょう

）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう 0

「金融
きんゆう

広報
こうほう

アドバイザ―派遣
はけん

講座
こうざ

」

　２回
かい

　延
の

べ61人
にん

参加
さんか

「くらしの経済講演会
けいざいこうえんかい

」

　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

　大井町生涯学習
おおいまちしょうがいがくしゅう

   センタ―　128名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、県金融広報委員会
けんきんゆうこうほういいんかい

 と連携
れんけい

して、金融経済
きんゆうけいざい

に関
かん

する教育
きょういく

、消費者
しょうひしゃ

トラブル未然
みぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した

金融
きんゆう

経済
けいざい

教育
きょういく

（高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

等
など

対象
たいしょう

）]

金融経済情報資料
きんゆうけいざいじょうほうしりょう

   を配布
はいふ

するとと

もに、経済
けいざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ

―派遣
はけん

講座
こうざ

を実施
じっし

する。

県金融広報委員会事業
けんきんゆうこうほういいんかいじぎょう

― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ
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地
域

ち
い
き

】

②
地
域
社
会
で
の
消
費
者
教
育
の
推
進



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 5

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

２イ① 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[高
れいわ

齢者等
ねんど

見守りネッ
そうだんだいいち

トワ―ク構築
しょかん

に係る啓

発等]

関係機関と連携し、高齢者、障がい者及び

見守る人を対象とした啓発を実施するとと

もに、市町村への個別の働きかけを推進

し、県全体での見守りネットワ―ク構築に

つなげる。

「悪質な訪問販売」に対する注意・啓発の

ためのグッズを作成し、配布する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
8,200

「ポ―タブルピルケ―ス及
およ

び注意喚起
ちゅういかんき

カ―ドの作成・配布
さくせい・はいふ

」

　40,000個作成
さくせい

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、県内警察署
けんないけいさつしょ

（市町福祉関係
しまちふくしかんけいか

課、関係機関
かんけいきかん

を通じて高齢者
こうれいしゃ

へ配布
はいふ

）

「グッズを活用
かつよう

した消費者
しょうひしゃ

ホットライ

ン『１８８』の啓発
けいはつ

」

不織布
ふしょくふ

バッグ2,500を作成
さくせい

し、イベント

等で配布
はいふ

した

「見守
みまも

りネットワ―ク設置
せっち

に向
む

けた個
こべ

別
つ

の働きかけ」

横須賀市
よこすかし

、小田原市
おだわらし

配布
はいふ

される方
かた

にとって、より使
つか

い勝手
かって

のよいグッズを作成
さくせい

するようリサ―チ

を続
つづ

ける必要
ひつよう

がある。

引
ひ

き続
つづ

き、見守
みまも

りネットワ―クの構築
こうちく

が進
すす

むよう、個別
こべつ

に市町村
しちょうそん

を訪問
ほうもん

し課
かだ

題
い

の聞
き

き取
と

りを行う等働
などはたらき

きかけを行う

必要
ひつよう

がある。

また、市町村
しちょうそん

の中
なか

で消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

担当
たんとう

課
か

と福祉各課
ふくしかくか

、関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

の連携
れんけい

が図
はか

れるよう、支援
しえん

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[高齢者等見守
こうれいしゃとうみまも

りネットワ―ク構築
こうちく

に

係
かか

る啓発
けいはつ

等
とう

]

関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

し、高齢者
こうれいしゃ

、障がい者

及び見守
みまも

る人を対象
たいしょう

とした啓発
けいはつ

を実施
じっし

するとともに、市町村
しちょうそん

への個別
こべつ

の働き

かけを推進
すいしん

し、県全体
けんぜんたい

での見守
みまも

りネッ

トワ―ク構築
こうちく

につなげる。

「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

」に対
たい

する注意
ちゅうい

・啓
けい

発
はつ

のためのグッズを作成
さくせい

し、配布
はいふ

す

る。

　また、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を啓
けい

発
はつ

するため、啓発
けいはつ

グッズを作成・配布
さくせい・はいふ

する

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
5,650

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

新
しん

[高齢者
こうれいしゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

ホットライン周知
しゅうち

事
じぎょ

業
う

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

に適切
てきせつ

に

対応
たいおう

できるよう、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を

啓発
けいはつ

するグッズを作成
さくせい

し、出前
でまえ

講座
こうざ

やイベ

ント等
とう

の機会
きかい

を通
つう

じて、高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

す

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
366

「不織布
ふしょくふ

エコバッグ」

　2,500個
こ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　出前講座
でまえこうざ

やイベント等
とう

の機会
きかい

を通
つう

じ

て高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

消費者
しょうひしゃ

ホットライン188の認知度
にんちど

を向
こう

上
じょう

させるため、引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

を図
はか

る必
ひつ

要
よう

がある。

[高齢者向
こうれいしゃむ

け消費者
しょうひしゃ

ホットライン周知
しゅうち

事業
じぎょう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

に適
てき

切
せつ

に対応
たいおう

できるよう、消費者
しょうひしゃ

ホットラ

イン188を啓発
けいはつ

するグッズを作成
さくせい

し、

出前
でまえ

講座
こうざ

やイベント等
など

の機会
きかい

を通
つう

じ

て、高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

する。

消費生活行政強化事業費
しょうひせいかつぎょうせいきょうかじぎょうひ

　　(交
こう

付金
ふきん

)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

396
消費生活課
しょうひせいかつか

推進
すいしん

Ｇ

新
しん

[霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

めた消費者被害未然
しょうひしゃひがいみぜんぼう

防止事業
しじぎょう

]

霊感
れいかん

商法
しょうほう

 を含
ふく

む様―な消費者
しょうひしゃ

トラブ

ルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

の相談
そうだん

先
さき

である

「消費者
しょうひしゃ

ホットライン１８８」の認知
にんちど

度を向上
こうじょう

するため、タウンニュ―スへ

啓発記事
けいはつきじ

等
とう

を掲載
けいさい

する。

消費生活行政強化事業費
しょうひせいかつぎょうせいきょうかじぎょうひ

（交付金
こうふきん

）

15,094
消費生活課
しょうひせいかつか

相
そう

一
いち

Ｇ

新
しん

[「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

 撲滅
ぼくめつ

！」キャンペ―

ン]

「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

 撲滅
ぼくめつ

」の機運
きうん

を高
たか

めるた

めのキャンペ―ンを実施
じっし

する。

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
5200

「街頭
がいとう

キャンペ―ン」

　場所
ばしょ

　①京急川崎駅
けいきゅうかわさきえき

　 ②本厚木駅
ほんあつぎえき

③

小田原駅
おだわらえき

④横浜駅
よこはまえき

⑤武蔵小杉駅
むさしこすぎえき

⑥長津
ながつだ

田駅
えき

⑦相模大野駅
さがみおおのえき

⑧藤沢駅
ふじさわえき

　期間
きかん

　令和
れいわ

６年
ねん

９月
がつ

～２月
がつ

　啓発
けいはつ

物品
ぶっぴん

配布
はいふ

数
すう

　7,363個
こ

（マグネッ

トバ―）

「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

 撲滅
ぼくめつ

キャンペ―ン

（イベント）」

　日程
にってい

　令和
れいわ

６年
ねん

２月
がつ

４日
にち

（日
にち

）

　場所
ばしょ

　イオンモ―ル座間
ざま

　内容
ないよう

　漫才師
まんざいし

等
とう

によるお笑
わら

いステ―

ジ、パネル展示
てんじ

など

　参加
さんか

人数
にんずう

　延
の

べ約
やく

1,200人
にん

引
ひ

き続
つづ

き、市町村
しちょうそん

や宣言団体等
せんげんだんたいとう

 と連
れん

携
けい

して、訪問
ほうもん

販売
はんばい

に関
かん

する消費者
しょうひしゃ

トラ

ブルを未然
みぜん

に防止
ぼうし

するための啓発
けいはつ

を

行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

 撲滅
ぼくめつ

！」キャン

ペ―ン]

「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

 撲滅
ぼくめつ

」をテ―マと

した街頭
がいとう

キャンペ―ンやイベントを実
じっ

施
し

する。

消費者教育強化事業費
しょうひしゃきょういくきょうかじぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

7,750
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

　



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 6

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

１ウ① 再
さい

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ―ド等
とう

のエシカル消費
しょうひ

の普
ふきゅ

及
う

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

を図
はか

る。

また、消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の形成
けいせい

にかかる啓発
けいはつ

資
しりょ

料
う

を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
2,300

「ＳＮＳ等
など

を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

」

　消費者月間
しょうひしゃげっかん

（令和
れいわ

５年
ねん

５月１日～31

日）

　投稿数
とうこうすう

　５回
かい

　かながわ消費者週間
しょうひしゃしゅうかん

 （令和
れいわ

５年
ねん

10月

13日～14日）

　投稿数
とうこうすう

　４回
かい

　

「買
か

い物
もの

が未来
みらい

をつくる　未来
みらい

をかえ

る（増刷
ぞうさつ

）」

　8,000部
ぶ

作成
さくせい

「つくる　たべる　エシカル」

　10,000部
ぶ

作成
さくせい

（主
おも

な配布先
はいふさき

）

　市町村等
しちょうそんとう

「エシカル消費
しょうひ

」の認知度
にんちど

を向上
こうじょう

させ

るため、 SNSを活用
かつよう

するなどして、エ

シカル消費
しょうひ

の普及啓発
ふきゅうけいはつ

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

普及啓発
ふきゅうけいはつ

については、プラスチックご

みや食品
しょくひん

ロスの削減推進
さくげんすいしん

など、引
ひ

き続
つづ

き庁内
ちょうない

 の関連部局
かんれんぶきょく

と連携
れんけい

して取
と

り組
く

む必要
ひつよう

がある。

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ―ド等
とう

のエシカル消
しょ

費
うひ

の普及
ふきゅう

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した

啓発
けいはつ

を図
はか

る。

また、消費者市民社会
しょうひしゃしみんしゃかい

 の形成
けいせい

にかかる

啓発
けいはつ

資料
しりょう

 を発行
はっこう

する。

消費者教育強化事業費
しょうひしゃきょういくきょうかじぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

2,300
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２イ② 再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

の実施
じっし

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブルの未
みぜ

然
ん

防止
ぼうし

のため、新成人
しんせいじん

等
とう

の保護者
ほごしゃ

に向
む

け、

啓発
けいはつ

リ―フレットの配布
はいふ

や啓発
けいはつ

動画
どうが

の配信
はいしん

などを行
おこな

い、理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

― -

「保護者
ほごしゃ

向
む

けリ―フレット配架
はいか

」

　県内
けんない

そごう・西武
せいぶ

各店舗
かくてんぽ

（令和
れいわ

５年
ねん

４月
がつ

26 日
にち

～５月
がつ

16日
にち

）

　県内
けんない

ユニ―各
かく

店舗
てんぽ

（令和
れいわ

６年
ねん

２月
がつ

28

日
にち

～３月
がつ

12日
にち

）

「保護者向け成年年齢引下げ啓発動画

「コレがまさかのアレでした。(保護者

編）」

・YouTubeでの配信

成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブル

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、若者本人
わかものほんにん

だけでな

くその保護者
ほごしゃ

に対
たい

する啓発
けいはつ

を引
ひ

き続
つづ

き

行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

の実
じっ

施
し

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブル

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、新成人等
しんせいじんとう

の保護者
ほごしゃ

に向
む

け、啓発
けいはつ

リ―フレットの配布
はいふ

や啓
けい

発動画
はつどうが

の配信
はいしん

などを行
おこな

い、理解
りかい

促進
そくしん

を

図
はか

る。

- 0
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ③ 再
さい

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

（一般向
いっぱんむ

け）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう -

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(一般向
いっぱんむ

け)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を一般向
いっぱんむ

けに実施
じっし

する。

（10回
かい

程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400

「消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

(従業員
じゅうぎょういん

   向
む

け)」

　実績
じっせき

なし

本
ほん

講座
こうざ

を認知
にんち

し、活用
かつよう

してもらえるよ

う、事業者
じぎょうしゃ

に向
む

けた広報
こうほう

を強化
きょうか

する必
ひつ

要
よう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(職域
しょくいき

)]

消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

を実施
じっし

する。(従業
じゅうぎょ

員
ういん

　　等
とう

向
む

け  ５回
かい

程度
ていど

)

産業労働局
さんぎょうろうどうきょく

   と連携
れんけい

し、本講座
ほんこうざ

の有
ゆう

効性
こうせい

をＰＲしていく。

消費者教育啓発学習事業費
しょうひしゃきょういくけいはつがくしゅうじぎょうひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

２ア③ 再
さい

[インタ―ネット被害未然防止講座の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

講師を派遣し、インタ―ネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インタ―ネット被害未然防止講

座」を参加者募集型等
とう

により実施
じっし

する。

（23回程度）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731

「インタ―ネット被害未然防止講座
ひがいみぜんぼうしこうざ

（一般向
いっぱんむ

け）」

　出前
でまえ

型
かた

　18回
かい

　延
の

べ377名
めい

参加
さんか

　参加者
さんかしゃ

募集
ぼしゅう

型
がた

　16回
かい

　延
の

べ232名
めい

参加
さんか

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インタ―

ネットによる消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

・トラブル未
みぜ

然
ん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[インタ―ネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

(一般向
いっぱんむ

け)]

講師を派遣し、インタ―ネットの危険

性や使用する際の注意点などを、わか

りやすく学べる「インタ―ネット被害

未然防止講座」を参加
さんか

や募集
ぼしゅう

型
がた

等
など

によ

り実施
じっし

する。(36回
かい

程度
ていど

)

消費者教育啓発学習事業費
しょうひしゃきょういくけいはつがくしゅうじぎょうひ 7,856

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ
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注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 7

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

２ア③ 再
さい

[サイバ―セキュリティ月間
げっかん

に係
かか

る普及
ふきゅう

・啓
けい

発
はつ

行事
ぎょうじ

　「サイバ―セキュリティセミナ

―」の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

情報
じょうほう

セキュリティについての普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

行
ぎょ

事
うじ

を開催
かいさい

する。（１回
かい

）開催
かいさい

方法
ほうほう

について

は、調整
ちょうせい

予定
よてい

。

― ―

2月
がつ

22日
にち

にかながわ県民
けんみん

センタ―で「サ

イバ―セキュリティセミナ―２０２

４」を開催
かいさい

。

セミナ―開催
かいさい

周知
しゅうち

を記者発表
きしゃはっぴょう

、県
けん

ウェ

ブサイトでの開催案内
かいさいあんない

ペ―ジの公開
こうかい

。

県機関・横浜市・神奈川県警・県内
けんきかん    よこはまし    かながわけんけい    けんない

ファミリ―マ―ト、イオン、第一生命
だいいちせいめい

でチラシ配架
はいか

（令和
れいわ

５年
ねん

12月下旬
がつげじゅん

）

当日参加
とうじつさんか

　79名
めい

数年
すうねん

ぶりに対面
たいめん

での開催
かいさい

となった。開
かい

催
さい

当日
とうじつ

は大
おお

きな問題
もんだい

もなく開催
かいさい

できた

が、昨年度
さくねんど

より参加者
さんかしゃ

が減
へ

ってしまっ

ている。今後
こんご

参加者
さんかしゃ

を増
ふ

やすために、

オンラインと併用
へいよう

開催
かいさい

の検討
けんとう

が必要
ひつよう

で

ある。

[サイバ―セキュリティ月間
げっかん

に係
かか

る普
ふきゅ

及
う

・啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

　「サイバ―セキュリ

ティセミナ―」の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

情報
じょうほう

セキュリティについての普及
ふきゅう

・啓
けい

発
はつ

行事
ぎょうじ

を開催
かいさい

する。（１回
かい

）開催
かいさい

方法
ほうほう

については、調整予定
ちょうせいよてい

。

― ― デジタル戦
せん

略
りゃく

本部
ほんぶ

室
しつ

情報
じょうほう

セキュリ

ティＧ

４イ① 再
さい

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のた

め、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

により、消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

う。

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調
ちょ

整
うせい

費
ひ

28

「景品表示法研修資料
けいひんひょうじほうけんしゅうしりょう

　 の生活衛生課
せいかつえいせいか

ホ―ムペ―ジ掲載
けいさい

 及
およ

び関係団体
かんけいだんたい

への周
しゅ

知
うち

」

「事業者向
じぎょうしゃむけ

けセミナ―」

６回
かい

（①神奈川県新聞販売組合
かながわけんしんぶんはんばいくみあい

 及
およ

び京
けい

浜新聞販売組合
ひんしんぶんはんばいくみあい

、 ②かながわ住
す

まいま

ちづくり協会
きょうかい

、③日本訪問販売協会
にっぽんほうもんはんばいきょうかい

、

④神奈川県
かながわけん

ケ―ブルテレビ協議会
きょうぎかい

（２

回
かい

）、⑤横浜中華街発展会協同組合）

計
けい

175名参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、オンラインも活用
かつよう

しなが

ら、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して消費生活行政
しょうひせいかつぎょうせい

　に

係
かか

る　情報提供等
じょうほうていきょうとう

　 を行
おこな

っていく必
ひつ

要
よう

がある。

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

により、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

う。

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ 28

消費
しょうひせいかつか

生活課 指導
しどう

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(職域
しょくいき

)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を実施
じっし

する。(従業者
じゅうぎょうしゃ

等
とう

向
む

け５回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
がく

習
しゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400

「消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

(従業員
じゅうぎょういん

   向
む

け)」

　実績
じっせき

なし

本
ほん

講座
こうざ

を認知
にんち

し、活用
かつよう

してもらえるよ

う、事業者
じぎょうしゃ

に向
む

けた広報
こうほう

を強化
きょうか

する必
ひつ

要
よう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(職域
しょくいき

)]

消費生活出前講座
しょうひせいかつでまえこうざ

を実施
じっし

する。(従業
じゅうぎょ

員
ういん

　　等
とう

向
む

け  ５回
かい

程度
ていど

)

産業労働局
さんぎょうろうどうきょく

   と連携
れんけい

し、本講座
ほんこうざ

の有
ゆう

効性
こうせい

をＰＲしていく。

消費者教育啓発学習事業費
しょうひしゃきょういくけいはつがくしゅうじぎょうひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ③ 再
さい

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

（職域
しょくいき

）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう -

「金融
きんゆう

広報
こうほう

アドバイザ―派遣
はけん

講座
こうざ

」

　実績
じっせき

なし

「くらしの経済
けいざい

講演会
こうえんかい

」

　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

　大井町
おおいまち

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センタ―　128名
めい

参加
さんか

より多
おお

くの人
ひと

が受講
じゅこう

できるよう、県金
けんきん

融広報委員会
ゆうこうほういいんかい

と連携
れんけい

して、広報
こうほう

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

がある。

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した

金融
きんゆう

経済
けいざい

教育
きょういく

（職域
しょくいき

）]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するととも

に、経済
けいざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―

派遣
はけん

講座
こうざ

を実施
じっし

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう 0

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

１ア①大学
だいがく

１ア②地域
ちいき 再

さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１
・
２

[「契約のきりふだ(若者編)｣の発行及び｢契約

のきりふだ(高齢者編)」の活用
かつよう

]

消費者トラブルの手口と対処法、契約の基

本事項等金銭教育に関する啓発資料を発行

するとともに、場面に応じて提供し、活用

する。

＜「高齢者編」「若者編」を隔年で作成。

（令和
れいわ

５年度は「若
わか

者編」を作成）＞

「契約
けいやく

のきりふだ（若
わか

者編）」発行
はっこう

　県発行
けんはっこう

　30,000部

（主な配布先
はいふさき

）

　県内全高等学校
けんないぜんこうとうがっこう

、大学
だいがく

、専修学校
せんしゅうがっこう

496か所

　市町村共同発行分
しちょうそんきょうどうはっこうぶん

　42,600部

　大学
だいがく

、専修
せんしゅう

学校
がっこう

との共同
きょうどう

発行
はっこう

分
ぶん

　200

部
ぶ

　

「契約のきりふだ（高齢者編）」（Ｒ

2.11月発行）

　消費生活出前講座等で約12,000部活

用

若者編
わかものへん

については、若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

トラ

ブルの未然防止
みぜんぼうし

のため、より効果
こうか

的な

リ―フレットを作成
さくせい

し、啓発
けいはつ

する必要
ひつよう

がある。

高齢者
こうれいしゃ

編
へん

については、引き続き高齢者
こうれいしゃ

に多く見られる消費者
しょうひしゃ

トラブルに関す

る情報を、見やすさや読みやすさを工

夫し、分
わ

かりやすく伝
つた

えていく必要
ひつよう

が

ある。

[｢契約
けいやく

のきりふだ(高齢者編
こうれいしゃへん

)」の発行
はっこう

及

び「契約
けいやく

のきりふだ(若者編
わかものへん

)｣の活用
かつよう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基本事項等金銭教育
きほんじこうとうきんせんきょういく

に関
かん

する啓発資
けいはつしりょ

料
う

を発行
はっこう

するとともに、場面
ばめん

に応じて

提供
ていきょう

し、活用
かつよう

する。

＜「高齢者編
こうれいしゃへん

」「若者編
わかものへん

」を隔年
かくねん

で作
さく

成
せい

。（令和
れいわ

６年度は「高齢者
こうれいしゃ

編」を作

成）＞

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ 660

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

　

イ
　
消
費
者
教
育
の
拠
点
機
能
の
発
揮
と
連
携
の
推
進

　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ひ
し
ゃ
　
き
ょ
う
い
く
　
　
き
ょ
て
ん
　
き
の
う
　
　
　
　
　
は
っ
き
　
　
　
　
れ
ん
け
い
　
　
　
　
す
い
し
ん

③
職
域
で
の
消
費
者
教
育
の
促
進

①
消
費
生
活
相
談
情
報
を
踏
ま
え
た
研
修
実
施
・
教
材
作
成



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 8

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

２ア① 再
さい

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に寄
よ

せられた相

談事例や国民
こくみん

生活
せいかつ

センタ―から提供
ていきょう

される

啓発
けいはつ

情報
じょうほう

の中から、消費者に特に周知する

必要がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ的確
てきかく

に、県内
けんない

に

広
ひろ

く提供
ていきょう

する。(月
つき

１回
かい

､随時
ずいじ

)

｢かながわ消費生活注意･警戒情報
しょうひせいかつちゅうい・けいかいじょうほう

｣

　12回発行
はっこう

　各6,400部

　テ―マ「投資
とうし

グル―プに誘われる

ＦＸ取引の詐欺的なトラブルに注

意！」等

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、消費者団体
しょうひしゃだんたい

、老人会
ろうじんかい

、社会
しゃかい

福祉協議会等
ふくしきょうぎかいなど

　336か所

新
あら

たな手口
てぐち

によるトラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

や拡大
かくだい

防止
ぼうし

につながる情報
じょうほう

を、積極的
せっきょくてき

に収集
しゅうしゅう

していく必要
ひつよう

がある。

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費生活相談窓口等
しょうひせいかつそうだんまどぐちとう

に寄
よ

せられ

た相談事例
そうだんじれい

や国民生活
こくみんせいかつ

センタ―から提
てい

供
きょう

される啓発情報
けいはつじょうほう

の中
なか

から、消費者
しょうひしゃ

に

特
とく

に周知
しゅうち

する必要
ひつよう

がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。さら

に、令和
れいわ

６年度
ねんど

より新
あら

たに、生協情報
せいきょうじょう

紙
ほうし

に概要
がいよう

を掲載
けいさい

する。加
くわ

えて、管轄地
かんかつちい

域
き

の高齢化率
こうれいかりつ

が高
たか

い警察署
けいさつしょ

に提供
ていきょう

し、

巡回連絡等
じゅんかいれんらくとう

での活用
かつよう

を図
はか

る。(月
つき

１回
かい

､

随時
ずいじ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

― 消費
しょうひせいかつか

生活課 相
そう

二
に

Ｇ

３ア③ 再
さい

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する人材
じんざい

育
いく

成
せい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

相談員
そうだんいん

や相談
そうだん

員
いん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に対
たい

し、相談
そうだん

窓口
まどぐち

で必要
ひつよう

となる実践的
じっせんてき

な人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。(８回
かい

)

また、職員
しょくいん

に対
たい

し、消費生活行政を担う上

で業務上不可欠な知識を習得するための研

修を実施する（９回）。

「人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
はい

信
しん

）」

 ８回
かい

　延
の

べ505名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続き、相談員
そうだんいん

のニ―ズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応
おう

じたテ―マを設定
せってい

していく必
ひつ

要
よう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

相談
そうだん

時間
じかん

の合間
あいま

で受講
じゅこう

する相談
そうだん

員
いん

も多
おお

いため、希望者
きぼうしゃ

が全員
ぜんいん

受講
じゅこう

できるよ

う、配信
はいしん

期間
きかん

の延長
えんちょう

や再配信
さいはいしん

を検討
けんとう

し

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する

人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

相談員
そうだんいん

や相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に対
たい

し、相談
そうだん

窓口
まどぐち

で必要
ひつよう

な実践的
じっせんてき

な人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。(８回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

580
消費
しょうひせいかつか

生活課 相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

３イ② 再
さい

＜「消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する人
じん

材
ざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

」・「新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研
けん

修
しゅう

」で対応
たいおう

＞

消費
しょうひせいかつか

生活課 相
そう

二
に

Ｇ

３ア③ 再
さい

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対応
たいおう

す

るため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

及
およ

び相談員
そうだんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テ―マを扱
あつか

う研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

「新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
はい

信
しん

）」

　６回
かい

　延
の

べ470名
めい

参加
さんか

引
ひき

き続
つづ

き、相談員
そうだんいん

のニ―ズや法改正、
ほうかいせい、せ

世相
そう

に応じたテ―マを設定
せってい

していく必
ひつ

要
よう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

研修
けんしゅう

の時期
じき

やテ―マについて、受講者
じゅこうしゃ

の意見
いけん

を踏
ふ

まえながら柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

を進
すす

めていく必要
ひつよう

がある。

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対
たい

応
おう

するため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の職員
しょくいん

及
およ

び相
そう

談員
だんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テ―マを扱
あつか

う研
けん

修
しゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ推進
じぎょう

事
ひ

業
（

費(交
こうふきん

付
）

金)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

216
消費
しょうひせいかつか

生活課 相
そう

二
に

Ｇ

１イ② 再
さい

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ―タル

サイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

を

結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサイトを運
うん

営
えい

する。

「つながる・かながわ　消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

―かながわ消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サポ―トサイト

―」の随時
ずいじ

更新
こうしん

を行
おこな

い、広
ひろ

く県民
けんみん

に情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

を行
おこな

った。

広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うため、わか

りやすいサイト構成
こうせい

や閲覧
えつらん

者
しゃ

の利便性
りべんせい

を高
たか

める必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ

―タルサイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い

手
て

を結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサ

イトを運営
うんえい

する。

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

eモニタ―アンケ―ト実施
じっし

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する県民
けんみん

の意識
いしき

を把握
はあく

するた

め、インタ―ネットを利用
りよう

して調査
ちょうさ

を実施
じっし

する。(年
ねん

２回
かい

程度
ていど

)

第１回（令和５年９月22日～10月
がつ

１

日
にち

）

　テ―マ「消費生活
しょうひせいかつ

に関
かん

する普及
ふきゅう

・啓
けい

発活動
はつかつどう

について」

　回答者
かいとうしゃ

322名／対象者
たいしょうしゃ

379名

第２回（令和５年12月１日～10日）

　テ―マ「消費生活
しょうひせいかつ

と消費者行政
しょうひしゃぎょうせい

につ

いて」

　回答者
かいとうしゃ

309名／対象者
たいしょうしゃ

379名

県
けん

の消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

施策
しさく

展開
てんかい

の参考
さんこう

とする

ため、事業
じぎょう

等
とう

の現状
げんじょう

把握
はあく

や今後
こんご

の方向
ほうこう

性
せい

の検討
けんとう

等
とう

に資
し

する調査
ちょうさ

となるよう、

調査
ちょうさ

項目
こうもく

を精査
せいさ

する必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

eモニタ―アンケ―ト実施
じっし

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する県民
けんみん

の意識
いしき

を把握
はあく

す

るため、インタ―ネットを利用
りよう

して調
ちょ

査
うさ

を実施
じっし

する。(年
ねん

２回
かい

程度
ていど

)

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

[市町村
しちょうそん

に対
たい

する啓発
けいはつ

資料
しりょう

の提供
ていきょう

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

が、消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の拠点
きょてん

としての役割
やくわり

を果
は

たせるよう、県
けん

作
さく

成
せい

の啓発
けいはつ

資料
しりょう

等
とう

を提供
ていきょう

する。

啓発資料
けいはつしりょう

の市町村消費生活相談窓口
しちょうそんしょうひせいかつそうだんまどぐち

等

への提供
ていきょう

・契約
けいやく

のきりふだ(高齢者編
こうれいしゃへん

)

1,430部

・契約
けいやく

のきりふだ(若者編
わかものへん

)

11,826部

・つくる　たべる　エシカル

6,700部

・買
か

い物
もの

が未来
みらい

をつくる　未来
みらい

をかえ

る　 800部　等

より多
おお

くの消費者
しょうひしゃ

の手
て

に届
とど

くように配
はい

布
ふ

場所
ばしょ

、配布
はいふ

方法
ほうほう

を市町村
しちょうそん

と調整
ちょうせい

して

検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[市町村
しちょうそん

に対
たい

する啓発
けいはつ

資料
しりょう

の提供
ていきょう

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

が、消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の拠点
きょてん

としての役割
やくわり

を果
は

たせるよ

う、県
けん

作成
さくせい

の啓発
けいはつ

資料
しりょう

等
とう

を提供
ていきょう

する。

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１ア①小中
しょうちゅう

高
こう

再
さい

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

教員
きょういん

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

教員
きょういん

等
とう

を対象
たいしょう

に、幅広
はばひろ

い消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

す

る研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

「消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

  教員
きょういん

  研修
けんしゅう

」

　開催期間
かいさいきかん

　令和
れいわ

５年
ねん

７月
がつ

28日
にち

～８月
がつ

25日
にち

　14講座
こうざ

　延
の

べ125名
めい

参加
さんか

教員等
きょういんとう

　が積極的
せっきょくてき

　に研修
けんしゅう

に　参加
さんか

で

きるよう、実施内容等
じっしないようとう

について検討
けんとう

す

る必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

 教育
きょういく

 教員
きょういん

 研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

教員
きょういん

等
とう

を対象
たいしょう

に、幅広
はばひろ

い消費者
しょうひしゃ

問題
もんだい

に

関
かん

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

　開催
かいさい

期間
きかん

　令和
れいわ

６年
ねん

７月
がつ

～８月
がつ

　14講座
こうざ

（一部
いちぶ

の講座
こうざ

についてハイブ

リッド配信
はいしん

を実施
じっし

）

消費
しょうひしゃきょういくすいしんじぎょうひ

者教育推進事業費
400

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に向
む

けての担
にな

い手
て

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

を対象
たいしょう

に、消費者
しょうひしゃ

問題
もんだい

に関
かん

する講座
こうざ

の実施
じっし

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

や技
ぎの

能
う

等
とう

を習得
しゅうとく

するための研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

36

「消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

の育成
いくせい

・活動
かつどう

の

支援
しえん

についての研修
けんしゅう

（オンデマンド配
はい

信
しん

）」

１回
かい

　延
の

べ45名
めい

参加
さんか

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

として活動
かつどう

できる

ような人材
じんざい

をより多
おお

く育成
いくせい

できる研修
けんしゅう

内容
ないよう

を検討
けんとう

し、実施
じっし

していく必要
ひつよう

があ

る。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に向
む

けての

担
にな

い手
て

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

を対象
たいしょう

に、消
しょ

費者
うひしゃ

問題
もんだい

に関
かん

する講座
こうざ

の実施
じっし

に必要
ひつよう

な

知識
ちしき

や技能
ぎのう

等
とう

を習得
しゅうとく

するための研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ 36

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

[消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
とう

による消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

に

関
かん

する取組
とりくみ

の支援
しえん

]

消費者
しょうひしゃ

月間
げっかん

及
およ

びかながわ消費者
しょうひしゃ

週間
しゅうかん

におい

て、消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
など

が取
と

り組
く

んでい

る消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

について、ＳＮＳを活用
かつよう

して

広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

う。

― -

「ＳＮＳ投稿数
とうこうすう

」

　消費者
しょうひしゃ

月間
げっかん

（令和
れいわ

５年
ねん

５月
がつ

１日
にち

～31

日
にち

）

　10団体
だんたい

　14回
かい

　かながわ消費者
しょうひしゃ

週間
しゅうかん

（令和
れいわ

５年
ねん

10月
がつ

14日
にち

～20日
にち

）

　9団体
だんたい

　10回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
など

への

情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うとともに、各団体
かくだんたい

の日
ひ

ごろの活動
かつどう

をＳＮＳ等
など

で発信
はっしん

していく

必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
など

による消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

　に関
かん

する取組
とりくみ

の支援
しえん

]

消費者月間
しょうひしゃげっかん

　及びかながわ消費者週間
しょうひしゃしゅうかん

において消費者団体
しょうひしゃだんたい

やＮＰＯ等
など

が取
と

り

組
く

んでいる消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

について、ＳＮ

Ｓを活用
かつよう

して広
ひろ

く県民
けんみん

に情報提供
じょうほうていきょう

を行
おこな

う。

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ①

―

１ウ①

２ア②

１ア①小中高
しょうちゅうこ

―

１ア①大学
だいがく

１ア②地域
ちいき

１ア②家庭
かてい

１ア②職域
しょくいき

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

本
ほん

本
ほん

推進
すいしん

Ｇ

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

消費
しょうひせいかつか

生活課

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した金融
きんゆう

経
けい

済
ざい

教育
きょういく

]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するとともに、経
けい

済
ざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―派遣
はけん

講座
こうざ

を
する

実施
じっし

する。

―

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう

-

-

「金融
きんゆう

広報
こうほう

アドバイザ―派遣
はけん

講座
こうざ

」

　35回
かい

　延
の

べ852人
にん

参加
さんか

「くらしの経済
けいざい

講演会
こうえんかい

」

令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

　大井
おおい

町
ちょう

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センタ―　128名
めい

参加
さんか

広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うため、わか

りやすいサイト構成
こうせい

や閲覧
えつらん

者
しゃ

の利便性
りべんせい

を高
たか

める必要
ひつよう

がある。

「つながる・かながわ　消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

―かながわ消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サポ―トサイト

―」の随時
ずいじ

更新
こうしん

を行
おこな

い、広
ひろ

く県民
けんみん

に情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

を行
おこな

った。

―
[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ―タル

サイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

と消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

を

結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサイトを運
うん

営
えい

する。

[神奈川県
かながわけん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

した

金融
きんゆう

経済
けいざい

教育
きょういく

]

金融
きんゆう

経済
けいざい

情報
じょうほう

資料
しりょう

を配布
はいふ

するととも

に、経済
けいざい

講演会
こうえんかい

や金融
きんゆう

広報
こうほう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ―

派遣講座を実
じっしする

施
。

する。

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ

―タルサイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

と消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの

場
ば

を結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサ

イトを運営
うんえい

する。

県
けん

金融
きんゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

事業
じぎょう

より多
おお

くの人
ひと

が受講
じゅこう

できるよう、県
けん

金
きん

融
ゆう

広報
こうほう

委員会
いいんかい

と連携
れんけい

して、広報
こうほう

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

がある。

②
消
費
者
教
育
の
担
い
手
の
育
成
・
活
動
の
支
援

③
消
費
生
活
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
教
育
と
の
連



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 10

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

[災害等非常事態における消費生活に関する

知識と理解の促進]

災害その他非常の事態においても消費者が

合理的に行動することができるよう、非常

の事態における消費生活に関する知識と理

解を深めるための普及啓発に取り組む。

― ‐

・ホ―ムペ―ジ「災害
さいがい

に伴
ともな

う消費
しょうひ

生活
せいかつ

情報
じょうほう

」の運営
うんえい

・ホ―ムペ―ジ「新型
しんがた

コロナウイルス

感染症
かんせんしょう

に関
かん

して、消費者
しょうひしゃ

の皆
みな

さんに心
こころ

がけていただきたいこと」の運営
うんえい

及
およ

び

ＳＮＳによる情報
じょうほう

発信
はっしん

引
ひ

き続
つづ

き、非常
ひじょう

事態
じたい

における消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する知識
ちしき

と理解
りかい

を深
ふか

めるための普
ふきゅ

及
う

啓発
けいはつ

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[災害等非常事態
さいがいなどひじょうじたい

における消費生活
しょうひせいかつ

に

関
かん

する知識
ちしき

と理解
りかい

の促進
そくしん

]

災害
さいがい

その他非常
ほかひじょう

の事態
じたい

においても消費
しょうひ

者
しゃ

が合理的
ごうりてき

に行動
こうどう

することができるよ

う、非常
ひじょう

の事態
じたい

における消費生活
しょうひせいかつ

に関

する知識
ちしき

と理解
りかい

を深
ふか

めるための普及啓
ふきゅうけい

発
はつ

に取り組む。

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 企画
きかく

Ｇ

[｢環境
かんきょう

基本
きほん

計画
けいかく

｣との連携
れんけい

]

｢環境
かんきょう

基本
きほん

計画
けいかく

｣に基
もと

づく環境
かんきょう

教育
きょういく

との連携
れんけい

消費
しょうひせいかつか

生活課

環境課
かんきょうか

企画
きかく

Ｇ・

環境
かんきょう

計画
けいかく

Ｇ

[｢神奈川県
かながわけん

循環
じゅんかん

型
がた

社会
しゃかい

づくり計画
けいかく

｣との連
れん

携
けい

]

｢神奈川県
かながわけん

循環
じゅんかん

型
がた

社会
しゃかい

づくり計画
けいかく

｣に基
もと

づく

環境
かんきょう

教育
きょういく

・学習
がくしゅう

との連携
れんけい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

資源
しげん

循環
じゅんかん

推
すい

進
しん

課
か

[｢第
だい

４次
じ

神奈川県
かながわけん

食
しょく

育
いく

推進
すいしん

計画
けいかく

｣との連携
れんけい

]

｢第
だい

４次
じ

神奈川県
かながわけん

食
しょく

育
いく

推進
すいしん

計画
けいかく

｣に基
もと

づく食
しょく

育
いく

との連携
れんけい

消費
しょうひせいかつか

生活課

健康
けんこうぞうしんか

増進課

[｢かながわ食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

の確保
かくほ

の推進
すいしん

に関
かん

する指針
ししん

｣との連携
れんけい

]

｢かながわ食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

の確保
かくほ

の推進
すいしん

に関
かん

する指針
ししん

｣に基
もと

づく食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

に関
かん

する

教育
きょういく

との連携
れんけい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

生活
せいかつ

衛生
えいせい

課
か

[｢かながわ国際
こくさい

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

｣との連携
れんけい

]

｢かながわ国際
こくさい

施策
しさく

推進
すいしん

指針
ししん

｣に基
もと

づく国際
こくさい

理解
りかい

教育
きょういく

との連携
れんけい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

国際
こくさい

課
か

[｢かながわ子
こ

ども・若者
わかもの

支援
しえん

指針
ししん

｣との連
れん

携
けい

]

｢かながわ子
こ

ども・若者
わかもの

支援
しえん

指針
ししん

｣に基
もと

づく

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

と関連
かんれん

する教育
きょういく

との連携
れんけい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

青少年
せいしょうねん

課
か

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

｢環境基本計画
かんきょうきほんけいかく

｣（Ｒ６年度
ねんど

～（Ｒ５.３月末改定
がつまつかいてい

））

本県
ほんけん

における環境政策
かんきょうせいさく

　を推進
すいしん

する上
うえ

での基本的
きほんてき

な計画
けいかく

として平成
へいせい

９年策定
ねんさくてい

。現行
げんこう

の計画
けいかく

は令和
れいわ

６年度
ねんど

から令和
れいわ

12年度
ねんど

までが計画期間
けいかくきかん

。

施策分野
しさくぶんや

ごとに設定
せってい

した指標
しひょう

や各個別計画
かくこべつけいかく

に基
もと

づく施策
しさく

の取組状況
とりくみじょうきょう

　 から、分野全体
ぶんやぜんたい

の進捗
しんちょく

 を総合的
そうごうてき

 に把握
はあく

する。 計画期間
けいかくきかん

の最終年度
さいしゅうねんど

 にそれまでの進捗状況
しんちょくじょうきょう

    、成果等
せいかとう

を

踏
ふ

まえた課題
かだい

を整理
せいり

し、計画全体
けいかくぜんたい

を見直
みなお

し改定
かいてい

するが、環境
かんきょう

をめぐる動向
どうこう

・社会情勢等
しゃかいじょうせいとう

　に大
おお

きな変化
へんか

が生
しょう

じた場合
ばあい

は、最終年度
さいしゅうねんど

を待
ま

たずに見直
みなお

しを実施
じっし

する。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

「第
だい

２章
しょう

　施策分野
しさくぶんや

」の「５　横断的
おうだんてき

な取組
とりくみ

」の「（２）環境教育
かんきょうきょういく

　・学習
がくしゅう

の推進
すいしん

」に基
もと

づき事業
じぎょう

を実施
じっし

｢循環型社会
じゅんかんがたしゃかい

づくり計画
けいかく

｣

「循環型社会
じゅんかんがたしゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

け、本県
ほんけん

の廃棄物対策
はいきぶつたいさく

の基本的方向
きほんてきほうこう

を示
しめ

す計画
けいかく

として平成
へいせい

14年策定
ねんさくてい

。現行
げんこう

の計画
けいかく

は平成
へいせい

24年度
ねんど

から令和
れいわ

５年度
ねんど

までが計画期間
けいかくきかん

。

毎年度
まいねんど

、計画目標
けいかくもくひょう

の 値
あたい

に対
たい

する廃棄物
はいきぶつ

の排出量等
はいしゅつりょうとう

　　の実績
じっせき

、各事業
かくじぎょう

の実施状況
じっしじょうきょう

の 把握
はあく

により進行管理
しんこうかんり

を行
おこな

っている。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

「大柱
おおばしら

Ⅰ　資源循環
しげんじゅんかん

 の推進
すいしん

」「中柱
ちゅうばしら

３ 人材
じんざい

の育成
いくせい

と広域連携
こういきれんけい

の推進等
すいしんとう

」の「環境教育
かんきょうきょういく

　・学習
がくしゅう

　及
およ

び人材育成
じんざいいくせい

の推進
すいしん

」に基
もと

づき事業
じぎょう

を実施
じっし

。（｢消費者教育
しょうひしゃきょういく

｣について位置付
いちづ

け

あり：「消費者教育
しょうひしゃきょういく

　を通
つう

じて、消費
しょうひ

、廃棄等
はいきなど

の消費行動
しょうひこうどう

 が環境
かんきょう

 に与
あた

える影響
えいきょう

を考慮
こうりょ

し、主体的
しゅたいてき

に行動
こうどう

ができる消費者
しょうひしゃ

の育成
いくせい

を図
はか

る」）

｢食育推進計画
しょくいくすいしんけいかく

｣

本県
ほんけん

の食育推進
しょくいくすいしん

　の方向性
ほうこうせい

、目標
もくひょう

を定
さだ

めるとともに、県
けん

が取
と

り組
く

むべき施策
しさく

を明
あき

らかにする計画
けいかく

として平成
へいせい

20年策定
ねんさくてい

。現在
げんざい

の計画
けいかく

は第
だい

４次計画
つぎけいかく

で、令和
れいわ

５年度
ねんど

から令和
れいわ

９年
ねん

度
ど

ま

でが計画期間
けいかくきかん

。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

「（１）生涯
しょうがい

 を通
つう

じた心身
しんしん

の健康
けんこう

を支
ささ

える食育
しょくいく

の推進
すいしん

」「（２）持続可能
じぞくかのう

な食
しょく

を支
ささ

える食育
しょくいく

の推進
すいしん

」の２つの基本方針
きほんほうしん

に沿
そ

って体系
たいけい

づけた「食育
しょくいく

の基本的施策
きほんてきしさく

｣に基
もと

づき事業
じぎょう

を

実施
じっし

。(｢消費生活
しょうひせいかつ

に関
かん

する情報提供
じょうほうていきょう

   ｣について位置付
いちづ

けあり：消費生活情報紙
しょうひせいかつじょうほうし

　への食
しょく

　に関
かん

する情報
じょうほう

　の掲載等
けいさいとう

）

｢かながわ食
しょく

の安全･安心
あんぜん・あんしん

の確保
かくほ

の推進
すいしん

に関
かん

する指針
ししん

｣

食
しょく

の安全･安心
あんぜん・あんしん

の確保
かくほ

の推進
すいしん

に当
あ

たり、本県
ほんけん

が取
と

り組
く

む総合的
そうごうてき

かつ中期的
ちゅうきてき

な目標
もくひょう

　及
およ

び施策
しさく

の方向
ほうこう

を示
しめ

すため策定
さくてい

。令和
れいわ

４年
ねん

３月
がつ

に第
だい

５次指針
じししん

（令和
れいわ

４年度
ねんど

から令和
れいわ

６年度
ねんど

まで）

策定
さくてい

。毎年度
まいねんど

、行動計画
こうどうけいかく

を策定
さくてい

し、進捗状況報告
しんちょくじょうきょうほうこく

　　により点検
てんけん

を行
おこな

っている。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

第
だい

５次指針
じししん

：｢◎ﾘｽｸに関
かん

する相互理解
そうごりかい

(ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)｣などの｢施策
しさく

の方向
ほうこう

に沿
そ

った取組
とりく

み｣に基
もと

づき事業
じぎょう

を実施
じっし

。(｢食
しょく

の安全･安心
あんぜん・あんしん

に関
かん

する情報発信
じょうほうはっしん

｣　等
など

について位置付
いちづ

けあり：

出前講座等
でまえこうざとう

による食
しょく

 に関
かん

する情報提供
じょうほうていきょう

　　等
など

)

｢かながわ国際施策推進指針
こくさいしさくすいしんししん

｣

本県
ほんけん

の国際施策
こくさいしさく

を展開
てんかい

するに当
あ

たっての考
かんが

え方
ほう

、方向性
ほうこうせい

を示
しめ

すため、平成
へいせい

16年策定
ねんさくてい

。現在
げんざい

の指針
ししん

は第
だい

４版
はん

で、平成
へいせい

28年度改定
ねんどかいてい

。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

｢施策
しさく

の方向
ほうこう

4 多文化理解
たぶんかりかい

の推進
すいしん

｣などの方向
ほうこう

に基
もと

づき事業
じぎょう

を実施
じっし

。(地球市民
ちきゅうしみん

かながわプラザでの講座等
こうざとう

の開催
かいさい

、図書資料
としょしりょう

や映像資料
えいぞうしりょう

の閲覧
えつらん

・視聴
しちょう

サービスの提供
ていきょう

など。）

｢かながわ子
こ

ども・若者支援指針
わかものしえんししん

｣

本県
ほんけん

の青少年施策
せいしょうねんしさく

の基本
きほん

となる指針
ししん

として、基本目標
きほんもくひょう

、具体的施策
ぐたいてきしさく

、推進体制等
すいしんたいせいとう

を総合的
そうごうてき

かつ体系的
たいけいてき

に定
さだむ

めたもので、平成1
へいせい１

7年
ねん

に｢かながわ青少年育成指針
せいしょうねんいくせいししん

｣として策定
さくてい

し、平成
へいせい

22年
ねん

及
およ

び28年
ねん

に改定
かいてい

。このたび、子
こ

ども・若者
わかもの

をとりまく社会環境
しゃかいかんきょう

が大
だい

きく変化
へんか

していることを踏
ふ

まえ、子
こ

ども・若者施策
わかものしさく

のより一層
いっそう

の推進
すいしん

を図
はか

るため、名称
めいしょう

を「かながわ子
こ

ど

も・若者支援指針
わかものしえんししん

」に名称
めいしょう

を改
かい

め、令和
れいわ

５年
ねん

３月
つき

に改定
かいてい

。

毎年度
まいねんど

、指針
ししん

に位置付
いちづ

けのある事業
じぎょう

の実績
じっせき

を調査
ちょうさ

し、結果
けっか

を「神奈川県子
かながわけん　　こ

ども・青少年
せいしょうねん

みらい本部
ほんぶ

（知事
ちじ

を長
ちょう

とする庁内組織
ちょうないそしき

）青少年総合対策部会
せいしょうねんそうごうたいさくぶかい

」において共有
きょうゆう

するととも

に、「子
こ

ども・若者白書
わかものはくしょ

」として当年度
とうねんど

の実施結果
じっしけっか

を取
と

りまとめている。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

「施策
しさく

の方向
ほうこう

３ 子
こ

ども・若者
わかもの

の健康
けんこう

と安心安全
あんしんあんぜん

の確保
かくほ

｣　、｢施策
しさく

の方向
ほうこう

14 急激
きゅうげき

に進展
しんてん

する情報化社会
じょうほうかしゃかい

への対応
たいおう

｣　「施策
しさく

の方向
ほうこう

15 子
こ

ども・若者
わかもの

の成長
せいちょう

を支
ささ

える豊
ゆた

かな地域社会
ちいきしゃかい

づくり」などの方向
ほうこう

に基
もと

づき事業
じぎょう

を実施
じっし

。（｢消費者教育
しょうひしゃきょういく

｣について位置付
いち　　づ

けあり：「学校
がっこう

における成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げに伴
とも

う消費者教育
しょうひしゃきょういく

や、金銭・金融教育
きんせん・きんゆうきょういく

」の推進
すいしん

」）

連
携



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
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　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 11

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おおばしら

柱）

小
こ

柱
はしら

中
ちゅうばしら

柱
本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

担当
たんとう

グル―プ担当
たんとう

課
か令和６年度当初予算

れいわ　　　ねんどとうしょ　よさんが

額(千円)
く　せんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初
とうしょ

予算額
よさんがく

(千円
せんえん

)

令和５年度実施事業実績
　れいわ　ねんどじっしじぎょうじっせき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和６年度実施事業計画
　れいわ　　ねんどじっしじぎょうけいかく 令和

れいわ

６年度
ねんど

当初予算事業名
とうしょよさんじぎょうめい

（

一
部

い
ち
ぶ

）
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

[｢神奈川県
かながわけん

食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

計画
けいかく

｣との連携
れんけい

]

｢神奈川県
かながわけん

食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

計画
けいかく

｣に基
もと

づく食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

事業
じぎょう

との連携
れんけい

消費生活課
しょうひせいかつか

資源循環推
しげんじゅんかんすい

進課
しんか

本
ほん １ア②地域

ちいき

２ア②

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ―ド等
とう

のエシカル消費
しょうひ

の普
ふきゅ

及
う

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

を図
はか

る。

また、消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の形成
けいせい

にかかる啓発
けいはつ

資
しりょ

料
う

を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じぎょ

業費
うひ

(交付金
こうふきん

)
2,300

「ＳＮＳ等を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

」

　消費者月間
しょうひしゃげっかん

（令和
れいわ

５年
ねん

５月１日～31

日）

　投稿数
とうこうすう

　５回
かい

　かながわ消費者週間
ひしゃしゅうかん

（令和
れいわ

５年
ねん

10月

14日～20日）

　投稿数
とうこうすう

　４回
かい

　

「買
か

い物
もの

が未来
みらい

をつくる　未来
みらい

をかえ

る（増刷
ぞうさつ

）」

　8,000部
ぶ

作成
さくせい

「つくる　たべる　エシカル」

　10,000部
ぶ

作成
さくせい

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村等
しちょうそんなど

「エシカル消費」の認知度を向上させ

るため、 SNSを活用するなどして、エ

シカル消費の普及啓発を引き続き行っ

ていく必要がある。

普及啓発については、プラスチックご

みや食品ロスの削減推進など、引き続

き庁内の関連部局と連携した取り組む

必要がある。

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ―ド等
とう

のエシカル消
しょ

費
うひ

の普及
ふきゅう

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した

啓発
けいはつ

を図
はか

る。

また、消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の形成
けいせい

にかかる

啓発
けいはつ

資料
しりょう

を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)
2,300

消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１イ② 再
さい

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ―タル

サイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

を

結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサイトを運
うん

営
えい

する。

― -

「つながる・かながわ　消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

―かながわ消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サポ―トサイト

―」の随時
ずいじ

更新
こうしん

を行
おこな

い、広
ひろ

く県民
けんみん

に情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

を行
おこな

った。

広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うため、わか

りやすいサイト構成
こうせい

や閲覧
えつらん

者
しゃ

の利便性
りべんせい

を高
たか

める工夫
くふう

が必要
ひつよう

である。

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポ

―タルサイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い

手
て

を結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポ―タルサ

イトを運営
うんえい

する。

― ― 消費
しょうひせいかつか

生活課 推進
すいしん

Ｇ

１ア②地域
ちいき

再
さい

[リユ―ス・リサイクル関連
かんれん

の取組
とりく

み]

県
けん

が認定
にんてい

するリサイクル製品
せいひん

について、県
けん

民
みん

への周知
しゅうち

を図
はか

る。

また、リユ―スショップの認証
にんしょう

（更新
こうしん

）に

より、リユ―ス（再使用
さいしよう

）の促進
そくしん

を図
はか

る。

廃棄物
はいきぶつ

総合
そうごう

対策
たいさく

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

390

県
けん

が認定
にんてい

するリサイクル製品
せいひん

につい

て、新
あら

たに２製品
せいひん

を認定
にんてい

するとともに

認定
にんてい

製品
せいひん

を紹介
しょうかい

するパンフレットを作
さく

成
せい

した。また、県
けん

ホ―ムペ―ジにより

リユ―ス・リサイクルに関
かん

する情報
じょうほう

発
はっ

信
しん

を行
おこな

った。

３Ｒで優先
ゆうせん

すべきリユ―スの促進
そくしん

と、

県
けん

が認定
にんてい

するリサイクル製品
せいひん

の認知度
にんちど

向上
こうじょう

が必要
ひつよう

である。

[リユ―ス・リサイクル関連
かんれん

の取組
とりく

み]

県
けん

が認定
にんてい

するリサイクル製品
せいひん

につい

て、県民
けんみん

への周知
しゅうち

を図
はか

る。

また、リユ―スショップの認証
にんしょう

（更
こう

新
しん

）により、リユ―ス（再使用
さいしよう

）の促
そく

進
しん

を図
はか

る。

廃棄物
はいきぶつ

総合
そうごう

対策
たいさく

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

390
資源
しげんじゅんかん

循環推

進課
すいしんか

調整
ちょうせい

Ｇ

[ワンウェイプラ削減
さくげん

関連
かんれん

の取組
とりくみ

み]

「神奈川県
かながわけん

ワンウェイプラ削減
さくげん

実行
じっこう

委員
いいんか

会
い

」を通
つう

じ、ワンウェイプラ削減
さくげん

を進
すす

めて

いく。

また、ワンウェイプラの削減
さくげん

に取
と

り組
く

む事
じぎょ

業者
うしゃ

を支援
しえん

する。

プラスチックごみ

削減
さくげん

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

639

令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

に「神奈川県
かながわけん

ワンウェイ

プラ削減
さくげん

オンラインフォ―ラム」を開
かい

催
さい

し、先進
せんしん

事例
じれい

の発信
はっしん

及
およ

び意見
いけん

交換
こうかん

を

行
おこな

い、事業者
じぎょうしゃ

・団体
だんたい

・市町村
しちょうそん

間
かん

の連携
れんけい

強化
きょうか

やフォ―ラム参加者
さんかしゃ

間
かん

での情報
じょうほう

共
きょ

有
うゆう

を行
おこな

った。

ワンウェイプラ削減
さくげん

が広
ひろ

く取
と

り組
く

まれ

るよう、引
ひ

き続
つづ

き普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

支援
しえん

が必要
ひつよう

である。

[ワンウェイプラ削減
さくげん

関連
かんれん

の取組
とりくみ

み]

「神奈川県
かながわけん

ワンウェイプラ削減
さくげん

実行
じっこう

委
いい

員会
んかい

」を通
つう

じ、ワンウェイプラ削減
さくげん

を

進
すす

めていく。

また、ワンウェイプラの削減
さくげん

に取
と

り組
く

む事業者
じぎょうしゃ

を支援
しえん

する。

プラスチックごみ削減
さくげん

推進
すいしん

事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

1,194
資源
しげんじゅんかん

循環推

進課
すいしんか

調整
ちょうせい

Ｇ

[食品
しょくひん

ロス関連
かんれん

の取組
とりく

み]

神奈川県
かながわけん

食品
しょくひん

ロス削減推進計画
さくげんすいしんけいかく

に基
もと

づき、

食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

に向
む

けて、事業者
じぎょうしゃ

や事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

への普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

る。

循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

づくり

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

470

県内
けんない

の取組
とりくみ

事例
じれい

を県
けん

ホ―ムペ―ジで情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

した。

また、令和
れいわ

５年
ねん

９月
がつ

に次世代
じせだい

を担
にな

う若
じゃ

年
くねん

層
そう

向
む

けに、脱
だつ

炭素
たんそ

所管
しょかん

課
か

と連携
れんけい

し、

ワ―クショップを実施
じっし

した。

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

による行動
こうどう

制限
せいげん

がなくなり、県民
けんみん

活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に

なってきたこと等
など

も念頭
ねんとう

に入
い

れ、引
ひ

き

続
つづ

き食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

に向
む

け普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を

進
すす

めていく必要
ひつよう

がある。

[食品
しょくひん

ロス関連
かんれん

の取組
とりく

み]

神奈川県
かながわけん

食品
しょくひん

ロス削減推進計画
さくげんすいしんけいかく

に基
もと

づ

き、食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

に向
む

けて、事業者
じぎょうしゃ

や事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

への普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

る。

循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

づくり

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

789
資源
しげんじゅんかん

循環推

進課
すいしんか

指導
しどう

Ｇ

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ウ
　
持
続

じ
ぞ
く

可
能

か
の
う

な
社
会

し
ゃ
か
いの

形
成

け
い
せ
いに

貢
献

こ
う
け
んす

る
消
費

し
ょ
う
ひ行

動

こ
う
ど
うの

促
進

そ
く
し
ん

｢神奈川県食品
かながわけんしょくひん

ロス削減推進計画
さくげんすいしんけいかく

｣

本県
ほんけん

における食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

 に推進
すいしん

するため、令和
れいわ

４年
ねん

「神奈川県食品
かながわけんしょくひん

ロス削減推進計画
さくげんすいしんけいかく

」として策定
さくてい

。現行
げんこう

の計画
けいかく

は2022年度
ねんど

から2030年度
ねんど

までの９年間
ねんかん

。

本計画
ほんけいかく

に記載
きさい

した施策
しさく

を着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

するため、毎年度
まいねんど

、目標
もくひょう

の達成状況
たっせいじょうきょう

 　 及
およ

び施策
しさく

の実施状況
じっしじょうきょう

について把握
はあく

するとともに、その結果
けっか

を県
けん

ホームページや県
けん

の広報媒体等
こうほうばいたいとう

を利用
りよう

して、広
ひろ

く県民
けんみん

に対
たい

して広報
こうほう

を行
おこな

う。

＜施策
しさく

の内容
ないよう

＞

「消費者
しょうひしゃ

に向
む

けた普及啓発
ふきゅうけいはつ

」「事業者
じぎょうしゃ

の取組
とりくみ

に対
たい

する支援
しえん

」「先進的
せんしんてき

な取組
とりくみ

などの収集
しゅうしゅう

　や情報提供
じょうほうていきょう

　　」「未利用食品
みりようしょくひん

を提供
ていきょう

する活動
かつどう

（フードバンク活動等
かつどうとう

）の促進
そくしん

」に基
もと

づ

き事業
じぎょう

を実施
じっし

。（｢消費者教育
しょうひしゃきょういく

｣について位置付
いちづ

けあり：「教育
きょういく

　及
およ

び学習
がくしゅう

の振興
しんこう

・普及啓発等
ふきゅうけいはつとう

」の推進
すいしん

)

①
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
消
費
の
普
及



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 7

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

本
ほん

１イ①

３ア②

４ウ①

４ウ③

[｢かながわ消費生活注意･警戒情報｣の発行]

県内の消費生活相談窓口等に寄せられた相

談事例や国民生活センターから提供される

啓発情報の中から、消費者に特に周知する

必要がある情報を迅速かつ的確に、県内に

広く提供する。(月１回､随時)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調
ちょ

整
うせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

｢かながわ消費生活注意
しょうひせいかつちゅういけいかいじょうほう

･警戒情報｣

　12回発行
かいはっこう

　各
かく

6,400部
ぶ

　テーマ「投資
とうし

グループに誘
さそ

われる

ＦＸ取引
とりひき

の詐欺的
さぎてき

なトラブルに注意
ちゅうい

！」等
とう

（主
おも

な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、消費者団体
しょうひしゃだんたい

、老人会
ろうじんかい

、社会福祉協議
しゃかいふくしきょうぎ

会等
かいとう

　336か所
しょ

新
あら

たな手口
てぐち

によるトラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

や拡大
かくだい

防止
ぼうし

につながる情報
じょうほう

を、積極的
せっきょくてき

に収集
しゅうしゅう

していく必要
ひつよう

がある。

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費生活相談窓口等
しょうひせいかつそうだんまどぐちとう

に寄
　よ

せられ

た相談事例
そうだんじれい

や国民生活
こくみんせいかつ

センターから提
て

供
いきょう

される啓発情報
けいはつじょうほう

の中
　なか

から、消費者
しょうひしゃ

に

特
とく

に周知
しゅうち

する必要
ひつよう

がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。さら

に、今年度
こんねんど

より新
あら

たに、生協情報紙
せいきょうじょうほうかみ

に

概要を掲載
けいさい

する。加
くわ

えて、管轄地域
かんかつちいき

の

高齢化率
こうれいかりつ

が高い警察署
けいさつしょ

に提供
ていきょう

し、巡回
じゅん

連絡等
かいれんらくとう

での活用
かつよう

を図
はか

る。(月
つき

１回
かい

､随
ず

時
いじ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調
ちょ

整
うせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

- 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

３ア② 再
さい

[PIO-NET等による消費生活相談情報の収

集、分析と提供]

PIO-NETにより収集した相談情報を分析し、

｢消費生活相談概要｣等
など

により県民
けんみん

、市町村
しちょうそん

等
など

に情報提供する。また、市町村から緊急

通報を収集し、関係機関で共有する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

106
「消費生活相談警戒情報

しょうひせいかつそうだんけいかいじょうほう

」 54件

「消費生活相談概要
しょうひせいかつそうだんがいよう

」公表
こうひょう

（令和５年７月）

「屋根
やね

や給湯器
きゅうとうき

などの点検商法
てんけんしょうほう

のトラブルに注
ちゅ

意
うい

！」公表
こうひょう

（令和
れいわ

６年１月）、併
あわ

せて啓発
けいはつ

チラ

シ配布
はいふ

（約
やく

12,000部
ぶ

）・生協
せいきょう

情報
じょうほう

紙
し

へ掲載
けいさい

（令
れ

和
いわ

６年
ねん

２月
がつ

）

「相談統計速報
そうだんとうけいそくほう

」　月１回

「緊急通報
きんきゅうつうほう

」　18件

提供
ていきょう

すべき情報
じょうほう

を見逃
みのが

さないよう常
つね

に

アンテナを高
たか

く張
は

っておくとともに、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

情報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ正確
せいかく

に分
ぶ

析
んせき

し、適時
てきじ

・適切
てきせつ

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

をする必
ひ

要
つよう

がある。

[PIO-NET等による消費生活相談情報
しょうひせいかつそうだんじょうほう

の収集
しゅうしゅう

、分析
ぶんせき

と提供
ていきょう

]

PIO-NETにより収集
しゅうしゅう

した相談情報
そうだんじょうほう

を分
ぶ

析
んせき

し、｢消費生活相談概要
しょうひせいかつそうだんがいよう

｣等により県
け

民
んみん

、市町村等
しちょうそんなど

に情報提供
じょうほうていきょう

する。また、

市町村
しちょうそん

から緊急通報
きんきゅうつうほう

を収集
しゅうしゅう

し、関係機
かんけいき

関
かん

で共有
きょうゆう

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

106
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

相
そう

二
に

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

情報
じょうほう

の発信
はっしん

]

県民
けんみん

向
む

けに最新
さいしん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する注意
ちゅうい

情
じょ

報
うほう

を、課
か

のホームページやＳＮＳを通
つう

じて

随時
ずいじ

提供
ていきょう

する。

― - 「かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

情報
じょうほう

」　10回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、最新
さいしん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する注
ちゅ

意
うい

情報
じょうほう

について、迅速
じんそく

に情報
じょうほう

発信
はっしん

して

いく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

情報
じょうほう

の発信
はっしん

]

県民
けんみん

向
む

けに最新
さいしん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

する注
ちゅ

意
うい

情報
じょうほう

を、課
か

のホームページやＳＮＳ

を通
つう

じて随時
ずいじ

提供
ていきょう

する。

- - 消費生活課
しょ

相
そう

一
いち

Ｇ

４ウ① 再
さい

[商品テスト分析の実施]

消費生活相談で提起された商品等からテー

マを選定し、各研究機関と連携して商品テ

ストを実施する。

商品の持つ特性による取扱い上の注意事項

などについて、消費者へ注意喚起や情報提

供を行う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

250
商品
しょうひん

テスト実施
じっし

「電子
でんし

レンジ用
よう

哺乳
ほにゅう

瓶
びん

消毒
しょうどく

器
き

の商品
しょうひん

テスト」

　委託先
いたくさき

　(一
いち

財
ざい

)日本
にほん

文化
ぶんか

用品
ようひん

安全
あんぜん

試験
しけん

所
じょ

「商品
しょうひん

テストコーディネート」

　２製品
せいひん

（「ポータブル電源
でんげん

」「長靴
ながぐつ

）」）

寄
よ

せられた相談
そうだん

内容
ないよう

を精査
せいさ

し、注意
ちゅうい

喚
か

起
んき

の側面
そくめん

などから適時
てきじ

適切
てきせつ

に商品
しょうひん

テス

トが必要
ひつよう

な案件
あんけん

を選出
せんしゅつ

して実施
じっし

する必
ひ

要
つよう

がある。

また、必要
ひつよう

に応
おう

じて他
た

機関
きかん

と連携
れんけい

し、

商品
しょうひん

テストのコーディネートを行
おこな

って

いく必要
ひつよう

がある。

[商品
しょうひん

テスト分析
ぶんせき

の実施
じっし

]

消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

で提起
ていき

された商品等
しょうひんなど

から

テーマを選定
せんてい

し、各研究機関
かくけんきゅうきかん

と連携
れんけい

し

て商品
しょうひん

テストを実施
じっし

する。

商品
しょうひん

の持つ特性
とくせい

による取扱
とりあつか

い上の注意
ちゅう

事項
いじこう

などについて、消費者
しょうひしゃ

へ注意喚起
ちゅういかんき

や情報提供
じょうほうていきょう

を行う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

250
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[ホームページによる情報
じょうほう

発信
はっしん

]

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

や商品
しょうひん

事故
じこ

等
など

の未然
みぜん

防止
ぼうし

に向
む

け

た注意
ちゅうい

喚起
かんき

情報
じょうほう

を発信
はっしん

する。

― - タイムリーに更新
こうしん

を行い、消費者被害
しょうひしゃひがい

や商品事
しょうひん

故等
じことう

の未然防止
みぜんぼうし

に向けた注意喚起情報
ちゅういかんきじょうほう

を発信
はっしん

し

た。

「代表的
だいひょうてき

なホームページのアクセス件数」
けんすう

・ワンクリック詐欺
さぎ

の相談事例
そうだんじれい

　64,568件

・消費生活注意
しょうひせいかつちゅうい

・警戒情報
けいかいじょうほう

　　　11,974件

引
ひ

き続
つづ

きタイムリーな更新
こうしん

に努
つと

めると

ともに、各種
かくしゅ

啓発
けいはつ

資料
しりょう

にQRコードを掲
け

載
いさい

する等
など

、ホームページを周知
しゅうち

し、多
おお

くの方
かた

に閲覧
えつらん

していただく工夫
くふう

をする

必要
ひつよう

がある。

[ホームページによる情報
じょうほう

発信
はっしん

]

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

や商品
しょうひん

事故
じこ

等
とう

の未然
みぜん

防止
ぼうし

に

向
む

けた注意
ちゅうい

喚起
かんき

情報
じょうほう

を発信
はっしん

する。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

[ＳＮＳ等
など

による情報
じょうほう

発信
はっしん

]

フェイスブック、ツイッター等
など

により、消
しょ

費
うひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

・警戒
けいかい

情報
じょうほう

、講座
こうざ

やイベント情
じょ

報等
うほうなど

をタイムリーに発信する。

― - 「ＳＮＳによる情報
じょうほう

発信
はっしん

件数
けんすう

」

・フェイスブック　140件
けん

 フォロワー231人
にん

・ツイッター　　　126件
けん

 フォロワー793人
にん

フェイスブック、ツイッター共
とも

にフォ

ロワー数
すう

が少
すく

ない状況
じょうきょう

にあるため、効
こ

果的
うかてき

な情報
じょうほう

発信
はっしん

を図
はか

るには、更
さら

にフォ

ロワー数
すう

を増
ふ

やしていく必要
ひつよう

がある。

[ＳＮＳ等
など

による情報
じょうほう

発信
はっしん

]

X（旧
きゅう

ツイッター）等
とう

により、消費
しょうひ

生
せ

活
いかつ

注意
ちゅうい

・警戒
けいかい

情報
じょうほう

、講座
こうざ

やイベント情
じょ

報等
うほうなど

をタイムリーに発信
はっしん

する。さら

に、より多くの人に情報
じょうほう

を伝えるた

め、フォロワーの獲得
かくとく

を目的
もくてき

とした、

ハッシュタグや動画
どうが

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

発
はっ

信
しん

を行
おこな

う。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

基
本
方
向
２
　
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止

き
ほ
ん
 
 
ほ
う
こ
う
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
ひ
し
ゃ
 
 
ひ
が
い
 
 
 
 
 
み
ぜ
ん
ぼ
う
し

ア
　
被
害
未
然
防
止
に
向
け
た
注
意
喚
起
・
情
報
発
信

 
 
 
 
 
ひ
が
い
 
 
み
ぜ
ん
 
 
ぼ
う
し
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
い
か
ん
き
 
 
 
じ
ょ
う
ほ
う
は
っ
し
ん
　

①
相
談
情
報
を
生
か
し
た
注
意
警
戒
情
報
等
の
発
信

 
 
 
そ
う
だ
ん
じ
ょ
う
ほ
う
 
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
い
け
い
か
い
じ
ょ
う
ほ
う
と
う
 
 
 
 
は
っ
し
ん
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
様
々

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体

ば
い
た
い
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

２イ② 再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

の実施
じっし

]

成年年齢引下げに伴
ともな

う消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防
ぼ

止
うし

のため、新成人
しんせいじん

等
とう

の保護者に向
む

け、SNS広告
こうこく

を活用
かつよう

し啓発
けいはつ

動画
どうが

を配信
はいしん

するとともに、保護者
ほごしゃ

向
む

け啓発
けいはつ

ウェブサイトの閲覧
えつらん

を促
うなが

すことにより、

理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

9,000
「保護者

ほごしゃ

向
む

けリーフレット配架
はいか

」

　県内
けんない

そごう・西武
せいぶ

各店舗
かくてんぽ

（令和
れいわ

５年
ねん

４月
がつ

26

日
にち

～５月
がつ

16日
にち

）

　県内
けんない

ユニー各
かく

店舗
てんぽ

（令和
れいわ

６年
ねん

２月
がつ

28日
にち

～３月
がつ

12日
にち

）

「保護者向け成年年齢引下げ啓発動画「コレが

まさかのアレでした。(保護者編）」

・YouTubeでの配信

成年
せいねん

年齢
ねんれい

引下
ひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブル

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、若者
わかもの

本人
ほんにん

だけでな

くその保護者
ほごしゃ

に対
たい

する啓発
けいはつ

を引
ひ

き続
つづ

き

行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

の実
じっ

施
し

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブルの

未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、新成人
しんせいじん

等
とう

の保護者
ほごしゃ

に

向
む

け、啓発
けいはつ

リーフレットの配布
はいふ

や啓発
けいはつ

動画
どうが

の配信
はいしん

などを行
おこな

い、理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

　保護者向
ほごしゃむ

けリーフレット配架
はいか

（県内そごう

等の各店舗
かくてんぽ

)

　PTA等を通じた保護者向
ほごしゃむ

けリーフレットの

配布
はいふ

- -
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

２イ② 再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

まれる

おそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対処法
たいしょほう

につ

いて啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

う。

―
-

「若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

「コレがま

さかのアレでした。～若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

」」

　・YouTubeでの配信
はいしん

　・市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

による放映
ほうえい

（川崎市
かわさきし

、小田
おだわ

原市
らし

）

引
ひ

き続
つづ

き、若者
わかもの

向
む

け啓発
けいはつ

動画
どうが

を活用
かつよう

し

た啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の

発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

ま

れるおそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対
た

処法
いしょほう

について啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した

動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

う。

- -
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

１ウ① 再
さい

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレード等
とう

のエシカル消費
しょうひ

の普
ふ

及
きゅう

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

を図
はか

る。

また、消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の形成
けいせい

にかかる啓発
けいはつ

資料
しりょう

を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

2,300
「ＳＮＳ等を活用

かつよう

した啓発
けいはつ

」

　消費者月間
しょうひしゃげっかん

（令和
れいわ

５年
ねん

５月１日～31日）

　投稿数
とうこうすう

　５回
かい

　かながわ消費者週間
しょうひしゃしゅうかん

（令和
れいわ

５年
ねん

10月14日～20

日）

　投稿数
とうこうすう

　４回
かい

　

「買
か

い物
もの

が未来
みらい

をつくる　未来
みらい

をかえる（増
ぞ

刷
うさつ

）」

　8,000部
ぶ

作成
さくせい

「つくる　たべる　エシカル」

　10,000部
ぶ

作成
さくせい

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村等
しちょうそんなど

「エシカル消費
しょうひ

」の認知度
にんちど

を向上
こうじょう

させ

るため、 SNSを活用
かつよう

するなどして、エ

シカル消費
しょうひ

の普及啓発
ふきゅうけいはつ

を引
ひ

き続き行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

普及啓発
ふきゅうけいはつ

については、プラスチックご

みや食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

推進
すいしん

など、引き続

き庁内
ちょうない

の関連部局
かんれんぶきょく

と連携
れんけい

して取り組む

必要
ひつよう

がある。

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレード等
とう

のエシカル消
しょ

費
うひ

の普及
ふきゅう

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓
け

発
いはつ

を図
はか

る。

また、消費者
しょうひしゃ

市民
しみん

社会
しゃかい

の形成
けいせい

にかかる啓
け

発
いはつ

資料
しりょう

を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

2,300
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

１イ② 再
さい

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

　ポータル

サイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い手
て

を

結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポータルサイトを運
う

営
んえい

する。

―
-

「つながる・かながわ　消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

　－かなが

わ消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

サポートサイト－」の随時
ずいじ

更新
こうしん

を

行
おこな

い、広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

った。

広
ひろ

く県民
けんみん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うため、わか

りやすいサイト構成
こうせい

や閲覧
えつらん

者
しゃ

の利便性
りべんせい

を高
たか

める工夫
くふう

が必要
ひつよう

である。

[消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

連携
れんけい

・協働
きょうどう

事業
じぎょう

ポータルサイトの運営
うんえい

]

消費者
しょうひしゃ

の学
まな

びの場
ば

と消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の担
にな

い

手
て

を結
むす

びつける消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

ポータルサ

イトを運営
うんえい

する。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

― - 消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ

推進
すいしん

Ｇ

１ア①小中高
しょうちゅうこ

本
ほん 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

２

推進
すいしん

Ｇ消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

[インターネット被害未然防止講座
ひがいみぜんぼうしこうざ

の

実施
じっし

（学校向
がっこうむ

け）]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インターネットの危険
きけん

性
せい

や使用
しよう

する際の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学
まな

べる「インターネット被害
ひがい

未然防止講座
みぜんぼうしこうざ

」を学校向
がっこうむ

けに実施
じっし

す

る。（学校向
がっこうむ

け71回程度
ていど

）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

7856
「インターネット被害

ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

(学校
がっこう

向
む

け)」

　110回
かい

　延
の

べ13,134名
めい

参加
さんか

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インター

ネットによる消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

・トラブル未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[インターネット被害未然防止講座の実施
じっし

（学校向け）]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インターネットの危険性
きけんせい

や

使用
しよう

する際
さい

の注意点
ちゅういてん

などを、わかりやすく

学
まな

べる「インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講
こ

座
うざ

」を学校向けに実施
じっし

する。（45回程度）

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731
消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

　

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

　

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

　

に
よ
る
効
果
的

こ
う
か
て
き

な
情
報
発
信

じ
ょ
う
ほ
う
は
っ
し
ん

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介か

い

し
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

１ア①大
だい

学
がく

本
ほん

１ア②家庭
かてい

[インターネット被害未然防止講座の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

講師を派遣し、インターネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インターネット被害未然防止講

座」を参加者募集型等
とう

により実施
じっし

する。

（23回程度）

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731
「インターネット被害

ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

（一般向
いっぱんむ

け）」

　出前
でまえ

型
かた

　16回
かい

　延
の

べ294名
めい

参加
さんか

　参加者
さんかしゃ

募集
ぼしゅう

型
がた

　16回
かい

　延
の

べ232名
めい

参加
さんか

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インター

ネットによる消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

・トラブル未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

(一般向
いっぱんむ

け)]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インターネットの危険
きけん

性
せい

や使用
しよう

する際
さい

の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学
まな

べる「インターネット被害
ひがい

未然防止講座
みぜんぼうしこうざ

」を参加
さんか

や募集
ぼしゅう

型
がた

等
など

によ

り実施
じっし

する。(37回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

7,856
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

１ア②地域
ちいき 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

･障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

対象
たいしょう

)]

講師を派遣し、インターネットの危険性や

使用する際の注意点などを、わかりやすく

学べる「インターネット被害未然防止講

座」を高齢者
こうれいしゃ

、障がい者等向けに実施
じっし

す

る。(５回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

7,731
「インターネット被害

ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

(高齢者
こうれいしゃ

･障
しょう

がい者等
しゃなど

向
む

け)」

　10回
かい

　延
の

べ213名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知
うち

方法
ほうほう

や受講
じゅこう

希望者
きぼうしゃ

のニーズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

講座
こうざ

の

実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

･障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

対象
たいしょう

)]

講師
こうし

を派遣
はけん

し、インターネットの危険
け

性
んせい

や使用
しよう

する際の注意点
ちゅういてん

などを、わか

りやすく学べる「インターネット被害
ひがい

未然防止講座
みぜんぼうしこうざ

」を高齢者
こうれいしゃ

、障がい者等

向けに実施
じっし

する。(８回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

7,856
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

[インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

教材
きょうざい

の提供
ていきょう

]

インターネットを介
かい

して発生
はっせい

する様々
さまざま

な消
しょ

費者
うひしゃ

被害
ひがい

に対応
たいおう

するため、啓発用
けいはつよう

の動画
どうが

、

疑似
ぎじ

体験
たいけん

ソフト、リーフレット等
など

を提供
ていきょう

す

る。

―
-

インターネットを介
かい

して発生
はっせい

する様々
さまざま

な消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

に対応
たいおう

するため、啓発用
けいはつよう

の動画
どうが

、疑似体験
ぎじたいけん

ソフト、リーフレット等を提供
ていきょう

した。

「インターネットの危
あぶ

ない世界
せかい

part2」

　2,697部配布
はいふ

（うち800部は講座用
こうざよう

）2月末
がつまつ

現
げ

在
んざい

ＳＮＳ等
など

による消費者
しょうひしゃ

トラブルが増加
ぞうか

しているため、引
ひ

き続
つづ

き、インター

ネットによる消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

・トラブル未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

のための情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

っていく

必要
ひつよう

がある。

[インターネット被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

教材
きょうざい

の

提供
ていきょう

]

インターネットを介
かい

して発生
はっせい

する様々
さまざま

な消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

に対応
たいおう

するため、啓発用
けいはつよう

の動画
どうが

、疑似
ぎじ

体験
たいけん

ソフト、リーフレッ

ト等
など

を提供
ていきょう

する。

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

- 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

１ア② [サイバーセキュリティ月間
げっかん

に係
かか

る普及
ふきゅう

・啓
け

発
いはつ

行事
ぎょうじ

　「サイバーセキュリティセミ

ナー」の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

情報
じょうほう

セキュリティについての普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

行
ぎょ

事
うじ

を開催
かいさい

する。（１回
かい

）開催
かいさい

方法
ほうほう

について

は、調整
ちょうせい

予定
よてい

。

― - 「サイバーセキュリティセミナー２０２４

（かながわ県民
けんみん

センターで対面
たいめん

で開催
かいさい

）」

１回
かい

　79名
めい

参加
さんか

対面
たいめん

での開催
かいさい

となったが、大
おお

きな問題
もんだい

もなく開催
かいさい

できた。今後
こんご

はオンライン

と併用
へいよう

開催
かいさい

を視野
しや

にいれ、令和
れいわ

5年度
ねんど

より多
おお

くの方
かた

に参加
さんか

していただける方
ほ

法
うほう

の検討
けんとう

が必要
ひつよう

である。

[サイバーセキュリティ月間
げっかん

に係
かか

る普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

　「サイバーセキュリ

ティセミナー」の実施
じっし

（一般向
いっぱんむ

け）]

情報
じょうほう

セキュリティについての普及
ふきゅう

・啓
け

発
いはつ

行事
ぎょうじ

を開催
かいさい

する。（１回
かい

）開催
かいさい

方法
ほうほう

については、調整
ちょうせい

予定
よてい

。

デジタル戦
せ

略
んりゃく

本部
ほんぶ

室
しつ

情報
じょうほう

セ

キュリ

ティＧ

本
ほん

３ア③
重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

に配慮
はいりょ

した相談
そうだん

対応
たいおう

]

高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者等
しゃなど

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した相談
そうだん

対応
たいおう

を図
はか

るため、福祉
ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

し

た研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。また、見守
みまも

り出前
でまえ

講座
こうざ

の講師
こうし

となる相談員
そうだんいん

等
とう

に対
たい

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。(２回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

76
「福祉

ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した相談
そうだん

員
いん

等
とう

レベル

アップ研修
けんしゅう

」（オンデマンド配信
はいしん

）

　１回
かい

　延
の

べ67名
めい

参加
さんか

消費生活相談員等
しょうひせいかつそうだんいんとう

のスキルアップのための「出
で

前
まえ

講座
こうざ

講師
こうし

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

」（オンデマンド配信
はいしん

）

　１回
かい

　延
の

べ45名
めい

参加
さんか

オンデマンド形式
けいしき

を中心
ちゅうしん

に実施
じっし

する

が、それぞれの契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

 の課題
かだい

に応
おう

じた研修方式
けんしゅうほうしき

 を検討
けんとう

する必要
ひつよう

があ

る。

[契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

に配慮
はいりょ

した相談
そうだん

対応
たいおう

]

高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者等
しゃなど

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した

相談
そうだん

対応
たいおう

を図
はか

るため、福祉
ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

また、見守
みまも

り出前
でまえ

講座
こうざ

の講師
こうし

となる相
そ

談員
うだんいん

等
とう

に対
たい

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

38
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

相
そう

一
いち

Ｇ

１ア②地域
ちいき

再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[「契約
けいやく

のきりふだ(高齢者
こうれいしゃ

編
へん

)」の活用
かつよう

]

消費者トラブルの手口と対処法、契約の基

本事項等金銭教育に関する啓発資料を場面

に応じて提供し、活用する。

＜「高齢者編」「若者編」を隔年で作成。（令和
れいわ

５

年度
ねんど

は「若者編」を作成」）＞

￣
-

「契約
けいやく

のきりふだ（高齢者
こうれいしゃ

編
へん

）」（Ｒ4.12月
がつ

発
はっ

行
こう

）の活用
かつよう

　消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

等
とう

で約
やく

11,500部
ぶ

活用
かつよう

引
ひ

き続
つづ

き、高齢者
こうれいしゃ

に多
おお

く見
み

られる消費
しょう

者
ひしゃ

トラブルに関
かん

する情報
じょうほう

を、見
み

やすさ

や読
よ

みやすさを工夫
くふう

し、分
わ

かりやすく

伝
つた

えていく必要
ひつよう

がある。

[｢契約
けいやく

のきりふだ(高齢
こうれい

者編
へん

)｣の発行
はっこう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルの手口
てぐち

と対処法
たいしょほう

、契約
けいやく

の基本
きほん

事項
じこう

等
とう

金融
きんゆう

教育
きょういく

に関
かん

する啓発
けいはつ

資
し

料
りょう

を活用
かつよう

する。

＜「高齢者
こうれいしゃ

編
へん

」「若者
わかもの

編
へん

」を隔年
かくねん

で作
さ

成
くせい

。（令和
れいわ

６年度
ねんど

は「高齢
こうれい

者編
へん

」を作
さ

成
くせい

）＞

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じ

業費
ぎょうひ

660
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[障
しょう

がい者
しゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

の発行
はっこう

]

障
しょう

がい者
しゃ

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

防止
ぼうし

するた

め、消費者
しょうひしゃ

トラブル事例
じれい

等
とう

についてわかり

やすく書
か

かれたリーフレットを作成
さくせい

する。

― ー [障
しょう

がい者
しゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

の活用
かつよう

]

障
しょう

がい者
しゃ

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

防止
ぼうし

するため、消
しょ

費者
うひしゃ

トラブル事例
じれい

等
とう

についてわかりやすく書
か

か

れたリーフレットを出前
でまえ

講座
こうざ

等
とう

に活用
かつよう

した。

引
ひ

き続
つづ

き、障
しょう

がい者
しゃ

に多
おお

く見
み

られる消
しょ

費者
うひしゃ

トラブルに関
かん

する情報
じょうほう

を、見
み

やす

さや読
よ

みやすさを工夫
くふう

し、分
わ

かりやす

く伝
つた

えていく必要
ひつよう

がある。

[障
しょう

がい者
しゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

資料
しりょう

の活
か

用
つよう

]

障
しょう

がい者
しゃ

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

防止
ぼうし

する

ため、消費者
しょうひしゃ

トラブル事例
じれい

等
とう

について

わかりやすく書
か

かれたリーフレットを

出前
でまえ

講座
こうざ

等
とう

に活用
かつよう

する。

－ － 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ
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し
て
発
生

は
っ
せ
い

す
る
消
費
者
被
害

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
ひ
が
い

へ
の
対
応

た
い
お
う

①
高
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

・
障し

ょ
うが

い
者し

ゃ

に
配
慮

は
い
り
ょ

し
た
対
応

た
い
お
う
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

１ア②地域
ちいき

再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい

者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

対象
たいしょう

)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

を実施
じっし

する。(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

向
む

け15回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

400
「消費

しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者等
しゃなど

向
む

け)」

　26回
かい

　延
の

べ562名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、講座
こうざ

の活用
かつよう

が進
すす

むよう、周
しゅ

知
うち

方法
ほうほう

や受講
じゅこう

希望者
きぼうしゃ

のニーズに応
おう

じた

効果的
こうかてき

な実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

(高齢者
こうれいしゃ

、

障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

対象
たいしょう

)]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

で寄
よ

せられた情報
じょうほう

の活用
かつよう

や福祉
ふくし

関係
かんけい

部署
ぶしょ

と連携
れんけい

し、消費生活出
しょうひせいかつで

前講座
まえこうざ

を実施
じっし

する。(高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい

者
しゃ

及
およ

び見守
みまも

る人
ひと

向
む

け20回
かい

程度
ていど

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

啓発
けいはつ

学
が

習
くしゅう

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

495
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

１ア②地域
ちいき 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[高齢者
こうれいしゃ

等
とう

見守
みまも

りネットワーク構築
こうちく

に係
かか

る啓
け

発
いはつ

等
とう

]

関係機関と連携し、高齢者、障がい者及び

見守る人を対象とした啓発を実施するとと

もに、市町村への個別の働きかけを推進

し、県全体での見守りネットワーク構築に

つなげる。

「悪質な訪問販売」に対する注意・啓発の

ためのグッズを作成し、配布する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

8,200
「ポータブルピルケース及

およ

び注意喚起
ちゅういかんき

カードの

作成・配布
さくせい・はいふ

」

　40,000個作成
さくせい

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、県内警察署
けんないけいさつしょ

（市町福祉関係課
しまちふくしかんけいか

、関係
かんけ

機関
いきかん

を通じて高齢者
こうれいしゃ

へ配布
はいふ

）

「グッズを活用
かつよう

した消費者
しょうひしゃ

ホットライン『１８

８』の啓発
けいはつ

」

不織布
ふしょくふ

バッグ2,500を作成
さくせい

し、イベント等で配
は

布
いふ

した

「見守
みまも

りネットワーク設置
せっち

に向
む

けた個別
こべつ

の働き

かけ」

横須賀市
よこすかし

、小田原市
おだわらし

配布
はいふ

される方
かた

にとって、より使
つか

い勝手
かって

のよいグッズを作成
さくせい

するようリサーチ

を続
つづ

ける必要
ひつよう

がある。

引
ひ

き続
つづ

き、見守
みまも

りネットワークの構築
こうちく

が進
すす

むよう、個別
こべつ

に市町村
しちょうそん

を訪問
ほうもん

し課
か

題
だい

の聞
き

き取
と

りを行う等働
などはたらき

きかけを行う

必要
ひつよう

がある。

また、市町村
しちょうそん

の中
なか

で消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

担当
たんと

課
うか

と福祉各課
ふくしかくか

、関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

の連携
れんけい

が図
はか

れるよう、支援
しえん

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[高齢者等見守
こうれいしゃとうみまも

りネットワーク構築
こうちく

に

係
かか

る啓発
けいはつ

等
とう

]

関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

し、高齢者
こうれいしゃ

、障がい者

及び見守
みまも

る人を対象
たいしょう

とした啓発
けいはつ

を実施
じっし

するとともに、市町村
しちょうそん

への個別
こべつ

の働き

かけを推進
すいしん

し、県全体
けんぜんたい

での見守
みまも

りネッ

トワーク構築
こうちく

につなげる。

「悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

」に対
たい

する注意
ちゅうい

・啓
け

発
いはつ

のためのグッズを作成
さくせい

し、配布
はいふ

す

る。

　また、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を啓
け

発
いはつ

するため、啓発
けいはつ

グッズを作成・配布
さくせい・はいふ

する

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

5,650
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

新
しん

[高齢者
こうれいしゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

ホットライン周知
しゅうち

事
じ

業
ぎょう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

に適切
てきせつ

に

対応
たいおう

できるよう、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を

啓発
けいはつ

するグッズを作成
さくせい

し、出前
でまえ

講座
こうざ

やイベ

ント等
とう

の機会
きかい

を通
つう

じて、高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

す

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

366
「不織布

ふしょくふ

エコバッグ」　2,500個
こ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　出前講座
でまえこうざ

やイベント等
とう

の機会
きかい

を通
つう

じて高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

消費者
しょうひしゃ

ホットライン188の認知度
にんちど

を向
こ

上
うじょう

させるため、引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

を図
はか

る必
ひ

要
つよう

がある。

[高齢者
こうれいしゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

ホットライン周知
しゅうち

事業
じぎょう

]

消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

に適
て

切
きせつ

に対応
たいおう

できるよう、消費者
しょうひしゃ

ホットラ

イン188を啓発
けいはつ

するグッズを作成
さくせい

し、

出前
でまえ

講座
こうざ

やイベント等
など

の機会
きかい

を通
つう

じ

て、高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

396
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

[霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

めた消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

事
じ

業
ぎょう

]

霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

む消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

るため、消費者
しょうひしゃ

ホットライン188を啓発
けいはつ

する

グッズを作成
さくせい

し、出前
でまえ

講座
こうざ

やイベント等
とう

の

機会
きかい

を通
つう

じて配布
はいふ

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

9,750
「ポップアップメモ」

　150,000個
　　　　こ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　市町村
しちょうそん

、県内
けんない

警察署
けいさつしょ

、県内
けんない

民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委員
いいん

協議会
きょうぎかい

等
とう

　122か所
しょ

霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

む様々
さまざま

な消費者
しょうひしゃ

トラブル

に巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

の相談
そうだん

先
さき

である「消
しょ

費者
うひしゃ

ホットライン１８８」を周知
しゅうち

する

ため、引
ひ

き続
つづ

き多方面
たほうめん

から効果的
こうかてき

に啓
け

発
いはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

新
しん

【霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

めた消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

事業
じぎょう

】

霊感
れいかん

商法
しょうほう

を含
ふく

む様々
さまざま

な消費者
しょうひしゃ

トラブル

に

巻
ま

き込
こ

まれた際
さい

の相談
そうだん

先
さき

である「消費
しょう

者
ひしゃ

ホットライン１８８」の認知度
にんちど

を向
こ

上
うじょう

のため、タウンニュースへ啓発
けいはつ

記事
きじ

等
とう

を掲載
けいさい

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

（交付金
こうふきん

）

15,094
消費生活課
しょうひせいかつか

相
そう

一
いち

Ｇ

本
ほん

３ウ②
重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[関東
かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペーン(高
こ

齢者
うれいしゃ

)]

高齢者
こうれいしゃ

の消費者
しょうひしゃ

被害を未然に防止するた

め、共同キャンペーンを実施する。(９月実

施
じっし

予定
よてい

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じ

業費
ぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

150
「啓発

けいはつ

ポスター」

　350部
ぶ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　市町村
しちょうそん

、社
しゃ

協
きょう

、ボランタリー活動
かつどう

支援
しえん

セン

ター等
とう

「高齢者
こうれいしゃ

のための消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

」

　期間
きかん

　　　令和
れいわ

４年
ねん

９月
がつ

25日
にち

～27日
にち

　相談
そうだん

件数
けんすう

　53件
けん

引
ひ

き続
つづ

き複数
ふくすう

の広告
こうこく

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、本
ほん

キャンペーンを通
つう

じて高齢者
こうれいしゃ

がより相
そ

談
うだん

しやすくなるよう、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓
ま

口
どぐち

の周知
しゅうち

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[関東
かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペー

ン(高齢者
こうれいしゃ

)]

高齢者
こうれいしゃ

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

する

ため、共同
きょうどう

キャンペーンを実施
じっし

する。

(９月
がつ

実施
じっし

)

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じ

業費
ぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

150
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ・

相
そう

一
いち

Ｇ

　

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

　

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

　



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 11

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

　

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[高齢者
こうれいしゃ

の地域
ちいき

見守
みまも

り]

一人
ひとり

暮
ぐ

らし高齢者
こうれいしゃ

世帯
せたい

など地域
ちいき

住民
じゅうみん

に対
たい

し

て相談
そうだん

・支援
しえん

活動
かつどう

を行
おこな

う民生
みんせい

委員
いいん

・児童
じどう

委
い

員
いん

の活動
かつどう

を支援
しえん

する。

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

推薦
すいせん

事務費
じむひ

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

活動
かつどう

費
ひ

補助
ほじょ

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

費
ひ

・県
けん

民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委員
いいん

協議会
きょうぎかい

活動
かつどう

費
ひ

補助
ほじょ

272,377
・民生委員

みんせいいいん

・児童委員
じどういいん

の活動
かつどう

への支援
しえん

　　定数
ていすう

　4,075人

　　相談
そうだん

・支援
しえん

件
けん

数　未定
みてい

　　活動
かつどう

日数　延
の

べ　未定
みてい

・委員
いいん

の資質向上
ししつこうじょう

のための研修
けんしゅう

の実施
じっし

　　研修
けんしゅう

受講者
じゅこうしゃ

(一部
いちぶ

申込
もうしこみ

者)　未定
みてい

　　実施回数
じっしかいすう

　５回
かい

・県民生委員
けんみんせいいいん

児童委員協議会
じどういいんきょうぎかい

への支援
しえん

集合
しゅうごう

研修
けんしゅう

を実施
じっし

し、民生
みんせい

委員
いいん

・児童
じどう

委
い

員
いん

に対
たい

する十分
じゅうぶん

な効果
こうか

があったが、次
じ

年度
ねんど

以降
いこう

も効果的
こうかてき

な研修
けんしゅう

を実施
じっし

する必
ひ

要
つよう

がある。

[高齢者
こうれいしゃ

の地域
ちいき

見守
みまも

り]

一人
ひとり

暮
ぐ

らし高齢者世帯
こうれいしゃせたい

など地域
ちいき

住民
じゅうみん

に

対
たい

して相談
そうだん

・支援
しえん

活動
かつどう

を行
おこな

う民生
みんせい

委
い

員
いん

・児童
じどう

委員
いいん

の活動
かつどう

を支援
しえん

する。

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

推薦
すいせん

事務費
じむひ

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

活動
かつどう

費
ひ

補助
ほじょ

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

費
ひ

・県
けん

民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委員
いいん

協議会
きょうぎかい

活動
かつどう

費
ひ

補助
ほじょ

・民生
みんせい

委員
いいん

児童
じどう

委
い

員
いん

担
にな

い手
て

確保
かくほ

対策
たいさく

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

274,993
地域
ちいき

福祉課
ふくしか

地域
ちいき

福祉
ふくし

G

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[老人
ろうじん

クラブによる高齢者
こうれいしゃ

の見守
みまも

り(友愛
ゆうあい

訪
ほ

問等
うもんとう

)]

在宅
ざいたく

の一人
ひとり

暮
ぐ

らしの高齢者
こうれいしゃ

等
とう

を訪問
ほうもん

する友
ゆ

愛
うあい

訪問
ほうもん

活動
かつどう

、友愛
ゆうあい

サロンでの支
ささ

え合
あ

い活動
かつどう

を支援
しえん

する。

県
けん

老人
ろうじん

クラブ連合
れんご

会
うかい

補助
ほじょ

事業費
じぎょうひ

10,015
在宅
ざいたく

の一人
ひとり

暮
ぐ

らしの高齢者等
こうれいしゃとう

を訪問
ほうもん

する友愛
ゆうあい

訪
ほ

問
うもん

活動
かつどう

、友愛
ゆうあい

サロンでの支
ささ

え合
あ

い活動
かつどう

への支援
しえん

・友愛
ゆうあい

在宅
ざいたく

訪問
ほうもん

チーム　580チーム

・友愛
ゆうあい

サロン　31市町村
しちょうそん

地域
ちいき

での支
ささ

え合
あ

い活動
かつどう

の担
にな

い手
て

とし

て、老人
ろうじん

クラブの存在
そんざい

が重要性
じゅうようせい

を増
ま

し

ていることから、今後
こんご

さらなる活性化
かっせいか

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[老人
ろうじん

クラブによる高齢者
こうれいしゃ

の見守
みまも

り

(友愛
ゆうあい

訪問等
ほうもんとう

)]

在宅
ざいたく

の一人
ひとり

暮
ぐ

らしの高齢者
こうれいしゃ

等
とう

を訪問
ほうもん

す

る友愛
ゆうあい

訪問
ほうもん

活動
かつどう

、友愛
ゆうあい

サロンでの支
ささ

え

合
あ

い活動
かつどう

を支援
しえん

する。

県
けん

老人
ろうじん

クラブ連合
れんご

会
うかい

補助
ほじょ

事業費
じぎょうひ

10,115
高齢
こうれい

福祉課
ふくしか

地域
ちいき

福祉
ふくし

G

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[市町村
しちょうそん

による①訪問
ほうもん

型
がた

サービス②生活援助

員派遣事業③配食サービス事業を通した高
こ

齢者
うれいしゃ

の見守り]

①保健師等が、閉じこもり等の高齢者の居

宅を訪問して、生活機能
きのう

に関する問題を把

握し、必要な相談・指導を実施する。

②集合住宅等に生活援助員を派遣し、生活

指導や相談等と併せて安否確認を実施す

る。

③配食サービスを行う際に、高齢者の状況

を定期的に把握し、見守りを実施する。

地域
ちいき

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

交
こ

付金
うふきん

（

一
部

い
ち
ぶ

）

5,834,226
①保健師等

ほけんしとう

が、閉
と

じこもり等の高齢者
こうれいしゃ

の居宅
きょたく

を

訪問
ほうもん

して、生活
せいかつ

機能
きのう

に関する問題
もんだい

を把握
はあく

し、必
ひ

要
つよう

な相談・指導
そうだん・しどう

を実施
じっし

した。

②集合住宅等
しゅうごうじゅうたくとう

に生活援助員
せいかつえんじょいん

を派遣
はけん

し、生活指導
せいかつしどう

や相談等と併せて安否確認
あんぴかくにん

や家事
かじ

援助
えんじょ

を実施
じっし

し

た。

③配食
はいしょく

サービスを行う際
さい

に、高齢者
こうれいしゃ

の状況
じょうきょう

を定
て

期的
いきてき

に把握
はあく

し、見守
けんまも

りを実施
じっし

した。

訪問
ほうもん

による「見守
みまも

り」や「安否
あんぴ

確認
かくにん

」

だけでなく、電話
でんわ

やICTの活用
かつよう

による

「見守
みまも

り」・「安否
あんぴ

確認
かくにん

」を含
ふく

めた高
こ

齢者
うれいしゃ

の見守
みまも

り体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

が

ある。

[市町村
しちょうそん

による①訪問
ほうもん

型
がた

サービス②生
せ

活援助員派遣事業
いかつえんじょいんはけんじぎょう

③配食
はいしょく

サービス事
じ

業
ぎょう

を通
とお

した高齢者
こうれいしゃ

の見守り]

①保健師等
ほけんしとう

が、閉
と

じこもり等の高齢者
こうれいしゃ

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

して、生活
せいかつ

機能
きのう

に関する

問題
もんだい

を把握
はあく

し、必要
ひつよう

な相談・指導
そうだん・しどう

を実
じっ

施
し

する。

②集合住宅等
しゅうごうじゅうたくとう

に生活援助員
せいかつえんじょいん

を派遣
はけん

し、

生活指導
せいかつしどう

や相談等
そうだんなど

と併
あわ

せて安否確認
あんぴかくにん

を

実施
じっし

する。

③配食
はいしょく

サービスを行
おこな

う際
さい

に、高齢者
こうれいしゃ

の

状況
じょうきょう

を定期的
ていきてき

に把握
はあく

し、見守
けんまも

りを実施
じっし

する。

地域支援事業交付
ちいきしえんじぎょうこうふきん

金

一
部

い
ち
ぶ

5,868,005
高齢
こうれい

福祉課
ふくしか

企画
きかく

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

]

高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

を訪問
ほうもん

するなどして、注意
ちゅうい

喚起
かんき

を

実施
じっし

する。

―
-

高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

を訪問
ほうもん

するなどして、注意
ちゅうい

喚起
かんき

を実施
じっし

するとともに、高齢者
こうれいしゃ

向
む

け消費者
しょうひしゃ

トラブル未然
みぜん

防止
ぼうし

啓発
けいはつ

グッズを配付
はいふ

した。

引
ひ

き続
つづ

き、高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

訪問
ほうもん

等
など

により、悪
あ

質
くしつ

商法
しょうほう

や特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

等
など

の注意
ちゅうい

喚起
かんき

を行
おこな

う

必要
ひつよう

がある。

[高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

]

高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

を訪問
ほうもん

するなどして、啓発
けいはつ

グッズやチラシを配付
はいふ

するなど、注意
ちゅうい

喚起
かんき

を実施
じっし

する。

－ 県警
けんけい

本部
ほんぶ

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

生活
せいかつ

安全
あんぜん

総務課
そうむか

推進
すいしん

Ｇ

３ア① 再
さい

[遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスを利用
りよう

した相談
そうだん

]

タブレット型
がた

端末
たんまつ

によるテレビ電話
でんわ

機能
きのう

を

活用
かつよう

し、来所
らいしょ

された聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

と相談
そうだん

員
いん

とのコミュニケーション支援
しえん

を行
おこな

う。

―
-

「遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスによる相談
そうだん

対応
たいおう

」

　相談
そうだん

時間
じかん

　火曜
かよう

～金曜
きんよう

(祝
しゅく

休日
きゅうじつ

及
およ

び年末
ねんまつ

年始
ねんし

を除
のぞ

く)

　　　　　　9:30～16:30

　相談
そうだん

件数
けんすう

　０件
けん

サービスが必要
ひつよう

な相談者
そうだんしゃ

に認知
にんち

される

よう、引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

を図
はか

る必要
ひつよう

があ

る。

[遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスを利用
りよう

した相
そ

談
うだん

]

タブレット型
がた

端末
たんまつ

によるテレビ電話
でんわ

機
き

能
のう

を活用
かつよう

し、来所
らいしょ

された聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

と相談
そうだん

員
いん

とのコミュニケーション支援
しえん

を行
おこな

う。

県聴覚障害福祉部門
けんちょうかくしょうがいふくしぶもん

　と連携
れんけい

し、制度
せいど

の周知
しゅうち

を図
はか

っていく。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

]

判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

して自立
じりつ

した生活
せいかつ

を送
おく

るた

めに、「かながわ成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

センター」

を拠点
きょてん

に成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

を支援
しえん

する。

・かながわ成年
せいねん

後
こ

見
うけん

推進
すいしん

センター事
じ

業費
ぎょうひ

・成年
せいねん

後見
こうけん

人材
じんざい

育
い

成
くせい

事業費
じぎょうひ

23,807
・成年

せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の一般
いっぱん

相談
そうだん

 延
の

べ760件
けん

・地域
ちいき

の相談
そうだん

機関
きかん

の支援
しえん

事業
じぎょう

　            ・

市町村
しちょうそん

向
む

け研修
けんしゅう

(オンライン)参加者
さんかしゃ

75名
めい

・地域
ちいき

連携
れんけい

ネットワークフォーラム(オンライ

ン)参加者
さんかしゃ

84名
めい

・市町村
しちょうそん

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会等
きょうぎかいとう

の法人
ほうじん

後見
こうけん

担当者
しゃ

研
け

修
んしゅう

(オンライン)参加者
さんかしゃ

556名
めい

・意思決定
いしけってい

支援
しえん

研修
けんしゅう

１回
かい

・出張
しゅっちょう

説明会
せつめいかい

及
およ

び相談会
そうだんかい

の実施
じっし

３回
かい

・市民
しみん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

講座
こうざ

(オンライン)１回
かい

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

者
しゃ

は年々
ねんねん

増加
ぞうか

して

おり、第
だい

三
さん

者
しゃ

後見
こうけん

人
にん

の必要性
ひつようせい

が高
たか

まっ

ているため、各市町村
かくしちょうそん

において法人
ほうじん

後
こ

見
うけん

の立上
たちあ

げや市民
しみん

後見
こうけん

人
にん

養成
ようせい

の取組
とりくみ

み

が進
すす

むよう引
ひ

き続
つづ

き支援
しえん

を行
おこな

う必要
ひつよう

が

ある。

[成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

]

判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい

者
しゃ

等
とう

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

して自立
じりつ

した生活
せいかつ

を送
おく

るために、「かながわ成年
せいねん

後見
こうけん

推
す

進
いしん

センター」を拠点
きょてん

に成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の

利用
りよう

を支援
しえん

する。

・かながわ成年
せいねん

後
こ

見
うけん

推進
すいしん

センター事
じ

業費
ぎょうひ

・成年
せいねん

後見
こうけん

人材
じんざい

育
い

成
くせい

事業費
じぎょうひ

24,141
地域
ちいき

福祉課
ふくしか

地域
ちいき

福祉
ふくし

G

[事業者
じぎょうしゃ

への理解
りかい

促進
そくしん

]

障がいについての正しい理解を促進するた

め、障がい者への接客対応が求められる企

業等の社員研修の場に、障がい者等を講師

として派遣するなど、研修をコーディネー

トする。また、企業等
きぎょうとう

において障
しょう

がい者
しゃ

に

対
たい

する取
と

組
く

みの中心的
ちゅうしんてき

な役割
やくわり

を担
にな

う人
ひと

を

「心
こころ

のバリアフリー推進員
すいしんいん

」として養成
ようせい

す

る心
こころ

のバリアフリー推進員
すいしんいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

促進
そくしん

事
じ

業費
ぎょうひ

3,237
「心

こころ

のバリアフリー推進
すいしん

員
いん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

」

　全
ぜん

４回
かい

　修了者
しゅうりょうしゃ

 26名
めい

心のバリアフリー推進員
すいしんいん

を安定的
あんていてき

に養
よ

成
うせい

していくため、研修
けんしゅう

の構成等
こうせいとう

を検討
けんとう

し、さらに多くの県内企業等
けんないきぎょうなど

に事業
じぎょう

を

活用
かつよう

してもらえるよう周知
しゅうち

するととも

に、養成研修修了者
ようせいけんしゅうしゅうりょうしゃ

が、各企業等
きぎょうなど

にお

いて障
しょう

がい理解等
りかいなど

の職員研修
しょくいんけんしゅう

を実施
じっし

で

きるようにしていく必要
ひつよう

がある。

[事業者
じぎょうしゃ

への理解促進
りかいそくしん

]

障
しょう

がいについての正
ただ

しい理解
りかい

を促進
そくしん

す

るため、障がい者への接客対応
せっきゃくたいおう

が求め

られる企業等
きぎょうなど

の社員研修
しゃいんけんしゅう

の場
ば

に、障
しょう

が

い者等を講師
こうし

として派遣
はけん

するなど、研
け

修
んしゅう

をコーディネートする。また、企業
きぎょ

等
うなど

において障
しょう

がい者
もの

に対する取組
とりく

みの

中心的
ちゅうしんてき

な役割
やくわり

を担
にな

う人
ひと

を「心
こころ

のバリア

フリー推進員
すいしんいん

」として養成
ようせい

する心
こころ

のバ

リアフリー推進員養成研修
すいしんいんようせいけんしゅう

を実施
じっし

す

る。

障害者
しょうがいしゃ

理解
りかい

促進
そくしん

事
じ

業費
ぎょうひ

3,556
障害
しょうがい

福祉課
ふくしか

調整
ちょうせい

G

本
ほん

３ウ②
重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[関東
かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペーン(若
わ

者
かもの

)]

若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

するため、

共同
きょうどう

キャンペーンを実施
じっし

する。(１月
がつ

実施
じっし

予
よ

定
てい

）

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

事
じ

業費
ぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

150
啓発
けいはつ

チラシ600部
ぶ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　県内
けんない

の高校
こうこう

・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

等
とう

「若者
わかもの

のための消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

」

　期間
きかん

　　　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

18日
にち

、19日
にち

　相談
そうだん

件
けん

数
すう

　10件
けん

今後
こんご

も複数
ふくすう

の広告
こうこく

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、本
ほん

キャンペーンを通
つう

じて若者
わかもの

がより相談
そうだん

しやすくなるよう、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の周知
しゅうち

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[関東
かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペー

ン(若者
わかもの

)]

若者
わかもの

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

するた

め、共同
きょうどう

キャンペーンを実施
じっし

する。

(１月
がつ

実施
じっし

予定
よてい

）

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ・

相
そう

一
いち

Ｇ

本
ほん

１ア①小中
しょう

高
ちゅうこう

１ア①大学
だいがく

２ア②

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

まれる

おそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対処法
たいしょほう

につ

いて啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

う。

―
-

「若者向け
わかものむ

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発動画
けいはつどうが

「コレがま

さかのアレでした。～若者
わかもの

の消費者被害
しょうひしゃひがい

」」

　・YouTubeでの配信
はいしん

　・市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

による放映
ほうえい

（川崎市
かわさきし

、小田
おだわ

原市
らし

）

引
ひ

き続
つづ

き、若者向
わかものむ

け啓発動画
けいはつどうが

を活用
かつよう

し

た啓発
けいはつ

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[若者
わかもの

向
む

け成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

動画
どうが

の

発信
はっしん

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げに伴
ともな

い若者
わかもの

が巻
ま

き込
こ

ま

れるおそれのある消費者
しょうひしゃ

トラブルと対
た

処法
いしょほう

について啓発
けいはつ

するため、制作
せいさく

した

動画
どうが

を活用
かつよう

し、情報発信
じょうほうはっしん

　を行
おこな

う。

- 0
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

本
ほん

１ア②家庭
かてい

２ア②

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

の実施
じっし

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブルの未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

のため、新成人
しんせいじん

等
とう

の保護者
ほごしゃ

に向
む

け、

啓発
けいはつ

リーフレットの配布
はいふ

や啓発
けいはつ

動画
どうが

の配信
はいしん

などを行
おこな

い、理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

―
-

「保護者
ほごしゃ

向
む

けリーフレット配架
はいか

」

　県内
けんない

そごう・西武
せいぶ

各店舗
かくてんぽ

（令和
れいわ

５年
ねん

４月
がつ

26

日
にち

～５月
がつ

16日
にち

）

　県内
けんない

ユニー核
かく

店舗
てんぽ

（令和
れいわ

６年
ねん

２月
がつ

28日
にち

～３月
がつ

12日
にち

）

「保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下げ啓発動画
せいねんねんれいひきさ　　　けいはつどうが

「コレが

まさかのアレでした。(保護者
ほごしゃ

編
へん

）」

・YouTubeでの配信

成年
せいねん

年齢
ねんれい

引下
ひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブル

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、若者
わかもの

本人
ほんにん

だけでな

くその保護者
ほごしゃ

に対
たい

する啓発
けいはつ

を引
ひ

き続
つづ

き

行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[保護者
ほごしゃ

向
む

け成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げ啓発
けいはつ

]

成年
せいねん

年齢引下
ねんれいひきさ

げによる消費者
しょうひしゃ

トラブルの

未然
みぜん

防止
ぼうし

のため、新成人
しんせいじん

等
とう

の保護者
ほごしゃ

に

向
む

け、啓発
けいはつ

リーフレットの配布
はいふ

や啓発
けいはつ

動画
どうが

の配信
はいしん

などを行
おこな

い、理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

　保護者向
ほごしゃむ

けリーフレット配架
はいか

（県内
けんない

そごう

等の各店舗)

　PTA等を通じた保護者向
ほごしゃむ

けリーフレットの

配布
はいふ

- -
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

　

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

　

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

　

②
若
者

わ
か
も
の

に
配
慮

は
い
り
ょ

し
た
対
応

た
い
お
う



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 13

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

３ウ② 再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

２

[青
あお

少年
しょうねん

部門
ぶもん

の相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

]

①青少年を対象とした一次総合相談窓口である

「かながわ子ども・若者総合相談センター」と「か

ながわ中央消費
しょうひ

生活センター」が連携し、若者

が契約等に関する悩みを抱えた際に、相談しや

すい環境づくりを進める。

②子ども・若者育成支援推進法に基づく「神奈

川県子ども・若者支援連携会議」において、成

年年齢引下げによる若者の消費者トラブルにつ

いての啓発資料や相談窓口の案内を行い、子

ども・若者支援に関する機関との連携を図る。

― - 「保護者
ほごしゃ

向
む

け啓発
けいはつ

動画
どうが

・ウェブサイトの周知
しゅうち

」

「神奈川県
かながわけん

子
こ

ども・若者
わかもの

支援
しえん

連携
れんけい

会議
かいぎ

での消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の紹介
しょうかい

等
など

」

実際
じっさい

に消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた

若者
わかもの

が、抱
かか

え込
こ

まず適切
てきせつ

な機関
きかん

に相談
そうだん

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き関連
かんれん

機関
きかん

と連携
れんけい

を進
すす

める必要
ひつよう

がある。

[青
あお

少年
しょうねん

部門
ぶもん

の相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

]

①青少年
せいしょうねん

を対象
たいしょう

とした一次総合相談窓口
いちじそうごうそうだんまどぐち

である「かながわ子ども・若者総合相談
わかものそうごうそうだん

セ

ンター」と「かながわ中央消費
しょうひ

生活セン

ター」が連携
れんけい

し、若者
わかもの

が契約等
けいやくなど

に関する

悩
なや

みを抱えた際に、相談
そうだん

しやすい環境
かんきょう

づ

くりを進
すす

める。

②子ども・若者育成支援推進法
わかものいくせいしえんすいしんほう

に基づく

「神奈川県子ども・若者支援連携会議
わかものしえんれんけいかいぎ

」に

おいて、成年年齢引下
せいねんねんれいひきさ

げによる若者
わかもの

の消
しょ

費者
うひしゃ

トラブルについての啓発資料
けいはつしりょう

や相談
そうだ

窓口
んまどぐち

の案内
あんない

を行い、子ども・若者支援
わかものしえん

に

関する機関
きかん

との連携
れんけい

を図る。

[エシカル消費
しょうひ

の普
ふ

及
きゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ

―ド等
とう

のエシカル消
しょ

費
うひ

の普及
ふきゅう

に向
む

けて、

ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓
け

発
いはつ

を図
はか

る。

また、消費者市民社
しょうひしゃしみんしゃ

会
かい

 の形成
けいせい

にかかる

啓発
けいはつ

資料
しりょう

 を発行
はっこう

す

る。

- 消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ

[多
た

言語
げんご

による消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

案内
あんない

]

多
た

言語
げんご

版
ばん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

案内
あんない

リーフ

レットや、訪日
ほうにち

外国
がいこく

人
じん

向
む

け相談
そうだん

窓口
まどぐち

を紹介
しょうかい

するホームページにより、外国
がいこく

人
じん

の消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

る。

―
-

多言語
たげんご

(英語
えいご

、中国語
ちゅうごくご

、韓国語
かんこくご

、スペイン語
ご

、

ポルトガル語
ご

)によるパンフレットを情報
じょうほう

コー

ナー等
とう

で配付
はいふ

するとともに、ホームページ

「Information in foreign Language - 外国語
がいこくご

による情報
じょうほう

」に掲載
けいさい

し、消費生活相談窓口
しょうひせいかつそうだんまどぐち

の案
あ

内
んない

を行
おこな

った。

引
ひ

き続
つづ

き、多
た

言語
げんご

による消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の案内
あんない

を行
おこな

い、外国
がいこく

人
じん

の消費者
しょうひしゃ

ト

ラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

っていく必要
ひつよう

が

ある。

[多
た

言語
げんご

による消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

案
あ

内
んない

]

多
た

言語
げんご

版
ばん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

案内
あんない

リー

フレットや、訪日
ほうにち

外国
がいこく

人
じん

向
む

け相談
そうだん

窓口
まどぐち

を紹介
しょうかい

するホームページにより、外国
がいこく

人
じん

の消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

る。

-
-
消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ・

推進
すいしん

Ｇ

[多言語
たげんご

支援
しえん

センターとの連携
れんけい

]

日本語
にほんご

に不慣
ふな

れな外国籍
がいこくせき

県民
けんみん

の方
かた

に対
たい

する

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

に適切
てきせつ

に対応
たいおう

するため、多言
たげん

語
ご

支援
しえん

センターとの連携
れんけい

を推進
すいしん

する。

―
-

「多言語
たげんご

支援
しえん

センターとの情報
じょうほう

交換会
こうかんかい

」

　実施
じっし

回数
かいすう

　３回
かい

（相談
そうだん

のロールプレイングの

実施
じっし

ほか）

　多言語
たげんご

支援
しえん

センターと連携
れんけい

した消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

件数
けんすう

　25件
けん

（見込
みこ

み）

よりスムーズな消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

の利用
りよう

を

進
すす

めるため、相互
そうご

の要望
ようぼう

等
とう

を共有
きょうゆう

し、

連携
れんけい

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

がある。

[多言語
たげんご

支援
しえん

センターとの連携
れんけい

]

日本語
にほんご

に不慣
ふな

れな外国籍
がいこくせき

県民
けんみん

の方
かた

に対
たい

する消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

に適切
てきせつ

に対応
たいおう

するた

め、多言語
たげんご

支援
しえん

センターとの連携
れんけい

を推
す

進
いしん

する。

- 消費生活課
しょ

相
そう

一
いち

Ｇ

[訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消費者
しょうひしゃ

ホットラインの周知
しゅうち

]

国民
こくみん

生活
せいかつ

センターが開設
かいせつ

している、訪日
ほうにち

観
か

光客
んこうきゃく

向
む

けの消費者
しょうひしゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

（訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消
しょ

費者
うひしゃ

ホットライン）を紹介
しょうかい

する。

―
-

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

ホームページの「消費
しょうひ

生活
せいかつ

関連
かんれん

リン

ク」に、訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消費者
しょうひしゃ

ホットラインのホー

ムページをリンク

引
ひ

き続
つづ

き、訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消費者
しょうひしゃ

ホットラ

インの周知
しゅうち

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

がある。

[訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消費者
しょうひしゃ

ホットラインの周
しゅ

知
うち

]

国民
こくみん

生活
せいかつ

センターが開設
かいせつ

している、訪
ほ

日
うにち

観光客
かんこうきゃく

向
む

けの消費者
しょうひしゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

（訪日
ほうにち

観光客
かんこうきゃく

消費者
しょうひしゃ

ホットライン）を紹介
しょうかい

す

る。

-
-
消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ

[適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

]

適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

が適切
てきせつ

に役割
やくわり

を果
は

たすこと

ができるよう、差止
さしとめ

請求
せいきゅう

事案
じあん

に関
かん

する意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

うとともに、交付金
こうふきん

を活用
かつよう

した財
ざ

政
いせい

面
めん

での支援
しえん

を行
おこな

う。

神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行
ぎょ

政
うせい

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

（団体
だんたい

）（交付
こうふ

金
きん

）

970
「情報

じょうほう

提供
ていきょう

」（随時
ずいじ

）

「適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換会
こうかんかい

」１回
かい

「補助金
ほじょきん

の交付
こうふ

」

適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

による差止
さしとめ

請求
せいきゅう

による

消費者
しょうひしゃ

被害の未然防止を図るため、引

き続き情報提供等の連携が必要であ

る。補助金の活用期限到来（令和５年

度
ねんど

まで）に伴
ともな

い、団体
だんたい

による自主的
じしゅてき

な

財政
ざいせい

基盤
きばん

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

がある。

[適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

]

適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

が適切
てきせつ

に役割
やくわり

を果
は

たす

ことができるよう、差止
さしとめ

請求
せいきゅう

事案
じあん

に関
かん

する意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

う。

- - 消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ

３ウ① 再
さい

[消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チームの開催
かいさい

]

消費者被害の未然防止と救済に向け、かな

がわ中央
ちゅうおう

消費生活
しょうひせいかつ

センターに寄
よ

せられた相
そ

談
うだん

事案
じあん

の中
なか

から、事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

、消費者
しょうひしゃ

被害

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

付託
ふたく

及
およ

び適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

への情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

を検討
けんとう

する。

―
-

「消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チーム」４回
かい

　　　　　　　　　　　　　　（随時
ずいじ

）

「適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換会
こうかんかい

」１回
かい

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

への付託
ふたく

候補
こうほ

事
じ

案
あん

の掘
ほ

り起
おこ

しや、適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

によ

る差止
さしとめ

請求
せいきゅう

の実現
じつげん

につながるよう、引
ひ

き続
つづ

き積極的
せっきょくてき

な検討
けんとう

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チームの開催
かいさい

]

消費者被害
しょうひしゃひがい

の未然防止
みぜんぼうし

と救済
きゅうさい

に向け、

かながわ中央
ちゅうおう

消費生活
しょうひせいかつ

センターに寄
よ

せ

られた相談
そうだん

事案
じあん

の中
なか

から、事業者
じぎょうしゃ

指
し

導
どう

、消費者
しょうひしゃ

被害救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

付託
ふたく

及
およ

び適
て

格
きかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

を検討
けんとう

す

る。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ・

指導
しどう

Ｇ・

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

　

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

　

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

　

ウ
　
他
機
関
等
と
連
携
し
た
消
費
者
被
害
未
然
防
止
の
推

 
 
 
 
 
た
き
か
ん
と
う
 
 
 
 
 
れ
ん
け
い
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
ひ
し
ゃ
 
ひ
が
い
 
 
み
ぜ
ん
 
ぼ
う
し
 
 
 
 

　

③
外
国

が
い
こ
く

人じ
ん

に
配
慮

は
い
り
ょ

し
た
対
応

た
い
お
う

①
適
格
消
費
者
団
体

て
き
か
く
 
し
ょ
う
ひ
 
し
ゃ
 
だ
ん
た
いと

の
連
携

れ
ん
け
い

に
よ
る
被
害
未
然
防
止

ひ
が
い
み
ぜ
ん
ぼ
う
し
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[県
ふ

警本
こ

部、警
さぎ

察
とう

署へ
じょうほう

の情
ていきょう

報提供
ていきょう

・情報共

有
きょうゆう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

の中
なか

で得
え

られた悪質
あくしつ

な事業者
じぎょうしゃ

による消費者
しょうひしゃ

トラブル等
とう

について、県
けん

警察
けいさつ

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

し、連携
れんけい

して事案
じあん

に対応
たいおう

する。

―
-

・情報
じょうほう

提供
ていきょう

　　 3件
けん

（県警
けんけい

察
さつ

捜査
そうさ

照会
しょうかい

への回
か

答
いとう

）

悪質
あくしつ

な事業者
じぎょうしゃ

による消費者
しょうひしゃ

トラブルを

なくすため、県警
けんけい

察
さつ

と連携
れんけい

し、速
すみ

やか

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

する必要
ひつよう

がある。

[県
ふ

警本
こ

部、警
さぎ

察
とう

署へ
            じょうほう

の情報提供
ていきょう

]

県
けん

警察から、相談情報の提供依頼が

あった場合は、速
すみ

やかに情報提供する

ことで被害の拡大防止を図
はか

る。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[県警
けんけい

との連携
れんけい

による消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

]

県
けん

警察
けいさつ

と連携
れんけい

し、被害
ひがい

の多
おお

い高齢者
こうれいしゃ

を対象
たいしょう

とした、悪質
あくしつ

商法
しょうほう

や特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

などの被害
ひがい

防
ぼ

止
うし

のための啓発
けいはつ

物品
ぶっぴん

の配布
はいふ

などを実施
じっし

す

る。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

8,200
「ポータブルピルケース及

およ

び注意
ちゅうい

喚起
かんき

カードの

作成
さくせい

・配布
はいふ

」

　40,000個
こ

作成
さくせい

（主
おも

な配布
はいふ

先
さき

）

　県内
けんない

警察署
けいさつしょ

55か所
しょ

などを通
つう

じて高齢者
こうれいしゃ

に配布
はいふ

引
ひ

き続
つづ

き、県警
けんけい

との連携
れんけい

による効果的
こうかてき

な啓発
けいはつ

方法
ほうほう

を検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[県警
けんけい

との連携
れんけい

による消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

未然
みぜん

防止
ぼうし

]

県
けん

警察
けいさつ

と連携
れんけい

し、被害
ひがい

の多
おお

い高齢者
こうれいしゃ

を

対象
たいしょう

とした、悪質
あくしつ

商法
しょうほう

や特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

など

の被害
ひがい

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

物品
ぶっぴん

の配布
はいふ

な

どを実施
じっし

する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

5,650
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[県
けん

警
けい

と連携
れんけい

した特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

などの防止
ぼうし

]

防犯
ぼうはん

キャンペーンや各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

を用
もち

いた防犯
ぼうはん

意識
いしき

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

などを実施
じっし

する。

安全
あんぜん

・安心
あんしん

まちづ

くり県民
けんみん

運動
うんどう

推進
すいしん

事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

1,983
・チラシ等

など

を
とくとう

用
もち

いた防犯
ぼうはん

意識
いしき

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

等
とう

・防犯
ぼうはん

人材
じんざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

として実施
じっし

する地域
ちいき

防
ぼ

犯
うはん

指導
しどう

において「特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

防止
ぼうし

」などの啓発
けいはつ

を

実施
じっし

幅広
はばひろ

い世代
せだい

に対
たい

して、防犯
ぼうはん

意識
いしき

の向上
こうじょう

や防犯
ぼうはん

人材
じんざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を図
はか

るため、

引
ひ

き続
つづ

き紙
かみ

媒体
ばいたい

やＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

がある。

[県
けん

警
けい

と連携
れんけい

した特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

などの防
ぼ

止
うし

]

防犯
ぼうはん

キャンペーンや各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

を用
もち

いた

防犯
ぼうはん

意識
いしき

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

などを実施
じっし

する。

安全
あんぜん

・安心
あんしん

まちづ

くり県民
けんみん

運動
うんどう

推進
すいしん

事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

2,601
くらし安全

あんぜん

交通課
こうつうか

推進
すいしん

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

― ―
- - - - - -

くらし安全
あんぜん

交通課
こうつうか

企画
きかく

Ｇ

新
しん

　[特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

]

幅広
はばひろ

い世代
せだい

の意識
いしき

向上
こうじょう

を図
はか

るとともに、若
わ

者
かもの

の特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

への加担
かたん

を防止
ぼうし

するため、新
あら

たな啓発
けいはつ

動画
どうが

の放映
ほうえい

など、防犯
ぼうはん

キャンペー

ン等
とう

に併
あわ

せた集中的
しゅうちゅうてき

な広報
こうほう

活動
かつどう

を実施
じっし

す

る。

特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

事業
じぎょう

費
ひ

12,742
特殊詐欺被害防止啓発
とくしゅさぎひがいぼうしけいはつ

と加担防止啓発
かたんぼうしけいはつ

の動画
どうが

と

チラシ・ポスターを作成
さくせい

し、10月
がつ

・12月
がつ

の防犯
ぼうはん

キャンペーンに合
あ

わせて様々
さまざま

な広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

して集中的
しゅうちゅうてき

な広報
こうほう

活動
かつどう

を実施
じっし

した。

特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

と絆
きずな

をテーマに絵本
えほん

作品
さくひん

を募集
ぼしゅう

し、応
お

募
うぼ

された約
やく

50作品
さくひん

から優秀
ゆうしゅう

作品
さくひん

を選出
せんしゅつ

し表彰
ひょうしょう

式
しき

とタレントによる朗読
ろうどく

を行
おこな

い、幅広
はばひろ

い世代
せだい

へ向
む

けた広報
こうほう

啓発
けいはつ

を実施
じっし

した。

特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

被害
ひがい

の増加
ぞうか

が続
つづ

いているた

め、引
ひ

き続
つづ

き幅広
はばひろ

い世代
せだい

に向
む

けて様々
さまざま

な広報
こうほう

媒体
ばいたい

による広報
こうほう

啓発
けいはつ

を行
おこな

い、迷
め

惑
いわく

電話
でんわ

防止
ぼうし

機能
きのう

付
つ

き機器
きき

の有効性
ゆうこうせい

周知
しゅうち

を含
ふく

む特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

根絶
こんぜつ

に向
む

けた意識
いしき

の浸
し

透
んとう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[特殊詐欺被害防止対策の普及啓発]

幅広
はばびろ

い世代
せだい

の意識向上
いしきこうじょう

を図るととも

に、若者
わかもの

の特殊詐欺
とくしゅさぎ

への加担
かたん

を防止
ぼうし

す

るため、新たな啓発動画
けいはつどうが

の放映
ほうえい

など、

防犯
ぼうはん

キャンペーン等に併せた集中的
しゅうちゅうてき

な

広報活動
こうほうかつどう

を実施
じっし

する。

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

の特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

被害
ひがい

防止
ぼうし

絵
え

本
ほん

コンクールで選出
せんしゅつ

された最優秀
さいゆうしゅう

作品

を印刷
いんさつ

製本化し、県内小学校
しょうがっこう

の新入生

等
とう

に配付する。

特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

推進
すいしん

費
ひ

12,779
くらし安全

あんぜん

交通課
こうつうか

企画
きかく

Ｇ

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

対策
たいさく

の強化
きょうか

]

金融
きんゆう

機関
きかん

・コンビニ等
など

と連携
れんけい

し、窓口等
まどぐちとう

に

おける声
こえ

掛
か

けによる被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

対策
たいさく

を

推進
すいしん

する。

―
-

金融
きんゆう

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

し、窓口
まどぐち

等
とう

における声掛
こえか

けに

よる被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

対策
たいさく

を推進
すいしん

した。

架空
かくう

料金
りょうきん

請求
せいきゅう

詐欺
さぎ

が増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあり、

電子
でんし

マネーを販売
はんばい

するコンビニ等
とう

にお

ける声掛
こえか

け強化
きょうか

が必要
ひつよう

である。

[被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

対策
たいさく

の強化
きょうか

]

金融
きんゆう

機関
きかん

・コンビニ等
など

と連携
れんけい

し、窓口
まどぐ

等
ちとう

における声
こえ

掛
か

けによる被害
ひがい

の未然
みぜん

防
ぼ

止
うし

対策
たいさく

を推進
すいしん

する。

－ 県警
けんけい

本部
ほんぶ

生活
せいかつ

安全
あんぜん

総務課
そうむか

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[被害
ひがい

防止
ぼうし

に関
かん

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

]

各種
かくしゅ

会合
かいごう

、防犯
ぼうはん

キャンペーン等
とう

、様々
さまざま

な機
き

会
かい

において特殊
とくしゅ

詐欺等
さぎとう

の最新
さいしん

の手口
てぐち

や実態
じったい

を周知
しゅうち

するとともに、迷惑
めいわく

電話
でんわ

防止
ぼうし

機能
きのう

を

有
ゆう

する機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

を図
はか

るなど、被害
ひがい

防
ぼ

止
うし

対策
たいさく

を推進
すいしん

する。

―
-

・啓発
けいはつ

ツールの配布
はいふ

　チラシ　　　25,300枚
まい

　ステッカー　25,300枚
まい

（主な配布先
はいふさき

）

　県内警察署
けんないけいさつしょ

54か所などを通
つう

じて配布
はいふ

・迷惑
めいわく

電話
でんわ

防止
ぼうし

機能
きのう

を有
ゆう

する機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

の

ほか、ＮＴＴが実施
じっし

する被害
ひがい

防止
ぼうし

を目的
もくてき

とした

各種
かくしゅ

サービスの無償化
むしょうか

について周知
しゅうち

を図
はか

った。

国際
こくさい

電話
でんわ

番号
ばんごう

や自動音声
じどうおんせい

を使用
しよう

しただ

ましの電話
でんわ

など、様々
さまざま

なだましの電話
でんわ

の手口
てぐち

が現
あらわ

れていることから、発生
はっせい

状
じょ

況
うきょう

や手口
てぐち

の変遷
へんせん

に応
おう

じた被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

について、周知
しゅうち

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[被害
ひがい

防止
ぼうし

に関
かん

する注意
ちゅうい

喚起
かんき

]

各種
かくしゅ

会合
かいごう

、防犯
ぼうはん

キャンペーン等
とう

、様々
さまざま

な機会
きかい

において、特殊
とくしゅ

詐欺等
さぎとう

の最新
さいしん

の

手口
てぐち

や実態
じったい

等
とう

に関
かん

する広報
こうほう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を

推進
すいしん

するとともに、迷惑
めいわく

電話
でんわ

防止
ぼうし

機能
きのう

を有
ゆう

する機器
きき

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

、民間事業者

が実
じっし

施する無
むしょう

償サービス
など

、国際
こくさい

電話
でんわ

不
ふ

取扱
とりあつかい

受付
うけつけ

センターの周知
しゅうち

等
とう

を
はか

図る。

－ 県警
けんけい

本部
ほんぶ

生活
せいかつ

安全
あんぜん

総務課
そうむか
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注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 15

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[ヤミ金融
きんゆう

被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のための啓発
けいはつ

活動
かつどう

の実施
じっし

]

ヤミ金融
きんゆう

の被害
ひがい

防止
ぼうし

のため、県
けん

ホームペー

ジでの情報
じょうほう

提供
ていきょう

や一都
いっと

三県
さんけん

ヤミ金融被害防

止合同キャンペーン、若者
わかもの

向けヤミ金融被

害防止啓発リーフレット作成・配布、地域
ちいき

コミュニティ紙
かみ

への広告掲載による広報の

実施、川崎競馬場ドリームビジョンでの広

報の実施等
とう

での啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

する。

また、神奈川県ヤミ金融対策連絡会議（財
ざ

務省
いむしょう

関東財務局横浜財務事務所、神奈川県

警察本部、神奈川県弁護士会、神奈川県司

法書士会、日本貸金業協会神奈川県支部及
およ

び県
けん

により構成
こうせい

）として「ヤミ金融被害防

止普及啓発チラシ」を作成
さくせい

し、県
けん

とイオン

株式会社並
なら

びに株式会社イトーヨーカ堂と

の包括
ほうかつ

協定
きょうてい

に基
もと

づき、県内
けんない

イオン23店舗
てんぽ

並
なら

びにイトーヨーカドー26店舗
てんぽ

においてチラ

シを配布
はいふ

し、県民
けんみん

に対
たい

し広
ひろ

く啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

貸金
かしきん

業
ぎょう

適正化
てきせいか

指導
しどう

事業費
じぎょうひ

1,978 1,978
金融
きんゆう

課
か

調整
ちょうせい

Ｇ
 

「若者
わかもの

向けヤミ金融被害防止啓発リーフレッ

ト」

　84,000部　県内高等学校
けんないこうとうがっこう

及び特別支援学校
とくべつしえんがっこう

、

大学
だいがく

等
など

に配布

「一都
いっと

三県
さんけん

ヤミ金融被害防止合同
ごうどう

キャンペー

ン」

　上期
かみき

（令和５年６月12日～18日）・下期
しもき

（令

和５年11月６日～12日）にホームページで啓発
けいはつ

チラシ等を配布
はいふ

、11月11日
ひ

及
およ

び12日について

は、イベントへの出展
しゅってん

によるキャンペーンもあ

わせて実施
じっし

。

※啓発
けいはつ

リーフレット及び啓発
けいはつ

チラシについて

は、県ホームページでも配布
はいふ

するとともに、一
いっ

都
と

三県
さんけん

ヤミ金融被害防止
きんゆうひがいぼうし

合同キャンペーンにつ

いては、県ホームページに特設
とくせつ

ページを公開
こうかい

し

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

んだ。

「地域コミュニティ紙への広告掲載による広報

の実施」

タウンニュース（横浜市青葉区版、港北区版、

旭区版、南区版、鶴見区版、川崎市高津区版、

麻生区版、さがみはら中央区版、大和版、平塚

版及び秦野版）への広告掲載によるヤミ金融の

被害防止のための広報活動
かつどう

を実施した。

「川崎競馬場ドリームビジョンでの広報
こうほう

」

　川崎競馬開催期間中、財務省関東財務局作成

の個人間融資注意喚起動画等
とう

とあわせて、ヤミ

金注意喚起スライドを放映いただいた。

「県とイオン株式会社並びに株式会社イトー

ヨーカ堂との包括協定に基づく啓発
けいはつ

活動
かつどう

」

県とイオン株式会社並びに株式会社イトーヨー

カ堂との包括協定に基づき、神奈川県ヤミ金融

対策連絡会議（財務省関東財務局横浜財務事務

所、神奈川県警察本部、神奈川県弁護士会、神

奈川県司法書士会、日本貸金業協会神奈川県支

部及び県により構成）が作成
さくせい

した「ヤミ金融被

害防止普及啓発チラシ」を一都三県ヤミ金融被

令和
れいわ

２年度
ねんど

以降
いこう

、新型
しんがた

コロナウイルス

の影響
えいきょう

により各種
かくしゅ

連携
れんけい

イベント等
とう

での

啓発
けいはつ

活動
かつどう

は、イベントが中止
ちゅうし

されたり

開催
かいさい

されなかったため実施
じっし

できなかっ

たが、令和５年５月８日に新型
しんがた

コロナ

ウイルスの感染症法
かんせんしょうほう

上の位置付けが新
し

型
んがた

インフルエンザ等感染症
かんせんしょう

と同じ２類

相当
そうとう

から５類へと変更されたことに伴

い、今後
こんご

、社会
しゃかい

経済
けいざい

活動
かつどう

が正常化
せいじょうか

しイ

ベント等の開催
かいさい

が増
ふ

えてくることが想
そ

定
うてい

される。

イベント等での啓発活動
けいはつかつどう

とコロナ禍
わざわい

で

培
つちか

った非
ひ

接触型
せっしょくがた

の啓発
けいはつ

活動の双方
そうほう

を組
く

み合
あ

わせたハイブリッド型の啓発活動

をどのように展開
てんかい

していくか検討
けんとう

して

いく必要
ひつよう

がある。

改正
かいせい

民法
みんぽう

施行
しこう

による成年
せいねん

年齢
ねんれい

の引
ひ

下
さ

げ

に伴
ともな

い、今後
こんご

とも若年
じゃくねん

層
そう

の金融
きんゆう

被害
ひがい

や

消費者
しょうひしゃ

トラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

を強力
きょうりょく

に推
す

進
いしん

していく必要
ひつよう

がある。

[ヤミ金融
きんゆう

被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

のための啓
け

発
いはつ

活動
かつどう

の実施
じっし

]

ヤミ金融
きんゆう

の被害
ひがい

防止
ぼうし

のため、県
けん

ホーム

ページでの情報
じょうほう

提供
ていきょう

や一都
いっと

三県
さんけん

ヤミ金

融被害防止合同キャンペーン、若者
わかもの

向

けヤミ金融被害防止啓発
きんゆうひがいぼうしけいはつ

リーフレット

作成・配布
さくせい・はいふ

、地域
ちいき

コミュニティ紙
かみ

への

広告掲載
こうこくけいさい

による広報
こうほう

の実施
じっし

、川崎競馬
かわさきけいば

場
じょう

ドリームビジョンでの広報
こうほう

の実施等
とう

での啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

する。

また、神奈川県ヤミ金融対策連絡会議
きんゆうたいさくれんらくかいぎ

（財務省
ざいむしょう

関東財務局横浜財務事務所、

神奈川県警察本部、神奈川県弁護士

会、神奈川県司法書士会、日本貸金業

協会神奈川県支部及
およ

び県
けん

により構成
こうせい

）

として「ヤミ金融被害防止普及啓発チ

ラシ」を作成
さくせい

し、県
けん

とイオン株式会社

並
なら

びに株式会社イトーヨーカ堂との包
ほ

括
うかつ

協定
きょうてい

に基
もと

づき、県内
けんない

イオン24店舗
てんぽ

並
なら

びにイトーヨーカドー26店舗
てんぽ

において

チラシを配布
はいふ

し、県民
けんみん

に対
たい

し広
ひろ

く啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

う。

貸金
かしきん

業
ぎょう

適正化
てきせいか

指導
しどう

事業
じぎょう

費
ひ
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グ

ループ
担当
たんとう

課
か

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一い
ち

部ぶ

）

本ほ
ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[「悪質な訪問販売 撲滅！かながわ宣言」宣言

団体等
とう

との取組
とりく

み]

「宣言
せんげん

」に係
かか

る取組
とりく

みを着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

すると

ともに、宣言
せんげん

団体による自主的な取組みを

促進する。また、「宣言
せんげん

」に係
かか

る取組
とりく

みの

効果
こうか

検証
けんしょう

を図
はか

る。

さらに、悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

について、消費者
しょうひしゃ

に一層
いっそう

の注意
ちゅうい

喚起
かんき

を図
はか

るためのキャンペー

ン等
とう

を実施する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

15,000

[消費者
しょうひしゃ

月間
げっかん

及
およ

びかながわ消費者
しょうひしゃ

週間
しゅうかん

におけ

る消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

等
とう

との連携
れんけい

]

消費者
しょうひしゃ

月間
げっかん

及
およ

びかながわ消費者
しょうひしゃ

週間
しゅうかん

におい

て、消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
など

と連携
れんけい

し、啓発
けいはつ

を行
おこな

う。

―
-

「ＳＮＳ投稿数
とうこうすう

」

　消費者
しょうひしゃ

月間
げっかん

（令和
れいわ

５年
ねん

５月
がつ

１日
にち

～31日
にち

）

　10団体
だんたい

　14回
かい

　かながわ消費者
しょうひしゃ

週間
しゅうかん

（令和
れいわ

５年
ねん

10月
がつ

14日
にち

～20

日
にち

）

　9団体
だんたい

　10回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

やＮＰＯ等
など

への

情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うとともに、各団体
かくだんたい

の日
ひ

ごろの活動
かつどう

をＳＮＳ等
など

で発信
はっしん

していく

必要
ひつよう

がある。

[消費者月間及びかながわ消費者週間
「しょうひしゃげっかんおよびかながわしょうひしゃ

における消費者団体等との連携]
しゅうかんにおけるしょうひしゃだんたいとう

消費者月間及びかながわ消費者週間に
　　　　　　　しょうひしゃしゅう

おいて、消費者団体やＮＰＯ等と連携
かん　　　　しょうひしゃだんたい　　　　　　　れん

し、啓発を行う。
けい　　けいはつ

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

 

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

１

再
さい

４イ② 「宣言
せんげん

団体
だんたい

への新規
しんき

加入
かにゅう

」

・住宅
じゅうたく

リフォームに関連
かんれん

する３つの事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

が宣言
せんげん

団体
だんたい

に新規
しんき

加入
かにゅう

「宣言団体
せんげんだんたい

との情報共有
じょうほうきょうゆう

」

・宣言団体
せんげんだんたい

との意見交換会
いけんこうかんかい

　１回

・県の担当者
たんとうしゃ

による宣言団体
せんげんだんたい

への個別訪問
こべつほうもん

　７

回
かい

「事業者向
じぎょうしゃむ

けセミナーへの講師派遣
こうしはけん

」５回

・神奈川県新聞販売組合及び京浜新聞販売組合

実施セミナー

・かながわ住まいまちづくり協会実施セミナー

・日本訪問販売協会実施
じっし

講習会
こうしゅうかい

・神奈川県
かながわけん

ケーブルテレビ協議会
きょうぎかい

定例会
ていれいかい

（２

回
かい

）

「啓発
けいはつ

ツールの配布
はいふ

」

・悪質な訪問販売の注意喚起チラシ・シールの

印刷　各75,000部

（主な配布先）

県内警察署、宣言団体、市町村
しちょうそん

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政担

当課
か

、出前講座等　約130か所

啓発
けいはつ

ツールの共同配布
きょうどうはいふ

や事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研
け

修
んしゅう

の実施
じっし

など「宣言
せんげん

」に係る取組
とりく

みを

積み重ねるとともに、宣言団体
せんげんだんたい

による

自主的
じしゅてき

な取組
とりく

みを促進
そくしん

していく必要
ひつよう

が

ある。

また、今後
こんご

も訪問販売
ほうもんはんばい

に係る苦情相談
くじょうそうだ

件数
んけんすう

、特に宣言団体
せんげんだんたい

に関係
かんけい

する商品・
しょうひん・

役務
えきむ

に係る相談件数
そうだんけんすう

の推移
すいい

を注視する

など、「宣言
せんげん

」の効果
こうか

検証
けんしょう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[「悪質
あくしつ

な訪問販売 撲滅
ほうもんはんばい　ぼくめつ

！かながわ宣
せ

言」宣言団体等
んげん」せんげんだんたいとう

との取組
とりく

み]

「宣言
せんげん

」に係
かか

る取組
とりく

みを着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

す

るとともに、宣言
せんげん

団体による自主的
じしゅてき

な

取組
とりくみ

みを促進
そくしん

する。また、「宣言
せんげん

」に

係
かか

る取組
とりく

みの効果
こうか

検証
けんしょう

を図
はか

る。

さらに、悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

について、消
しょ

費者
うひしゃ

に一層
いっそう

の注意
ちゅうい

喚起
かんき

を図
はか

るための

キャンペーン等
とう

を実施する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事
じ

業費
ぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

15,000
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ・

推進
すいしん

Ｇ・

相一
そういち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

　 　

　

　

害防止普及啓発チラシ」を 都三県ヤミ金融被

害防止合同キャンペーン開催
かいさい

時期
じき

にあわせて県

内イオン23店舗並びにイトーヨーカドー26店舗

において配布し、県民に対し広く啓発活動を

行った。

　

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

　

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

　

 

 

 
 

 

③
消
費
者
団
体

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
だ
ん
た
い

や
事
業
者
団
体
等

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
だ
ん
た
い
と
う

と
の
連
携

れ
ん
け
い

に
よ
る
被
害
未
然
防
止

ひ
が
い
み
ぜ
ん
ぼ
う
し
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

[消費
しょうひせいかつそうだん

生活相談の実施
じっし

]

多様
たよう

化
か

、複雑化
ふくざつか

する消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

に対応
たいおう

し消費者
しょうひしゃ

の被害
ひがい

を救済
きゅうさい

するため、電話
でんわ

相談
そうだん

やメールによる受付を含めた消費

生活相談を実施する。

また、多様
たよう

な媒体
ばいたい

を通
つう

じ、県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の効果的
こうかてき

な周知
しゅうち

を行
おこな

う。

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事業費
じぎょうひ

88,315

「電話相談
でんわそうだん

」

　相談時間
そうだんじかん

　平日
へいじつ

　　9:30～17:00

　　　　　　土曜日
どようび

  9:30～16:30

　相談件数
そうだんけんすう

　　　 　　10,463件
けん

(令和

６年５月31日時点
じてん

)

　(内訳)
うちわけ

苦情相談
くじょうそうだん

  　 9,375件
けん

　 　　 問合せ　     1,088件
けん

「メール相談
そうだん

」

　相談件数
そうだんけんすう

　　　     643件

新たな消費者
しょうひしゃ

トラブルに対応
たいおう

するた

め、消費生活相談窓口
しょうひせいかつそうだんまどぐち

の専門性や相談
そうだ

処理能力
んしょりのうりょく

の向上のほか、情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

、

登録、分析
ぶんせき

の迅速化
じんそくか

など、かながわ中
ちゅ

央消費生活
うおうしょうひせいかつ

センターにおける消費生活
ひせいかつ

相談機能
そうだんきのう

の向上
こうじょう

が求められている。

相談体制
そうだんたいせい

の在り方については、国
くに

の示

す消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

のDX(デジタル・トラ

ンスフォーメーション)の方向性
ほうこうせい

を踏

まえ、県
けん

としての消費生活相談体制
しょうひせいかつそうだんたいせい

の

在り方を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひせいかつそうだん

生活相談の実施
じっし

]

多様
たよう

化
か

、複雑化
ふくざつか

する消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

に対応
たいおう

し消費者
しょうひしゃ

の被害
ひがい

を救済
きゅうさい

するため、電話
でんわ

相談
そうだん

やメールによる受付を含めた消費

生活相談を実施する。

また、多様
たよう

な媒体
ばいたい

を通
つう

じ、県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の効果的
こうかてき

な周知
しゅうち

を行
おこな

う。

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

94,622
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

推進
すいしん

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の周知
しゅうち

]

多様
たよう

な媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を効果的
こうかてき

に周知
しゅうち

する。

― -

・ふせん、クリアファイル、ボールペ

ン等の啓発物品配布
けいはつぶっぴんはいふ

（主な配布先
はいふさき

）県内市町村
けんないしちょうそん

に所在して

いる高等学校
こうとうがっこう

、中等教育学校、特別支
とくべつし

援学校
えんがっこう

、大学・短期大学、専修学校
せんしゅうがっこう

、

自動車教習所
じどうしゃきょうしゅうじょ

、商工会議所青年部、若

者向けのハローワーク、引きこもり等

支援団体
しえんだんたい

等

消費者
しょうひしゃ

ホットライン188の認知度
にんちど

を向
こ

上
うじょう

させるため、引
ひ

き続
つづ

き様々
さまざま

な手段
しゅだん

に

より周知
しゅうち

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

新
しん

　[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の周知
しゅうち

]

多様
たよう

な媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を効果的
こうかてき

に周知
しゅうち

する。

今年度
こんねんど

より新
あら

たに、より多くの方への

周知
しゅうち

を目的
もくてき

に、タウンニュースや生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

情報紙mioを使用して発信
はっしん

を

行
おこな

う。

－ － 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

企画
きかく

Ｇ

本
ほん

２イ①

[遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスを利用
りよう

した相
そ

談
うだん

]

タブレット型
がた

端末
たんまつ

によるテレビ電話
でんわ

機
き

能
のう

を活用
かつよう

し、来所
らいしょ

された聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

と相談
そうだん

員
いん

とのコミュニケーション支援
しえん

を行
おこな

う。

― -

「遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスによる相談
そうだん

対
た

応
いおう

」

　相談
そうだん

時間
じかん

　火曜
かよう

～金曜
きんよう

(祝
しゅく

休日
きゅうじつ

及
およ

び

年末
ねんまつ

年始
ねんし

を除
のぞ

く)　　　9:30～16:30

　相談
そうだん

件数
けんすう

　０件
けん

サービスが必要
ひつよう

な相談者
そうだんしゃ

に認知
にんち

される

よう、引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

を図
はか

る必要
ひつよう

があ

る。

[遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

サービスを利用
りよう

した相
そ

談
うだん

]

タブレット型
がた

端末
たんまつ

によるテレビ電話
でんわ

機
き

能
のう

を活用
かつよう

し、来所
らいしょ

された聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

と相談
そうだん

員
いん

とのコミュニケーション支援
しえん

を行
おこな

う。

県聴覚障害福祉部門
けんちょうかくしょうがいふくしぶもん

　と連携
れんけい

し、制度
せいど

の周知
しゅうち

を図
はか

っていく。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

本
ほん

２ア①

３イ③
[PIO-NET等による消費生活相談情報

の収集、分析と提供]

PIO-NETにより収集した相談情報を分

析し、｢消費生活相談概要｣等により県

民、市町村等に情報提供する。また、

市町村から緊急通報を収集し、関係機

関で共有する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

106

「消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

警戒
けいかい

情報
じょうほう

」 50件
けん

（見
み

込
こ

み）

提供
ていきょう

すべき情報
じょうほう

を見逃
みのが

さないよう常
つね

に

アンテナを高
たか

く張
は

っておくとともに、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

情報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ正確
せいかく

に分
ぶ

析
んせき

し、適時
てきじ

・適切
てきせつ

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

をする必
ひ

要
つよう

がある。

[PIO-NET等による消費生活相談情報
しょうひせいかつそうだんじょうほう

の収集、分析
ぶんせき

と提供
ていきょう

]

PIO-NETにより収集した相談情報
そうだんじょうほう

を分

析し、｢消費生活相談概要
しょうひせいかつそうだんがいよう

｣等により県
け

民
んみん

、市町村等
しちょうそんなど

に情報提供
じょうほうていきょう

する。また、

市町村
しちょうそん

から緊急通報
きんきゅうつうほう

を収集し、関係機
かんけいき

関
かん

で共有
きょうゆう

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

本
ほん

３イ②

[相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

の作成
さくせい

、提
て

供
いきょう

]

県内
けんない

の新手
あらて

、悪質
あくしつ

な相談
そうだん

等
とう

について、

弁護士
べんごし

による解説
かいせつ

資料
しりょう

を作成
さくせい

し、市町
しちょ

村
うそん

に提供
ていきょう

する。（年
ねん

１回
かい

）

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

62

「相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

」１回
かい

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

の実効性
じっこうせい

が上
あ

がる

よう、相談員
そうだんいん

が求
もと

めるテーマを設定
せってい

す

る必要
ひつよう

がある。

[相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

の作成
さくせい

、提
て

供
いきょう

]

県内
けんない

の新手
あらて

、悪質
あくしつ

な相談
そうだん

等
とう

について、

弁護士
べんごし

による解説
かいせつ

資料
しりょう

を作成
さくせい

し、市町
しちょ

村
うそん

に提供
ていきょう

する。（年
ねん

１回
かい

）

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

62
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

基
本
方
向

き
ほ
ん
ほ
う
こ
う

３
　
消
費
者
被
害

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
ひ
が
い

の
救
済

き
ゅ
う
さ
い

ア
　
か
な
が
わ
中
央
消
費
生
活

ち
ゅ
う
お
う
し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
消
費
生
活
相
談
機
能

し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん
き
の
う

の
向
上

こ
う
じ
ょ
う

①
消
費
生
活
相
談

し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん

の
実
施

じ
っ
し

②
広
域
的

こ
う
い
き
て
き

な
相
談
窓
口

そ
う
だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

と
し
て
の
機
能
発
揮

き
の
う
は
っ
き



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 13

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

２ア① 再
さい

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に寄
よ

せられ

た相談事例や国民
こくみん

生活
せいかつ

センターから提
て

供
いきょう

される啓発
けいはつ

情報
じょうほう

の中から、消費者に

特に周知する必要がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。(月
つき

１回
かい

､随時
ずいじ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

1,379

｢かながわ消費生活注意･警戒情報
しょうひせいかつちゅうい・けいかいじょうほう

｣

　12回発行
はっこう

　各6,400部
ぶ

　テーマ「投資
とうし

グループに誘われる

ＦＸ取引
とりひき

の詐欺的
さぎてき

なトラブルに注
ちゅ

意
うい

！」等

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、消費者団体
しょうひしゃだんたい

、老人会
ろうじんかい

、社会
しゃか

福祉協議会等
いふくしきょうぎかいなど

　336か所
しょ

新
あら

たな手口
てぐち

によるトラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

や拡大
かくだい

防止
ぼうし

につながる情報
じょうほう

を、積極的
せっきょくてき

に収集
しゅうしゅう

していく必要
ひつよう

がある。

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費生活相談窓口等
しょうひせいかつそうだんまどぐちとう

に寄せられ

た相談事例
そうだんじれい

や国民生活
こくみんせいかつ

センターから提
て

供
いきょう

される啓発情報
けいはつじょうほう

の中から、消費者
しょうひしゃ

に

特に周知
しゅうち

する必要がある情報を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広く提供
ていきょう

する。さら

に、令和
れいわ

６年度
ねんど

より新
あら

たに、生協情報
せいきょうじょ

紙
うほうし

に概要を掲載
けいさい

する。加
くわ

えて、テーマ

により、管轄地域
かんかつちいき

の高齢化率
こうれいかりつ

が高い警
け

察署
いさつしょ

に提供し、巡回連絡
じゅんかいれんらく

等での活用
かつよう

を

図る。(月
つき

１回
かい

､随時
ずいじ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調
ちょ

整
うせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

- 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

　 [相談
そうだん

対応
たいおう

チーム制
せい

による相談
そうだん

対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

の取組
とりく

み]

職員
しょくいん

と相談員
そうだんいん

で構成
こうせい

する相談
そうだん

対応
たいおう

チー

ム制
せい

により、チームリーダーを中心
ちゅうしん

に

新人
しんじん

相談員
そうだんいん

の支援
しえん

、情報
じょうほう

交換
こうかん

、困難
こんなん

事
じ

案
あん

についての検討
けんとう

等
とう

を行
おこな

い、複雑化
ふくざつか

・

高度化
こうどか

する相談
そうだん

への対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

を図
はか

る。

― -

「リーダーミーティング」　週
しゅう

１回
かい

「チームミーティング」　週
しゅう

１回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、新
あら

たな相談
そうだん

事例
じれい

に対応
たいおう

でき

るように努
つと

めていく必要
ひつよう

がある。

[相談
そうだん

対応
たいおう

チーム制
せい

による相談
そうだん

対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

の取組
とりく

み]

職員
しょくいん

と相談員
そうだんいん

で構成
こうせい

する相談
そうだん

対応
たいおう

チー

ム制
せい

により、チームリーダーを中心
ちゅうしん

に

新人
しんじん

相談員
そうだんいん

の支援
しえん

、情報
じょうほう

交換
こうかん

、困難
こんなん

事
じ

案
あん

についての検討
けんとう

等
とう

を行
おこな

い、複雑化
ふくざつか

・

高度化
こうどか

する相談
そうだん

への対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

を図
はか

る。

― － 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

[専門性
せんもんせい

向上
こうじょう

の取組
とりく

み]

専門
せんもん

性
せい

の向上
こうじょう

のための検討
けんとう

を行
おこな

い、実
じっ

施
し

結果
けっか

について市町村
しちょうそん

へ共有
きょうゆう

する。

― -

【検討
けんとう

テーマ】

・障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する基礎
きそ

知識
ちしき

につい

て

・日本
にほん

のリコール制度
せいど

について

・害虫
がいちゅう

・害虫
がいちゅう

駆除
くじょ

に係
かか

る対応
たいおう

方法
ほうほう

等
とう

に

ついて

・高齢者
こうれいしゃ

を取
と

り巻
ま

く各種
かくしゅ

制度
せいど

の概要
がいよう

法改正
ほうかいせい

や新
あら

たな相談
そうだん

事例
じれい

に対応
たいおう

できる

よう、世相
せそう

に応
おう

じたテーマ、市町村
しちょうそん

の

実務
じつむ

に還元
かんげん

できるテーマ選定
せんてい

し、研修
けんしゅう

事業
じぎょう

とのすみ分
わ

けを考慮
こうりょ

する必要
ひつよう

があ

る。

[専門性
せんもんせい

向上
こうじょう

の取組
とりく

み]

専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

のための検討
けんとう

を行
おこな

い、実
じっ

施
し

結果
けっか

について市町村
しちょうそん

へ共有
きょうゆう

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

108
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[県
けん

相談
そうだん

員
いん

へのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施
じっし

による資
し

質
しつ

向上
こうじょう

の取組
とりく

み]

相談員
そうだんいん

に対
たい

し、外部
がいぶ

の専門
せんもん

機関
きかん

が相談

対応研修を行い、モニタリングを実施
じっし

した上
うえ

で、県
けん

消費
しょうひ

生活
せいかつ

センターの課題
かだい

等
など

を県
けん

に報告
ほうこく

する。また、チームリー

ダーのスキルアップを目的とした研修

を実施する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

603

「相談
そうだん

対応
たいおう

研修
けんしゅう

（動画
どうが

）」15名
めい

対象
たいしょう

「モニタリング」５日
にち

（15名
めい

対象
たいしょう

）

「個別
こべつ

フィードバック」２日
にち

（15名
めい

対
た

象
いしょう

）

「チームリーダー研修
けんしゅう

」１日
にち

（職員
しょくいん

３

名
めい

、相談員
そうだんいん

４名
めい

参加
さんか

）

引
ひ

き続
つづ

き、かながわ中央
ちゅうおう

消費
しょうひ

生活
せいかつ

セン

ターの相談
そうだん

対応
たいおう

力
りょく

の水準
すいじゅん

向上
こうじょう

に努
つと

めて

いく必要
ひつよう

がある。

[県相談員
けんそうだんいん

へのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施
じっし

による資
し

質向上
しつこうじょう

の取組
とりく

み]

外部
がいぶ

の専門機関
せんもんきかん

が相談員
そうだんいん

の相談
そうだん

対応
たいおう

を

モニタリングした上
うえ

で、県消費生活
けんしょうひせいかつ

セ

ンターの課題等
かだいとう

を県にフィードバック

する。また、チームリーダーのスキル

アップを目的
もくてき

とした研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

542
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

の国民
こくみん

生活
せいかつ

セン

ター等
とう

研修
けんしゅう

派遣
はけん

]

職員
しょくいん

・相談員
そうだんいん

の専門
せんもん

知識
ちしき

習得
しゅうとく

を図
はか

るた

め、国民
こくみん

生活
せいかつ

センター等
とう

が実施
じっし

する研
け

修会
んしゅうかい

に派遣
はけん

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ推進事
じぎょうひ

業
（

費(交
こうふきん

付
）

金)

63

297

「国民
こくみん

生活
せいかつ

センター等
とう

研修
けんしゅう

派遣
はけん

」

　19回
かい

　延
の

べ33名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、相談員
そうだんいん

等
など

が専門性
せんもんせい

向上
こうじょう

に必
ひ

要
つよう

な講座
こうざ

を受講
じゅこう

できるよう配慮
はいりょ

してい

く必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

の国民
こくみん

生活
せいかつ

セン

ター等
とう

研修
けんしゅう

派遣
はけん

]

職員
しょくいん

・相談員
そうだんいん

の専門
せんもん

知識
ちしき

習得
しゅうとく

を図
はか

るた

め、国民
こくみん

生活
せいかつ

センター等
とう

が実施
じっし

する研
け

修会
んしゅうかい

に派遣
はけん

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費生活行政強化

事業費

63

183

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

　

　

③
高
度

こ
う
ど

な
相
談

そ
う
だ
ん

に
も
対
応

た
い
お
う

で
き
る
人
材
育
成

じ
ん
ざ
い
い
く
せ
い



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 14

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

本
ほん

１イ①

３イ①

３イ②

[消費生活相談員、行政職員に対する

人材育成研修の実施]

相談員や相談員有資格者に対し、相談

窓口で必要な実践的な人材育成研修を

実施する。(８回)

また、職員に対し、消費生活行政を担

う上で業務上不可欠な知識を習得する

ための研修を実施する（９回）。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580
「行政

ぎょうせい

職員
しょくいん

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
は

信
いしん

）」

　８回
かい

　延
の

べ81名
めい

参加
さんか

引き続き、相談員
そうだんいん

のニーズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応じたテーマを設定
せってい

していく必
ひ

要
つよう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

相談時間
そうだんじかん

の合間
あいま

で受講
じゅこう

する相談員
そうだんいん

も多

いため、希望者
きぼうしゃ

が全員受講
ぜんいんじゅこう

できるよ

う、配信期間
はいしんきかん

の延長や再配信
さいはいしん

を検討
けんとう

し

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する

人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

職員
しょくいん

に対
たい

し、消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

を担
にな

う上
うえ

で

業務
ぎょうむ

上
じょう

不可欠
ふかけつ

な知識
ちしき

を習得
しゅうとく

するための

研修
けんしゅう

を実施
じっし

する（８回
かい

）。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
ふた

Ｇ

３イ② 再
さい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

本
ほん

１イ①

３イ②

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対
た

応
いおう

するため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の職員
しょくいん

及
およ

び相
そ

談員
うだんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テーマを扱
あつか

う研
け

修
んしゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

消費生活相談員等レベルアップ推
しょ

進事業費 (交付
こうふきん

金)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

216

「新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
は

信
いしん

）」

　６回
かい

　延
の

べ470名
めい

参加
さんか

引き続き、相談員
そうだんいん

のニーズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応じたテーマを設定
せってい

していく必
ひ

要
つよう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

相談時間
そうだんじかん

の合間
あいま

で受講
じゅこう

する相談員
そうだんいん

も多

いため、希望者
きぼうしゃ

が全員受講
ぜんいんじゅこう

できるよ

う、配信期間
はいしんきかん

の延長や再配信
さいはいしん

を検討
けんとう

し

ていく必要
ひつよう

がある。

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対
た

応
いおう

するため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の職員
しょくいん

及
およ

び相
そ

談員
うだんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テーマを扱
あつか

う研
け

修
んしゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

消費生活相談員等
しょ

レベルアップ推進

事業費 (交付
こうふきん

金)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

216
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

２イ① 再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１

[契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

に配慮
はいりょ

した相談
そうだん

対応
たいおう

]

高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者等
しゃなど

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した

相談
そうだん

対応
たいおう

を図
はか

るため、福祉
ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。また、見
み

守
まも

り出前
でまえ

講座
こうざ

の講師
こうし

となる相談員
そうだんいん

等
とう

に

対
たい

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。(２回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

76

「福祉
ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した相談
そうだん

員
いん

等
とう

レベルアップ研修
けんしゅう

」（オンデマンド配
は

信
いしん

）

　１回
かい

　延
の

べ67名
めい

参加
さんか

消費生活相談員等
しょうひせいかつそうだんいんとう

のスキルアップのた

めの「出前
でまえ

講座
こうざ

講師
こうし

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

」（オ

ンデマンド配信
はいしん

）

　１回
かい

　延
の

べ45名
めい

参加
さんか

オンデマンド形式
けいしき

を中心
ちゅうしん

に実施
じっし

する

が、それぞれの契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

 の課題
かだい

に応
おう

じた研修方式
けんしゅうほうしき

 を検討
けんとう

する必要
ひつよう

があ

る。

[契約
けいやく

弱者
じゃくしゃ

に配慮
はいりょ

した相談
そうだん

対応
たいおう

]

高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者等
しゃなど

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した

相談
そうだん

対応
たいおう

を図
はか

るため、福祉
ふくし

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

した研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

また、見守
みまも

り出前
でまえ

講座
こうざ

の講師
こうし

となる相
そ

談員
うだんいん

等
とう

に対
たい

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

38
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

相
そう

一
いち

Ｇ

本
ほん

３イ①

４ウ①

[専門
せんもん

家
か

による法律
ほうりつ

、技術
ぎじゅつ

分野
ぶんや

の助
じょ

言
げん

]

消費生活相談への適切な対応のため、

職員が法律、技術分野など専門性の高

い相談に対し、専門家から必要なアド

バイスを受ける。(法律相談（面接）

36回、法律相談（文書）９ヵ月、技術

相談４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

88

1,350

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(面接
めんせつ

)」　36回
かい

 　154件
けん

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(文書
ぶんしょ

)」　４､６～12、２

月
がつ

実施
じっし

　38件
けん

「技術
ぎじゅつ

相談
そうだん

」　　　　０回
かい

市町村
しちょうそん

へ専門家
せんもんか

アドバイスを実施
じっし

する

事業
じぎょう

の活用
かつよう

について引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

する

必要
ひつよう

がある。

[専門家
せんもんか

による法律
ほうりつ

、技術分野
ぎじゅつぶんや

の助
じょ

言
げん

]

消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

への適切な対応
たいおう

のため、

職員
しょくいん

が法律、技術分野
ほうりつ、ぎじゅつぶんや

など専門性
せんもんせい

の高

い相談
そうだん

に対し、専門家
せんもんか

から必要
ひつよう

なアド

バイスを受ける。(法律相談
ほうりつそうだん

（面接）

36回、法律相談
ほうりつそうだん

（文書）9ヵ月、技術
ぎじゅ

相談
つそうだん

４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業
じぎょう

費
ひ

消費生活行政強化

事業費

88

1,350

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

[精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

相談
そうだん

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における対応
たいおう

困難
こんなん

事案
じあん

に

ついて、相談
そうだん

員
いん

が精神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

に相
そ

談
うだん

し助言
じょげん

を得
え

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

等
とう

レベルアップ推
す

進
いしん

事業費
じぎょうひ

（交付金
こうふきん

）
285

「精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

相談
そうだん

」　12回
かい

　39件
けん

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

センターからの利用
りよう

を増
ふ

やすため、引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

する必要
ひつよう

がある。

[精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

相談
そうだん

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における対応
たいおう

困難
こんなん

事案
じあん

に

ついて、相談員
そうだんいん

が精神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

に相
そ

談
うだん

し助言
じょげん

を得
え

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

レベルアップ推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（交付金
こうふきん

）

285
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

　

　

④
専
門
的

せ
ん
も
ん
て
き

な
相
談

そ
う
だ
ん

へ
の
対
応

た
い
お
う



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

[多重
たじゅう

債務
さいむ

相談
そうだん

の実施
じっし

]

多重
たじゅう

債務者等
さいむしゃなど

生活
せいかつ

再建
さいけん

が必要
ひつよう

な人
ひと

を支
し

援
えん

するため、専門
せんもん

の窓口
まどぐち

や福祉
ふくし

等
とう

の関
か

係
んけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し多重
たじゅう

債務
さいむ

相談
そうだん

を実施
じっし

す

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

38

「生活
せいかつ

再建
さいけん

支援
しえん

相談
そうだん

研修
けんしゅう

(オンデマンド配
は

信
いしん

)」

　１回
かい

　66名
めい

参加
さんか

「多重
たじゅう

債務者
さいむしゃ

特別
とくべつ

相談会
そうだんかい

」

　８回
かい

　21名
めい

参加
さんか

「多重
たじゅう

債務者
さいむしゃ

対策
たいさく

協議会
きょうぎかい

」

　神奈川県
かながわけん

弁護士
べんごし

会
かい

、県警
けんけい

等
とう

の各構成
かくこうせい

団体
だんたい

における取組
とりく

み等
とう

情報
じょうほう

共有
きょうゆう

研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて相談員
そうだんいん

が多重
たじゅう

債務
さいむ

（生活
せいかつ

再建
さいけん

）の知識
ちしき

を身
み

に付
つ

け、適切
てきせつ

な窓口
まどぐち

に

つなぐ必要
ひつよう

がある。必要
ひつよう

に応
おう

じて関係
かんけい

機
き

関
かん

、団体
だんたい

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

するなど、連携
れんけい

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[多重
たじゅう

債務
さいむ

相談
そうだん

の実施
じっし

]

多重
たじゅう

債務者等
さいむしゃなど

生活
せいかつ

再建
さいけん

が必要
ひつよう

な人
ひと

を支
し

援
えん

するため、専門
せんもん

の窓口
まどぐち

や福祉
ふくし

等
とう

の関
か

係
んけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し多重
たじゅう

債務
さいむ

相談
そうだん

を実施
じっし

す

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

（
一
部

い
ち
ぶ

）

38
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

― - -

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
など

巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

]

市町村
しちょうそん

から依頼
いらい

を受
う

けて県
けん

の相談員
そうだんいん

等
とう

を派遣等
はけんなど

し、助言
じょげん

を行
おこな

うとともに、定
て

期的
いきてき

に市町村
しちょうそん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を巡回
じゅんかい

すること

で、各市町村
かくしちょうそん

の現状
げんじょう

や課題
かだい

を直接
ちょくせつ

確認
かくにん

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

レベルアップ推
す

進
いしん

事業費
じぎょうひ

（交付金
こうふきん

）

「巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

（電話
でんわ

）」　38回
かい

市町村
しちょうそん

のニーズに対応
たいおう

するため、引
ひ

き

続
つづ

き電話等
でんわなど

を活用
かつよう

した支援
しえん

を行
おこな

うとと

もに、より効果的
こうかてき

な支援
しえん

ができるよ

う、実施
じっし

方法
ほうほう

について工夫
くふう

を続
つづ

ける必
ひ

要
つよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

]

市町村
しちょうそん

から依頼
いらい

を受
う

けて県
けん

の相談員
そうだんいん

等
とう

を派遣等
はけんなど

し、助言
じょげん

を行
おこな

うとともに、定
て

期的
いきてき

に市町村
しちょうそん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を巡回
じゅんかい

すること

で、各市町村
かくしちょうそん

の現状
げんじょう

や課題
かだい

を直接
ちょくせつ

確認
かくにん

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[指定消費生活
していしょうひせいかつ

相談員等
とう

による市町村

支援]

政令市を除く６地域に指定
してい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相

談員を配置し、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

とともに市町

村職員、相談員に対し、電話等により

消費生活相談の処理方法等について助

言するとともに、定期的な巡回訪問、

各地域ごとの協議会へ派遣等を行う。

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

事業費
じぎょうひ

42,715

「指定
してい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

の指定
してい

」　11名
めい

「ヘルプデスク対応
たいおう

」　34件
けん

「市町村
しちょうそん

支援
しえん

」　　49件
けん

市町村
しちょうそん

とのつながりをより深
ふか

め、ヘル

プデスクの更
さら

なる活用
かつよう

促進
そくしん

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[指定消費生活相談員等
していしょうひせいかつそうだんいんなど

による市町村
しちょうそ

支援
んしえん

]

政令市
せいれいし

を除く６地域
ちいき

に指定消費生活相
していしょうひせいかつそう

談員
だんいん

を配置し、行政職員
ぎょうせいしょくいん

とともに市町
しちょ

村職員、相談員
うそんしょくいん、そうだんいん

に対し、電話等
でんわなど

により

消費生活相談
ひせいかつそうだん

の処理方法等
しょりほうほうなど

について助
じょ

言
げん

するとともに、定期的
ていきてき

な巡回訪問
じゅんかいほうもん

、

各地域
かくちいき

ごとの協議会
きょうぎかい

へ派遣等
はけんとう

を行う。

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだ

員
んいん

事業費
じぎょうひ

25,607
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ・

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

３ア③ 再
さい

[消費生活相談員、行政職員に対する

人材育成研修の実施]

相談員や相談員有資格者に対し、相

談窓口で必要な実践的な人材育成研

修を実施する。(８回)

また、職員に対し、消費生活行政を

担う上で業務上不可欠な知識を習得

するための研修を実施する（９

回）。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580

「人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
は

信
いしん

）」

 ８回
かい

　延
の

べ505名
めい

参加
さんか

引き続き、相談員
そうだんいん

のニーズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応じたテーマを設定
せってい

していく必
ひ

要
つよう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

相談
そうだん

時間
じかん

の合間
あいま

で受講
じゅこう

する相談
そうだん

員
いん

も多
おお

いため、希望者
きぼうしゃ

が全員
ぜんいん

受講
じゅこう

できるよ

う、配信
はいしん

期間
きかん

の延長
えんちょう

や再配信
さいはいしん

を検討
けんとう

し

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する

人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

相談員
そうだんいん

や相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に対
たい

し、相談
そうだん

窓口
まどぐち

で必要
ひつよう

な実践的
じっせんてき

な人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。(８回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

３イ② 再
さい

＜「消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

」・「新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

」で対応
たいおう

＞

３イ② 再
さい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

　

　

イ
　
市
町
村
消
費
生
活
相
談

し
ち
ょ
う
そ
ん
し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん

と
の
連
携

れ
ん
け
い

・
支
援

し
え
ん

①
市
町
村

し
ち
ょ
う
そ
ん

の
実
情

じ
つ
じ
ょ
う

に
応お

う

じ
た
サ
ポ
ー
ト
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

３ア④ 再
さい

[専門家による法律、技術分野の助

言]

消費生活相談への適切な対応のため、

職員が、法律、技術分野
や

など専門性
せんもんせい

の

高
たか

い相談
そうだん

に対し、専門家から必要なｱ

ﾄﾞﾊﾞｲｽを受ける。(法律相談（面接）

36回、法律相談（文書）９ヵ月、技術

相談４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

88

1,350

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(面接
めんせつ

)」　36回
かい

 　154件
けん

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(文書
ぶんしょ

)」　４､６～12、２

月
がつ

実施
じっし

　38件
けん

「技術
ぎじゅつ

相談
そうだん

」　　　　０回
かい

市町村
しちょうそん

へ専門家
せんもんか

アドバイスを実施
じっし

する

事業
じぎょう

の活用
かつよう

について引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

する

必要
ひつよう

がある。

[専門家
せんもんか

による法律
ほうりつ

、技術分野
ぎじゅつぶんや

の助
じょ

言
げん

]

消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

への適切な対応
たいおう

のため、

職員
しょくいん

が法律、技術分野
ほうりつ、ぎじゅつぶんや

など専門性
せんもんせい

の高

い相談
そうだん

に対し、専門家
せんもんか

から必要
ひつよう

なアド

バイスを受ける。(法律相談
ほうりつそうだん

（面接）

36回、法律相談
ほうりつそうだん

（文書）9ヵ月、技術
ぎじゅ

相談
つそうだん

４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費生活行政強化

事業費

88

1,350

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

[神奈川県消費者行政推進事業費補助

金及
およ

び神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

補助金
ほじょきん

の交付
こうふ

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

体制
たいせい

整備
せいび

や、市
し

町村
ちょうそん

における重要
じゅうよう

な消費者
しょうひしゃ

政策
せいさく

推進
すいしん

へ

の取組
とりく

み等
など

に対
たい

し、国の地方消費者行

政強化交付金を活用し、補助金
ほじょきん

を交付
こうふ

する。

神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

補
ほ

助金
じょきん

(市町村
しちょうそん

)(国庫
こっこ

)（交付金
こうふきん

）

神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

補
ほ

助金
じょきん

(市町村
しちょうそん

)(交付金
こうふきん

)

87434

10836

18市町
しちょう

に対
たい

して推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

を交
こ

付
うふ

(補助率
ほじょりつ

10/10)

13市町
しちょう

に対
たい

して強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

補助金
ほじょきん

を交
こ

付
うふ

(補助
ほじょ

率
りつ

10/10または1/2)

地方
ちほう

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

の取組
とりく

み促進
そくしん

のために

設
もう

けられている国
くに

の地方
ちほう

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強
きょ

化
うか

交付金
こうふきん

のうち、推進
すいしん

事業
じぎょう

については

順次
じゅんじ

活用
かつよう

年限
ねんげん

を迎
むか

えることから、各市
かくし

町
ちょう

においては自主
じしゅ

財源
ざいげん

を確保
かくほ

していく

必要
ひつよう

がある。

[神奈川県消費者行政推進事業費補助

金及
およ

び神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

補助金
ほじょきん

の交付
こうふ

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

体制
たいせい

整備
せいび

や、市
し

町村
ちょうそん

における重要
じゅうよう

な消費者
しょうひしゃ

政策
せいさく

推進
すいしん

へ

の取組
とりく

み等
など

に対
たい

し、国の地方消費者行

政強化交付金を活用し、補助金
ほじょきん

を交付
こうふ

する。

神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行
ぎょ

政
うせい

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

(市町村
しちょうそん

)(国庫
こっこ

)

（交付金
こうふきん

）

神奈川県
かながわけん

消費者
しょうひしゃ

行
ぎょ

政
うせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

(市町村
しちょうそん

)(交付
こうふ

金
きん

)

68,669

17,107

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

３ア③ 再
さい

[消費生活相談員、行政職員に対する

人材育成研修の実施]

相談員や相談員有資格者に対し、相談

窓口で必要な実践的な人材育成研修を

実施する。(８回)

また、職員に対し、消費生活行政を担

う上で業務上不可欠な知識を習得する

ための研修を実施する（９回）。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580

「人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
は

信
いしん

）」

 ８回
かい

　延
の

べ505名
めい

参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、相談員
そうだんいん

のニーズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応じたテーマを設定
せってい

していく必
ひ

要
つよう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

相談
そうだん

時間
じかん

の合間
あいま

で受講
じゅこう

する相談
そうだん

員
いん

も多
おお

いため、希望者
きぼうしゃ

が全員
ぜんいん

受講
じゅこう

できるよ

う、配信
はいしん

期間
きかん

の延長
えんちょう

や再配信
さいはいしん

を検討
けんとう

し

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

に対
たい

する

人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

相談員
そうだんいん

や相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

に対
たい

し、相談
そうだん

窓口
まどぐち

で必要
ひつよう

な実践的
じっせんてき

な人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。(８回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

580
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

３ア③ 再
ふたた

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対
た

応
いおう

するため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の職員
しょくいん

及
およ

び相
そ

談員
うだんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テーマを扱
あつか

う研
け

修
んしゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ推進事
じぎょうひ

業
（

費(交
こうふきん

付
）

金)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

216

「新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

（オンデマンド配
は

信
いしん

）」

　６回
かい

　延
の

べ470名
めい

参加
さんか

引き続き、相談員
そうだんいん

のニーズや法改正
ほうかいせい

、

世相
せそう

に応じたテーマを設定
せってい

していく必
ひ

要
つよう

がある。

また、オンデマンド配信
はいしん

により、受講
じゅこう

の機会
きかい

は確保
かくほ

できるようになったが、

研修
けんしゅう

の時期
じき

やテーマについて、受講者
じゅこうしゃ

の意見
いけん

を踏まえながら柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

を進

めていく必要
ひつよう

がある。

[新規
しんき

課題
かだい

対応
たいおう

研修
けんしゅう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

における新
あら

たな課題
かだい

に対
た

応
いおう

するため、県
けん

・市町村
しちょうそん

の職員
しょくいん

及
およ

び相
そ

談員
うだんいん

を対象
たいしょう

とした新規
しんき

テーマを扱
あつか

う研
け

修
んしゅう

を実施
じっし

する。(６回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

等
とう

ﾚ

ﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ推進事
じぎょうひ

業
（

費
こ

(交
うふきん

付
）

金)

（

一
部

い
ち
ぶ

）

216
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

実務
じつむ

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

市町村
しちょうそん

において相談員
そうだんいん

として採用
さいよう

後
ご

概
おおむ

ね２年
ねん

以内
いない

の者
もの

に対
たい

し、かながわ中央
ちゅうおう

消費
しょうひ

生活
せいかつ

センターでの受入
うけいれ

研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

-

「消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

実務
じつむ

研修
けんしゅう

」１回
かい

　２

名
めい

参加
さんか

（伊勢原市
いせはらし

、藤沢市
ふじさわし

）

引
ひ

き続
つづ

き、より効果的
こうかてき

な研修
けんしゅう

プログラ

ムの工夫
くふう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

実務
じつむ

研修
けんしゅう

の実施
じっし

]

市町村
しちょうそん

において相談員
そうだんいん

として採用
さいよう

後
ご

概
おおむ

ね２年
ねん

以内
いない

の者
もの

に対
たい

し、かながわ中央
ちゅうおう

消費
しょうひ

生活
せいかつ

センターでの受入
うけいれ

研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

３ア② 再
さい

[相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

の作成
さくせい

、提
て

供
いきょう

]

県内
けんない

の新手
あらて

、悪質
あくしつ

な相談
そうだん

等
とう

について、

弁護士
べんごし

による解説
かいせつ

資料
しりょう

を作成
さくせい

し、市町
しちょ

村
うそん

に提供
ていきょう

する。（年
ねん

１回
かい

）

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

62

「相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

」１回
かい

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

の実効性
じっこうせい

が上
あ

がる

よう、相談員
そうだんいん

が求
もと

めるテーマを設定
せってい

す

る必要
ひつよう

がある。

[相談
そうだん

事例
じれい

の法的
ほうてき

解説
かいせつ

資料
しりょう

の作成
さくせい

、提
て

供
いきょう

]

県内
けんない

の新手
あらて

、悪質
あくしつ

な相談
そうだん

等
とう

について、

弁護士
べんごし

による解説
かいせつ

資料
しりょう

を作成
さくせい

し、市町
しちょ

村
うそん

に提供
ていきょう

する。（年
ねん

１回
かい

）

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

62
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

　

　

②
相
談
員

そ
う
だ
ん
い
ん

の
人
材

じ
ん
ざ
い

の
確
保

か
く
ほ

、
資
質

し
し
つ

の
向
上

こ
う
じ
ょ
う



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

名簿
めいぼ

等
とう

によ

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

有資格者
ゆうしかくしゃ

名簿
めいぼ

を作成
さくせい

し、市町村
しちょうそん

へ情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。

-

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

名簿
めいぼ

掲載者
けいさいしゃ

89名
な

（情報
じょうほう

提供
ていきょう

実績
じっせき

）

　３市52名（大和
やまと

市
し

、秦野
はだの

市
し

、小田原
おだわらし

市）

（名簿
めいぼ

登載
とうさい

者
しゃ

数
すう

増加
ぞうか

の取組
とりくみ

）

消費生活相談員資格試験合格者に対
たい

し、県
けん

の名簿
めいぼ

登載
とうさい

協力
きょうりょく

依頼に係るチラ

シの配付
はいふ

を、国民生活センターに依
い

頼
らい

。

・名簿
めいぼ

の項目
こうもく

が複雑化
ふくざつか

しているため、

簡素化
かんそか

する必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

有資格者
ゆうしかくしゃ

名簿
めいぼ

等
とう

によ

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

有資格者
ゆうしかくしゃ

名簿
めいぼ

を作成
さくせい

し、市町村
しちょうそん

へ情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。

- - 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

の開催
かいさい

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当
たんとう

者
しゃ

との会議
かいぎ

を開催
かいさい

し、情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

等
とう

を図
はか

る。(各
か

地区
くちく

回
かい

３回
かい

、弁護士
べんごし

参加
さんか

全体
ぜんたい

回
かい

４回
かい

、

合計
ごうけい

19回
かい

)

-

「消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

」

４地区
ちく

回
かい

各
かく

４回
かい

、弁護士
べんごし

参加
さんか

全体
ぜんたい

回
かい

４

回
かい

　合計
ごうけい

20回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、活発
かっぱつ

な意見
いけん

交換
こうかん

が可能
かのう

な実
じっ

施
し

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

の開催
かいさい

]

市町村
しちょうそん

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

との会議
かいぎ

を開催
かいさい

し、情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

等
とう

を図
はか

る。(４

地区
ちく

回
かい

各
かく

４回
かい

、弁護士
べんごし

参加
さんか

全体
ぜんたい

回
かい

４

回
かい

、合計
ごうけい

20回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

-

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[事例
じれい

研究
けんきゅう

アドバイス]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

に弁護士
べんごし

を招
しょ

聘
うへい

し、専門的
せんもんてき

見地
けんち

から助言
じょげん

を得
え

る。

(４回
かい

)

100

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

への弁護士
べんごし

参
さ

加
んか

　４回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、弁護士
べんごし

による専門的
せんもんてき

な助言
じょげん

を適時
てきじ

適切
てきせつ

に市町村
しちょうそん

と共有
きょうゆう

し、県内
けんない

の

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

対応
たいおう

力
りょく

の向上
こうじょう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

【消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

の開催
かいさい

】

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

に弁護士
べんごし

を招
しょ

聘
うへい

し、専門的
せんもんてき

見地
けんち

から助言
じょげん

を得
え

る。

(４回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

100

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

３ア② 再
さい

[PIO-NET等
とう

による消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

、分析
ぶんせき

と提供
ていきょう

]

PIO-NETにより収集
しゅうしゅう

した相談
そうだん

情報
じょうほう

を分
ぶ

析
んせき

し、｢消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

概要
がいよう

｣等
など

により県
け

民
んみん

、市町村
しちょうそん

等
とう

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。また、

市町村から緊急通報を収集
しゅうしゅう

し、提供
ていきょう

す

る。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

106

「消費生活相談警戒情報
しょうひせいかつそうだんけいかいじょうほう

」 54件

「消費生活相談概要
しょうひせいかつそうだんがいよう

」公表
こうひょう

（令和５年

７月）

「屋根
やね

や給湯器
きゅうとうき

などの点検商法
てんけんしょうほう

のトラ

ブルに注意
ちゅうい

！」公表
こうひょう

（令和
れいわ

６年１

月）、併
あわ

せて啓発
けいはつ

チラシ配布
はいふ

（約
やく

12,000部
ぶ

）・生協
せいきょう

情報
じょうほう

紙
し

へ掲載
けいさい

（令和
れいわ

６年
ねん

２月
がつ

）

「相談統計速報
そうだんとうけいそくほう

」　月１回

「緊急通報
きんきゅうつうほう

」　18件

提供
ていきょう

すべき情報
じょうほう

を見逃
みのが

さないよう常
つね

に

アンテナを高
たか

く張
は

っておくとともに、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

情報
じょうほう

を迅速
じんそく

かつ正確
せいかく

に分
ぶ

析
んせき

し、適時
てきじ

・適切
てきせつ

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

をする必
ひ

要
つよう

がある。

[PIO-NET等による消費生活相談情報
しょうひせいかつそうだんじょうほう

の収集、分析
ぶんせき

と提供
ていきょう

]

PIO-NETにより収集
しゅうしゅう

した相談情報
そうだんじょうほう

を分

析し、｢消費生活相談概要
しょうひせいかつそうだんがいよう

｣等により県
け

民、市町村等
んみん、しちょうそんなど

に情報提供する。また、

市町村
しちょうそん

から緊急通報
きんきゅうつうほう

を収集し、関係機
かんけいき

関
かん

で共有
きょうゆう

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

[消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

の開催
かいさい

]

消費
しょうひ

者
しゃ

から知事
ちじ

への被害
ひがい

救済
きゅうさい

の申
もう

し出
で

により、知事
ちじ

から付託
ふたく

された消費
しょうひ

者
しゃ

紛
ふ

争
んそう

について迅速
じんそく

な処理
しょり

を行
おこな

うため消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

を開催
かいさい

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

審議会
しんぎかい

等
とう

運営
うんえい

費
ひ

474

「被害
ひがい

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

」　０回
かい

「部会
ぶかい

」　　　　　  ０回
かい

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チームを通
つう

じての

情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

、相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

等
とう

各種
かくしゅ

会議
かいぎ

の場
ば

等
とう

を通
つう

じ、引
ひ

き続
つづ

き救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

へ

の付託
ふたく

事案
じあん

確保
かくほ

に努
つと

める必要
ひつよう

がある。

[エシカル消費
しょうひ

の普及
ふきゅう

]

食品
しょくひん

ロス、フェアトレ―ド等
とう

のエシカル消
しょ

費
うひ

の普及
ふきゅう

に向
む

けて、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

した啓
け

発
いはつ

を図
はか

る。

また、消費者市民社会
しょうひしゃしみんしゃかい

 の形成
けいせい

にかかる

啓発
けいはつ

資料
しりょう

 を発行
はっこう

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

審議会
しんぎかい

等
とう

運営
うんえい

費
ひ

474
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

　

　

ウ
　
消
費
者
被
害
救
済

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
ひ
が
い
き
ゅ
う
さ
い

③
市
町
村
と
の
情
報
共
有

し
ち
ょ
う
そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ほ
う
き
ょ
う
ゆ
う

①
消
費
者
被
害
救
済
委

し
ょ
う
ひ
し
ゃ
ひ
が
い
き
ゅ
う
さ
い
い
い
ん
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　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 18

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

担当
たんとう

グループ担当
たんとう

課
か本ほ

ん

掲け
い

再
掲

さ
い
け
い

重
点

じ
ゅ
う
て
ん

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績
令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

（

一
部

い
ち
ぶ

）

本
ほん

２ウ①

[消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チームの開催
かいさい

]

消費者被害の未然防止と救済に向け、

かながわ中央
ちゅうおう

消費生活
しょうひせいかつ

センターに寄
よ

せ

られた相談
そうだん

事案
じあん

の中
なか

から、事業者
じぎょうしゃ

指
し

導
どう

、消費者
しょうひしゃ

被害救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

付託
ふたく

及
およ

び適
て

格
きかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

を検討
けんとう

す

る。

‐

「消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チーム」

４回
かい

（随時
ずいじ

）

「適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換会
こうかんかい

」

１回
かい

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

への付託
ふたく

候補
こうほ

事
じ

案
あん

の掘
ほ

り起
おこ

しや、適格
てきかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

によ

る差止
さしとめ

請求
せいきゅう

の実現
じつげん

につながるよう、引
ひ

き続
つづ

き積極的
せっきょくてき

な検討
けんとう

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

っ

ていく必要
ひつよう

がある。

[消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

救済
きゅうさい

検討
けんとう

チームの開催
かいさい

]

消費者被害
しょうひしゃひがい

の未然防止
みぜんぼうし

と救済
きゅうさい

に向け、

かながわ中央
ちゅうおう

消費生活
しょうひせいかつ

センターに寄
よ

せ

られた相談
そうだん

事案
じあん

の中
なか

から、事業者
じぎょうしゃ

指
し

導
どう

、消費者
しょうひしゃ

被害救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

付託
ふたく

及
およ

び適
て

格
きかく

消費者
しょうひしゃ

団体
だんたい

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

を検討
けんとう

す

る。

― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ・

指導
しどう

Ｇ・

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

[相談
そうだん

機関
きかん

連携
れんけい

推進
すいしん

意見
いけん

交換
こうかん

会
かい

の開
か

催
いさい

]

相談
そうだん

機関
きかん

の取組
とりく

状況
じょうきょう

、取扱
とりあつか

案件
あんけん

などの

紹介
しょうかい

や相談
そうだん

機関
きかん

が抱
かか

える紛争
ふんそう

事例
じれい

等
とう

に

ついて意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

い、積極的
せっきょくてき

な連携
れんけい

推進
すいしん

を図
はか

る。(１回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

38

「相談
そうだん

機関
きかん

連携
れんけい

推進
すいしん

研修
けんしゅう

」（オンデマ

ンド配信
はいしん

）

　１回
かい

　延
の

べ43名
めい

参加
さんか

実施
じっし

方法
ほうほう

を検討
けんとう

した上
うえ

で実施
じっし

する必要
ひつよう

がある。

[相談機関連携推進意見交換会の開

催]

相談機関の取組状況、取扱案件などの

紹介や相談機関が抱える紛争事例等に

ついて研修等を行い、積極的な連携推

進を図る。(１回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

38
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

懇談会
こんだんかい

の開催
かいさい

]

弁護
べんご

士
し

会
かい

と県
けん

･市町
しちょう

村
そん

との、消費
しょうひ

者
しゃ

問
も

題
んだい

に係
かか

る懇談会
こんだんかい

を開催
かいさい

する。(年
ねん

２回
かい

)

3

「消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

懇談会
こんだんかい

」　２回
かい

（延
の

べ27

団体
だんたい

）

その時々
ときどき

に問題
もんだい

となっている消費者
しょうひしゃ

ト

ラブルと解決
かいけつ

方法
ほうほう

について、弁護士
べんごし

会
かい

と連携
れんけい

を図
はか

りながら共有
きょうゆう

する必要
ひつよう

があ

る。

[消費
しょうひ

者
しゃ

問題
もんだい

懇談会
こんだんかい

の開催
かいさい

]

弁護
べんご

士
し

会
かい

と県
けん

･市町
しちょう

村
そん

との、消費
しょうひ

者
しゃ

問
も

題
んだい

に係
かか

る懇談会
こんだんかい

を開催
かいさい

する。(年
ねん

２回
かい

)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

本
ほん

２イ②
重
点

じ
ゅ
う
て
ん

２ [青
あお

少年
しょうねん

部門
ぶもん

の相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

]

①青少年を対象とした一次総合相談窓口

である「かながわ子ども・若者総合相談セ

ンター」と「かながわ中央消費
しょうひ

生活セン

ター」が連携し、若者が契約等に関する

悩みを抱えた際に、相談しやすい環境づ

くりを進める。

②子ども・若者育成支援推進法に基づく

「神奈川県子ども・若者支援連携会議」に

おいて、成年年齢引下げによる若者の消

費者トラブルについての啓発資料や相談

窓口の案内を行い、子ども・若者支援に

関する機関との連携を図る。

「保護者
ほごしゃ

向
む

け啓発
けいはつ

動画
どうが

・ウェブサイト

の周知
しゅうち

」

「神奈川県
かながわけん

子
こ

ども・若者
わかもの

支援
しえん

連携
れんけい

会議
かいぎ

での消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の紹介
しょうかい

等
など

」

実際
じっさい

に消費者
しょうひしゃ

トラブルに巻
ま

き込
こ

まれた

若者
わかもの

が、抱
かか

え込
こ

まず適切
てきせつ

な機関
きかん

に相談
そうだん

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き関連
かんれん

機関
きかん

と連携
れんけい

を進
すす

める必要
ひつよう

がある。

[青
あお

少年
しょうねん

部門
ぶもん

の相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

]

①青少年
せいしょうねん

を対象とした一次総合相談窓口
いちじそうごうそうだんまどぐち

である「かながわ子ども・若者総合相談
わかものそうごうそうだん

セ

ンター」と「かながわ中央消費
しょうひ

生活セン

ター」が連携
れんけい

し、若者
わかもの

が契約等
けいやくなど

に関する

悩
なや

みを抱
かか

えた際
さい

に、相談
そうだん

しやすい環境づ

くりを進める。

②子ども・若者育成支援推進
わかものいくせいしえんすいしん

法に基づく

「神奈川県子ども・若者支援連携会議
わかものしえんれんけいかいぎ

」に

おいて、成年年齢
せいねんねんれい

引下
ひきさ

げによる若者
わかもの

の消
しょ

費者
うひしゃ

トラブルについての啓発資料
けいはつしりょう

や相談
そうだ

窓口
んまどぐち

の案内を行い、子ども・若者支援に

関する機関
きかん

との連携
れんけい

を図る。

― ― 消費生活課
しょ

企画
きかく

Ｇ

２イ①

２イ②

再
さい 重

点

じ
ゅ
う
て
ん

１
[関東

かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペー

ンによる高齢者
こうれいしゃ

･若者
わかもの

被害
ひがい

特別
とくべつ

相談
そうだん

の

実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の救済
きゅうさい

と未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

るこ

とを目的
もくてき

に、関東
かんとう

甲信越
こうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペーンの一環
いっかん

として、高齢者
こうれいしゃ

被
と

害
くべつ

特別
そうだん

相
そうだん

談
そうだん

、若者
わかもの

被害
ひがい

特別
とくべつ

相談
そうだん

を実施
じっし

する。

-

「高齢者
こうれいしゃ

のための消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

」

　期間
きかん

　　　令和
れいわ

５年
ねん

９月
がつ

25日
にち

～27日
にち

　相談
そうだん

件数
けんすう

　53件
けん

「若者
わかもの

のための消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

」

　期間
きかん

　　　令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

18日
にち

、19日
にち

　相談
そうだん

件数
けんすう

　10件
けん

今後
こんご

も複数
ふくすう

の媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、本
ほん

キャン

ペーンを通
つう

じて高齢者
こうれいしゃ

や若者
わかもの

がより相
そ

談
うだん

しやすくなるよう、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

の

周知
しゅうち

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[関東甲信越
かんとうこうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペー

ンによる高齢者
こうれいしゃ

･若者被害特別相談
わかものひがいとくべつそうだん

の

実施
じっし

]

消費者被害
しょうひしゃひがい

の救済
きゅうさい

と未然防止
みぜんぼうし

を図
はか

るこ

とを目的
もくてき

に、関東甲信越
かんとうこうしんえつ

ブロック共同
きょうどう

キャンペーンの一環
いっかん

として、高齢者被
こうれいしゃひ

害特別相談
がいとくべつそうだん

、若者
わかもの

被害
ひがい

特別
とくべつ

相談
そうだん

を実施
じっし

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

　

　

済
に
向む

け
た
取
組

と
り
く

み
の
推
進

す
い
し
ん

委
員
会

ん
か
い

に
よ
る
被
害

ひ
が
い

の
救
済

き
ゅ
う
さ
い

②
様
々

さ
ま
ざ
ま

な
相
談
機
関
等

そ
う
だ
ん
き
か
ん
と
う

と
の
連
携
強
化

れ
ん
け
い
き
ょ
う
か



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 16

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

[特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

等
とう

に係
かか

る悪質
あくしつ

事業者
じぎょうしゃ

へ

の指導
しどう

等
とう

の実施
じっし

]

専門
せんもん

職員
しょくいん

やアドバイザー等
など

を配置
はいち

し、

事業者
じぎょうしゃ

による違法
いほう

、悪質
あくしつ

な勧誘
かんゆう

行為
こうい

等
とう

に対
たい

し指導
しどう

・処分
しょぶん

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事業
じぎょう

費
ひ

325

4,038

「特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

・条例
じょうれい

に基
もと

づく処分
しょぶん

・

指導
しどう

」

　 処分
しょぶん

１件
けん

、指導
しどう

33件
けん

「景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

に基
もと

づく指導
しどう

」

　 景品
けいひん

類
るい

１件
けん

、表示
ひょうじ

23件
けん

　 うち食品
しょくひん

表示
ひょうじ

関連
かんれん

６件
けん

不当
ふとう

な取引行為
とりひきこうい

を行う事業者
じぎょうしゃ

に対する

指導
しどう

を行
おこな

うとともに、トイレ詰
つ

まり等
など

の修理
しゅうり

を行
おこな

う訪問
ほうもん

販売
はんばい

業者
ぎょうしゃ

に対する処
しょ

分
ぶん

を実施
じっし

した。

しかし、特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

や条例に違反
いはん

す

る行為
こうい

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

っている事業者
じぎょうしゃ

が

現在
げんざい

も確認
かくにん

されており、中
なか

には、広域
こういき

的
てき

に活動
かつどう

している事業者
じぎょうしゃ

も多
おお

く存在
そんざい

す

るという状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、近隣都県等
きんりんとけんとう

と

の連携
れんけい

を密
みつ

にし、必要
ひつよう

に応
おう

じ、合同
ごうどう

で

の指導等
しどうなど

を行う必要
ひつよう

がある。

[特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

等
とう

に係
かか

る悪質
あくしつ

事業者
じぎょうしゃ

へ

の指導
しどう

等
とう

の実施
じっし

]

専門
せんもん

職員
しょくいん

やアドバイザー等
など

を配置
はいち

し、

事業者
じぎょうしゃ

による違法
いほう

、悪質
あくしつ

な勧誘
かんゆう

行為
こうい

等
とう

に対
たい

し指導
しどう

・処分
しょぶん

を実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事
じぎ

業費
うひ

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事
じぎ

業費
うひ

351

4,074

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

[前払
まえばら

式
しき

特定
とくてい

取引
とりひき

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する立入
たちいり

検
けん

査
さ

の実施
じっし

]

前払
まえばら

式
しき

特定
とくてい

取引
とりひき

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、経営
けいえい

状
じょ

況
うきょう

、財務
ざいむ

状況
じょうきょう

や前受
まえう

金
きん

の保全
ほぜん

状況等
じょうきょうとう

を

把握
はあく

するため、立入
たちいり

検査
けんさ

を実施
じっし

する。

―
-

「立入
たちい

検査
けんさ

」　３事業者
じぎょうしゃ

事業者
じぎょうしゃ

の経営
けいえい

状況
じょうきょう

、財務
ざいむ

状況
じょうきょう

、前受金
まえうけきん

の保全
ほぜん

状況
じょうきょう

等
とう

を適切
てきせつ

に把握
はあく

するほか、

消費者
しょうひしゃ

利益
りえき

の保護
ほご

のため、引
ひ

き続
つづ

き、

国
くに

と連携
れんけい

し、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して適切
てきせつ

な指
しど

導
う

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[前払
まえばら

式
しき

特定
とくてい

取引
とりひき

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する立入
たちいり

検
けん

査
さ

の実施
じっし

]

前払
まえばら

式
しき

特定
とくてい

取引
とりひき

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、経営
けいえい

状
じょ

況
うきょう

、財務
ざいむ

状況
じょうきょう

や前受
まえう

金
きん

の保全
ほぜん

状況等
じょうきょうとう

を

把握
はあく

するため、立入
たちいり

検査
けんさ

を実施
じっし

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

本
ほん

４ウ② [不当
ふとう

表示
ひょうじ

防止
ぼうし

のための対策
たいさく

の実施
じっし

]

景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

違反
いはん

の根拠
こんきょ

を得
え

るため、違
いは

反
ん

の疑
うたが

いがある商品
しょうひん

に対
たい

し、外部
がいぶ

機関
きかん

による成分
せいぶん

検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

325
「成分

せいぶん

検査
けんさ

」　０件
けん

今後
こんご

も必要
ひつよう

に応
おう

じて検査
けんさ

の実施
じっし

を検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[不当
ふとう

表示
ひょうじ

防止
ぼうし

のための対策
たいさく

の実施
じっし

]

景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

違反
いはん

の根拠
こんきょ

を得
え

るため、違
いは

反
ん

の疑
うたが

いがある商品
しょうひん

に対
たい

し、外部
がいぶ

機関
きかん

による成分
せいぶん

検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事
じぎ

業費
うひ

351
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

[特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

第
だい

60条
じょう

に基
もと

づく申出
もうしで

・

悪質
あくしつ

商法
しょうほう

目安
めやす

箱
ばこ

]

不当
ふとう

な取引
とりひき

行為
こうい

を行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

に関
かん

する

情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

を幅広
はばひろ

く行
おこな

い、法令
ほうれい

に基
もと

づく

事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

をより一層
いっそう

進
すす

めるため、県
けん

民
みん

からの情報
じょうほう

提供
ていきょう

を求
もと

める。

― - 「特定商取引法第
とくていしょうとりひきほうだい

60条
じょう

に基
もと

づく申出
もうしで

」

　 受付件数
うけつけけんすう

　６件
けん

「悪質商法目安箱
あくしつしょうほうめやすばこ

」

 　受付件数
うけつけけんすう

　115件
けん

基本的
きほんてき

には「悪質
あくしつ

商法
しょうほう

目安
めやす

箱
ばこ

」に通報
つうほう

してもらうよう、ホームページを修正
しゅうせい

した。

「悪質
あくしつ

商法
しょうほう

目安
めやす

箱
ばこ

」の受付
うけつけ

件数
けんすう

は増加
ぞうか

しているが、引
ひ

き続
つづ

き、事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

に

情報
じょうほう

を活
い

かしていく必要
ひつよう

がある。

[特定
とくてい

商取引
しょうとりひき

法
ほう

第
だい

60条
じょう

に基
もと

づく申出
もうしで

・

悪質
あくしつ

商法
しょうほう

目安
めやす

箱
ばこ

]

不当
ふとう

な取引
とりひき

行為
こうい

を行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

に関
かん

する

情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

を幅広
はばひろ

く行
おこな

い、法令
ほうれい

に基
もと

づく

事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

をより一層
いっそう

進
すす

めるため、県
けん

民
みん

からの情報
じょうほう

提供
ていきょう

を求
もと

める。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

[近隣
きんりん

都県
とけん

、政令市
せいれいし

、県
けん

警察
けいさつ

との連
れん

携
けい

]

五都県
ごとけん

合同
ごうどう

による悪質
あくしつ

事業者
じぎょうしゃ

対策
たいさく

会議
かいぎ

(１回
かい

)、担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

(計
けい

10回
かい

)、指導
しどう

等
とう

の実施
じっし

や政令市
せいれいし

、県
けん

警察
けいさつ

との消費者
しょうひしゃ

被
ひが

害
い

拡大
かくだい

防止
ぼうし

連絡
れんらく

会議
かいぎ

（４回
かい

）を開催
かいさい

す

る。

―
-

「悪質
あくしつ

事業者
じぎょうしゃ

対策
たいさく

会議
かいぎ

」　　　　　１

回
かい

「担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

（特商法
とくしょうほう

関係
かんけい

)」 　　６

回
かい

「担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

（景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

関係
かんけい

)」 ４

回
かい

「消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

拡大
かくだい

防止
ぼうし

連絡
れんらく

会議
かいぎ

」　４

回
かい

（うち３回
かい

は書面
しょめん

開催
かいさい

）

不当
ふとう

な取引
とりひき

行為
こうい

を行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

の中
なか

に

は、広域的
こういきてき

に活動
かつどう

している者
もの

も多
おお

く存
そん

在
ざい

することから、近隣
きんりん

都県
とけん

等
とう

との連携
れんけい

をより一層
いっそう

、密
みつ

にしていく必要
ひつよう

があ

る。

[近隣
きんりん

都県
とけん

、政令市
せいれいし

、県
けん

警察
けいさつ

との連
れん

携
けい

]

五都県
ごとけん

合同
ごうどう

による悪質
あくしつ

事業者
じぎょうしゃ

対策
たいさく

会議
かいぎ

(１回
かい

)、担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

(計
けい

10回
かい

)、指導
しどう

等
とう

の実施
じっし

や政令市
せいれいし

、県
けん

警察
けいさつ

との消費者
しょうひしゃ

被
ひが

害
い

拡大
かくだい

防止
ぼうし

連絡
れんらく

会議
かいぎ

（４回
かい

）を開催
かいさい

す

る。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

基
本
方
向

き
ほ
ん
ほ
う
こ
う

４
　
安
全

あ
ん
ぜ
ん

・
安
心

あ
ん
し
ん

な
消
費
生
活

し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ

の
確
保

か
く
ほ
　

ア
　
事
業
者
指
導

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
し
ど
う

に
よ
る
取
引

と
り
ひ
き

の
適
正
化

て
き
せ
い
か

①
法
令

ほ
う
れ
い

に
基も

と

づ
く
事
業
者
指
導

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
し
ど
う

の
実
施

じ
っ
し

②
事
業
者
指
導

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
し
ど
う

に
あ

た
っ
て
の
連
携

れ
ん
け
い

の
推
進

す
い
し
ん
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

本
ほん

１ア③

４イ②

４ウ②

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業
じぎょう

者
しゃ

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

としたコンプライアンス意識
いしき

向
こう

上
じょう

のための研修
けんしゅう

や、消費
しょうひ

者
しゃ

への適切
てきせつ

か

つ迅速
じんそく

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を促
うなが

すための研修
けんしゅう

を

実施
じっし

するほか、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

に

より、消費生活行政に係る情報提供等

を行う。

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ 28

「景品表示法研修資料
けいひんひょうじほうけんしゅうしりょう

の生活
せいかつ

衛生課

ホームページ掲載及
およ

び関係
かんけい

団体
だんたい

への周
しゅ

知
うち

」

「事業者向
じぎょうしゃむけ

けセミナー」

６回（①神奈川県新聞販売
しんぶんはんばい

組合及
およ

び京
けい

浜
ひん

新聞販売組合、②かながわ住まいま

ちづくり協会、③日本訪問販売協会、

④神奈川県ケーブルテレビ協議会（２

回
かい

）、⑤横浜中華街発展
ちゅうかがいはってん

会協同組合）

計
けい

175名参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、オンラインも活用
かつよう

しなが

ら、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があ

る。

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

により、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

う。

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ

28
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

３イ③ 再
さい

＜【専門
せんもん

分野
ぶんや

別
べつ

グループによる専門
せんもん

性
せい

向上
こうじょう

の取組
とりく

み】と統合
とうごう

＞

―
-

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[公益通報者保護法の普及]

ホームぺージや研修資料等を活用し、

公益通報者保護制度の周知を実施す

る。

― ― ・外部の労働者からの公益通報に対し

て適切に対応できるよう研修資料を作

成し、県庁内で制度の周知等を実施し

た。

引
ひ

き続
つづ

き、外部
がいぶ

の労働者
ろうどうしゃ

からの公益
こうえき

通
つう

報
ほう

に対
たい

して適切
てきせつ

に対応
たいおう

できるよう、県
けん

庁内
ちょうない

で制度
せいど

の周知
しゅうち

や研修
けんしゅう

等
とう

を行
おこな

ってい

く必要
ひつよう

がある。

[公益通報者保護法の普及]

ホームぺージや研修資料等を活用し、公

益通報者保護制度の周知を実施する。

― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ―

　

　

イ
　
消
費
者

し
ょ
う
ひ
し
ゃ

か
ら
信
頼

し
ん
ら
い

さ
れ
る
事
業
者
活
動

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
か
つ
ど
う

の
促
進

そ
く
し
ん

①
品
質

ひ
ん
し
つ

や
顧
客
満
足

こ
き
ゃ
く
ま
ん
ぞ
く

を
高た

か

め
る
事
業
者
活
動

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
か
つ
ど
う

の
支
援

し
え
ん
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基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

「事業者向けセミナー」

４イ① 再
さい

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

(特定商

取引法研修会等）]

消費者から信頼される事業者活動促進

のため、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、事業者

を対象としたコンプライアンス意識向

上のための研修や、消費者への適切か

つ迅速な情報提供を促すための研修を

実施する。

・特定商取引法研修会　２回

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ 28

「景品表示法研修資料
けいひんひょうじほうけんしゅうしりょう

の生活
せいかつ

衛生課

ホームページ掲載及
およ

び関係
かんけい

団体
だんたい

への周
しゅ

知
うち

」

「事業者向けセミナー」

５回（①神奈川県新聞販売組合及
およ

び京

浜新聞販売組合、②かながわ住まいま

ちづくり協会、③日本訪問販売協会、

④神奈川県ケーブルテレビ協議会（２

回
かい

））　計
けい

165名参加
さんか

引
ひ

き続
つづ

き、オンラインも活用
かつよう

しなが

ら、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があ

る。

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業者
じぎょうしゃ

団体
だんたい

との連携
れんけい

により、

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

う。

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ

28
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ・

推進
すいしん

Ｇ・

相一
そういち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

[「悪質な訪問販売 撲滅！かながわ宣

言」宣言団体等
とう

との取組
とりく

み]

「宣言」に係る取組みを着実に推進す

るとともに、宣言団体による自主的な

取組みを促進する。また、「宣言」に

係る取組みの効果検証を図る。

また、「悪質な訪問販売 撲滅」の機

運を高めるための啓発グッズの作成や

キャンペーンを実施する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

(交付金
こうふきん

)

15,000
本
ほん

２ウ③ 重
じゅ

点
うてん

１

「宣言
せんげん

団体
だんたい

への新規
しんき

加入
かにゅう

」

・住宅
じゅうたく

リフォームに関連
かんれん

する３つの事
じぎょ

業者
うしゃ

団体
だんたい

が宣言
せんげん

団体
だんたい

に新規
しんき

加入
かにゅう

「宣言団体
せんげんだんたい

との情報共有
じょうほうきょうゆう

」

・宣言団体
せんげんだんたい

との意見交換会
いけんこうかんかい

　１回

・県の担当者
たんとうしゃ

による宣言団体
せんげんだんたい

への個別
こべつほ

訪問
うもん

　７回
かい

「事業者向
じぎょうしゃむ

けセミナーへの講師派遣
こうしはけん

」

５回
かい

・神奈川県新聞販売組合
ながわけんしんぶんはんばいくみあい

及び京浜新聞

販売組合実施
じっし

セミナー

・かながわ住まいまちづくり協会
きょうかい

実施

セミナー

・日本訪問販売協会実施
じっし

講習会
こうしゅうかい

・神奈川県
かながわけん

ケーブルテレビ協議会
きょうぎかい

定例
ていれい

会
かい

（２回
かい

）

「啓発
けいはつ

ツールの配布
はいふ

」

・悪質
あくしつ

な訪問販売
ほうもんはんばい

の注意喚起
ちゅういかんき

チラシ・

シールの印刷
いんさつ

　各75 000部

　

啓発
けいはつ

ツールの共同配布
きょうどうはいふ

や事業者向
じぎょうしゃむ

け研
けん

修
しゅう

の実施
じっし

など「宣言
せんげん

」に係
かか

る取組
とりくみ

みを

積
つ

み重
かさ

ねるとともに、宣言団体
せんげんだんたい

による

自主的
じしゅてき

な取組
とりく

みを促進
そくしん

していく必要
ひつよう

が

ある。

また、今後
こんご

も訪問販売
ほうもんはんばい

に係る苦情相談
くじょうそうだん

件数
けんすう

、特に宣言団体
せんげんだんたい

に関係する商品・
しょうひん・

役務
えきむ

に係る相談件数
そうだんけんすう

の推移
すいい

を注視
ちゅうし

する

など、「宣言
せんげん

」の効果
こうか

検証
けんしょう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。

[「悪質
あくしつ

な訪問販売
ほうもんはんばい

 撲滅
ぼくめつ

！かながわ宣
せん

言
げん

」宣言団体等
せんげんだんたいなど

との取組
とりく

み]

「宣言
せんげん

」に係
かか

る取組
とりく

みを着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

す

るとともに、宣言
せんげん

団体による自主的な

取組みを促進する。また、「宣言
せんげん

」に

係
かか

る取組
とりく

みの効果
こうか

検証
けんしょう

を図
はか

る。

さらに、悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

について、消
しょ

費者
うひしゃ

に一層
いっそう

の注意
ちゅうい

喚起
かんき

を図
はか

るための

キャンペーン等
とう

を実施する。

消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

(交付金
こうふきん

)

15,000
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ・

推進
すいしん

Ｇ・

相一
そういち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

　

　

　

②
事
業
者
団
体

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ
だ
ん
た
い

と
の
連
携

れ
ん
け
い

に
よ
る
普
及
啓
発

ふ
き
ゅ
う
け
い
は
つ
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柱
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中
ちゅう

柱
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小柱
こばしら

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

の適正
てきせい

運営
うんえい

の指
しど

導
う

]

県内
けんない

消費
しょうひ

生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

の運営
うんえい

、会計
かいけい

状
じょ

況
うきょう

を検査
けんさ

し、店舗
てんぽ

や施設
しせつ

の運営
うんえい

状況
じょうきょう

を

把握
はあく

することで、組合
くみあい

の適正
てきせい

運営
うんえい

を指
しど

導
う

する。

― - 「立入
たちい

検査
けんさ

」　　　７組合
くみあい

「巡回
じゅんかい

指導
しどう

調査
ちょうさ

」　２組合
くみあい

今後
こんご

も消費
しょうひ

生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

の運営
うんえい

の実態
じったい

等
ひと

を踏
ふ

まえた効果的
こうかてき

な指導
しどう

を行
おこな

ってい

く必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

の適正
てきせい

運営
うんえい

の指
しど

導
う

]

県内
けんない

消費
しょうひ

生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

の運営
うんえい

、会計
かいけい

状
じょ

況
うきょう

を検査
けんさ

し、店舗
てんぽ

や施設
しせつ

の運営
うんえい

状況
じょうきょう

を

把握
はあく

することで、組合
くみあい

の適正
てきせい

運営
うんえい

を指
しど

導
う

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

本
ほん

２ア① [商品
しょうひん

テスト分析
ぶんせき

の実施
じっし

]

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

で提起
ていき

された商品等
しょうひんとう

から

テーマを選定
せんてい

し、各研究機関と連携し

て商品
しょうひん

テストを実施
じっし

する。

商品
しょうひん

の持
も

つ特性
とくせい

による取扱
とりあつか

い上
じょう

の注意
ちゅうい

事項
じこう

などについて、消費者
しょうひしゃ

へ注意
ちゅうい

喚起
かんき

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

250
商品
しょうひん

テスト実施
じっし

「電子
でんし

レンジ用
よう

哺乳
ほにゅう

瓶
びん

消毒
しょうどく

器
き

の商品
しょうひん

テ

スト」

　委託先
いたくさき

　(一
いち

財
ざい

)日本
にほん

文化
ぶんか

用品
ようひん

安全
あんぜん

試
しけ

験
ん

所
じょ

「商品
しょうひん

テストコーディネート」

　２製品
せいひん

（「ポータブル電源
でんげん

」「長
なが

靴
ぐつ

）」）

寄
よ

せられた相談
そうだん

内容
ないよう

を精査
せいさ

し、注意
ちゅうい

喚
かん

起
き

の側面
そくめん

などから適時
てきじ

適切
てきせつ

に商品
しょうひん

テス

トが必要
ひつよう

な案件
あんけん

を選出
せんしゅつ

して実施
じっし

する必
ひつ

要
よう

がある。

また、必要
ひつよう

に応
おう

じて他
た

機関
きかん

と連携
れんけい

し、

商品
しょうひん

テストのコーディネートを行
おこな

って

いく必要
ひつよう

がある。

[商品
しょうひん

テスト分析
ぶんせき

の実施
じっし

]

消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

で提起された商品等
しょうひんなど

から

テーマを選定
せんてい

し、各研究機関
かくけんきゅうきかん

と連携し

て商品
しょうひん

テストを実施
じっし

する。

商品
しょうひん

の持つ特性
とくせい

による取扱
とりあつか

い上の注意
ちゅうい

事項
じこう

などについて、消費者
しょうひしゃ

へ注意喚起
いかんき

や情報提供
じょうほうていきょう

を行う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支
しえ

援
ん

事業費
じぎょうひ

250
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

[消費
しょうひ

者
しゃ

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づく事業者
じぎょうしゃ

調査
ちょうさ

]

消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

の発生
はっせい

、拡大
かくだい

を防
ふせ

ぐため、

消費者庁
しょうひしゃちょう

等
とう

と連携
れんけい

し、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

し、

消費
しょうひ

者
しゃ

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づく報告
ほうこく

徴収
ちょうしゅう

、立入
たちいり

調査
ちょうさ

を行
おこな

う。

消費生活相談員等レベ
しょ

ルアップ推進事業費

(交付
こうふきん

金)

108
「成分

せいぶん

検査
けんさ

」　０件
けん

引
ひ

き続
つづ

き、必要
ひつよう

に応
おう

じて検査
けんさ

の実施
じっし

を

検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[不当
ふとう

表示
ひょうじ

防止
ぼうし

のための対策
たいさく

の実施
じっし

]

景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

違反
いはん

の根拠
こんきょ

を得
え

るため、違
いは

反
ん

の疑
うたが

いがある商品
しょうひん

に対
たい

し、外部
がいぶ

機関
きかん

による成分
せいぶん

検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事
じぎ

業費
うひ

351
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

[消費
しょうひ

生活用
せいかつよう

製品
せいひん

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づく立入
たちいり

検査
けんさ

による指導
しどう

]

市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、消費
しょうひ

生活
せいかつ

用
よう

製品
せいひん

安全
あんぜん

法
ほう

に基
もと

づく販売
はんばい

業者
ぎょうしゃ

への立入
たちいり

検査
けんさ

を実
じっ

施
し

する。

―
-

「特定
とくてい

製品
せいひん

」　　 87件
けん

「特定
とくてい

保守
ほしゅ

製品
せいひん

」 ０件
けん

引
ひ

き続
つづ

き、該当
がいとう

製品
せいひん

を取
と

り扱
あつか

っている

事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

する検査
けんさ

を適切
てきせつ

に実施
じっし

する

必要
ひつよう

がある。

[消費
しょうひ

生活用
せいかつよう

製品
せいひん

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づく立入
たちいり

検査
けんさ

による指導
しどう

]

市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、消費
しょうひ

生活
せいかつ

用
よう

製品
せいひん

安全
あんぜん

法
ほう

に基
もと

づく販売
はんばい

業者
ぎょうしゃ

への立入
たちいり

検査
けんさ

を実
じっ

施
し

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

２ア① 再
さい

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に寄
よ

せられ

た相談事例や国民
こくみん

生活
せいかつ

センターから提
てい

供
きょう

される啓発
けいはつ

情報
じょうほう

の中から、消費者に

特に周知する必要がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。(月
つき

１回
かい

､随時
ずいじ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

1,379
｢かながわ消費生活注意･警戒情報

しょうひせいかつちゅうい・けいかいじょうほう

｣

　12回発行
はっこう

　各6,400部

　テーマ「投資
とうし

グループに誘
さそ

われる

ＦＸ取引
とりひき

の詐欺的
さぎてき

なトラブルに注
ちゅ

意
うい

！」等

（主な配布先
はいふさき

）

　市町村
しちょうそん

、消費者団体
しょうひしゃだんたい

、老人会、社会
しゃかい

福祉協議会等
ふくしきょうぎかいなど　

　336か所

新
あら

たな手口
てぐち

によるトラブルの未然
みぜん

防止
ぼうし

や拡大
かくだい

防止
ぼうし

につながる情報
じょうほう

を、積極的
せっきょくてき

に収集
しゅうしゅう

していく必要
ひつよう

がある。

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

の発行
はっこう

]

県内
けんない

の消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

窓口等に寄せられ

た相談事例
そうだんじれい

や国民生活
こくみんせいかつ

センターから提
てい

供
きょう

される啓発情報
けいはつじょうほう

の中から、消費者
しょうひしゃ

に

特に周知
しゅうち

する必要
ひつよう

がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広く提供
ていきょう

する。さら

に、今年度
こんねんど

より新たに、生協情報紙
せいきょうじょうほうし

に

概要を掲載
けいさい

する。加
くわ

えて、管轄地域
かんかつちいき

の

高齢化率
こうれいかりつ

が高い警察署
けいさつしょ

に提供し、巡回
じゅんか

連絡等
いれんらくとう

での活用
かつよう

を図
はか

る。(月
つき

１回
かい

､随
ずい

時
じ

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

- 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

二
に

Ｇ

　

　

シ ルの印刷　各75,000部

（主な配布先
はいふさき

）

県内警察署
けんないけいさつしょ

、宣言団体、市町村
しちょうそん

消費
しょうひ

生
せい

活
かつ

行政担当課
か

、出前講座等
でまえこうざなど

　約130か

所

 

　

　

　

ウ
　
商
品

し
ょ
う
ひ
ん

及 
お
よび

サ
ー
ビ
ス
に
関か

ん

す
る
安
全

あ
ん
ぜ
ん

・
安
心

あ
ん
し
ん

の
確
保

か
く
ほ

③
消
費
生
活
協
同
組
合
法

し
ょ
う
ひ
せ
い
か
つ
き
ょ
う
ど
う
く
み
あ
い
ほ
う

に
基も

と

づ
く
健
全

け
ん
ぜ
んな

生
協
運
営

せ
い
き
ょ
う
う
ん
え
い

の
指
導

し
ど
う

①
商
品

し
ょ
う
ひ
ん

及お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
の
安
全

あ
ん
ぜ
ん

に
関か

ん

す
る
情
報
収
集

じ
ょ
う
ほ
う
し
ゅ
う
し
ゅ
う

、
提
供

て
い
き
ょ
う



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 20

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[重大
じゅうだい

事故
じこ

情報等
じょうほうとう

の収集
しゅうしゅう

、提供
ていきょう

]

商品
しょうひん

、サービスに係
かか

る事故
じこ

等
とう

の情報
じょうほう

を

ホームページ等
とう

により市町村
しちょうそん

や消費者
しょうひしゃ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。また、消費者
しょうひしゃ

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づき、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

に寄
よ

せら

れた重大
じゅうだい

事故
じこ

情報
じょうほう

等
とう

の国
くに

への通知
つうち

を行
おこな

う。

―
-

「かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

情報
じょうほう

」

　ホームページ、ＳＮＳ

10回
かい

引
ひ

き続
つづ

き、関係
かんけい

機関
きかん

等
など

が発信
はっしん

する重大
じゅうだい

事故
じこ

情報
じょうほう

や、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

に寄
よ

せ

られた事故
じこ

情報等
じょうほうなど

について、迅速
じんそく

な情
じょ

報
うほう

発信
はっしん

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[重大事故
じゅうだいじこ

情報等
じょうほうとう

の収集
しゅうしゅう

、提供
ていきょう

]

商品
しょうひん

、サービスに係
かか

る事故
じこ

等
とう

の情報
じょうほう

を

ホームページ等
とう

により市町村
しちょうそん

や消費者
しょうひしゃ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。また、消費者
しょうひしゃ

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づき、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

に寄
よ

せら

れた重大
じゅうだい

事故
じこ

情報
じょうほう

等
とう

の国
くに

への通知
つうち

を行
おこな

う。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
そう

二
に

Ｇ

３ア④ 再
さい

[専門
せんもん

家
か

による法律
ほうりつ

、技術
ぎじゅつ

分野
ぶんや

の助
じょ

言
げん

]

消費生活相談への適切な対応のため、

担当職員が、法律、技術分野など専門

性の高い相談に対し、専門家から必要

なアドバイスを受ける。(法律相談

（面接）36回、法律相談（文書）９ヵ

月、技術相談４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業費
じぎょうひ

88

1,350

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(面接
めんせつ

)」　36回
かい

 　154件
けん

「法律
ほうりつ

相談
そうだん

(文書
ぶんしょ

)」　４､６～12、２月
がつ

実施
じっし

38件
けん

「技術
ぎじゅつ

相談
そうだん

」　　　　０回
かい

市町村
しちょうそん

へ専門家
せんもんか

アドバイスを実施
じっし

する

事業
じぎょう

の活用
かつよう

について引
ひ

き続
つづ

き周知
しゅうち

する

必要
ひつよう

がある。

[専門家
せんもんか

による法律
ほうりつ

、技術分野
ぎじゅつぶんや

の助
じょ

言
げん

]

消費生活相談
しょうひせいかつそうだん

への適切
てきせつ

な対応
たいおう

のため、

職員
しょくいん

が法律
ほうりつ

、技術分野
ぎじゅつぶんや

など専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

に対
たい

し、専門家
せんもんか

から必要
ひつよう

なアド

バイスを受
うけ

ける。(法律相談
りつそうだん

（面接）

36回、法律相談
ほうりつそうだん

（文書）9ヵ月、技術
ぎじゅつ

相談
そうだん

４回)

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

機能
きのう

支
しえ

援
ん

事業費
じぎょうひ

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

88

1,350

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ・

相
しょう

二
に

Ｇ

４ア① 再
さい

[景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

に基
もと

づく事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

等
など

の

実施
じっし

]

事業者
じぎょうしゃ

による不当
ふとう

表示
ひょうじ

に対
たい

し指導
しどう

等
など

を

実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事業
じぎょう

費
ひ

625

4,003

「景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

に基
もと

づく指導
しどう

」

　　景品
けいひん

類
るい

１件
けん

、表示
ひょうじ

23件
けん

　　うち食品
しょくひん

表示
ひょうじ

関連
かんれん

６件
けん

引
ひ

き続
つづ

き、一般
いっぱん

消費者
しょうひしゃ

から寄
よ

せられた

情報等
じょうほうなど

を精査
せいさ

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて、不当
ふとう

表示
ひょうじ

を行
おこな

っている事業者
じぎょうしゃ

への指導
しどう

等
とう

を

行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

に基
もと

づく事業者
じぎょうしゃ

指導
しどう

等
など

の

実施
じっし

]

事業者
じぎょうしゃ

による不当
ふとう

表示
ひょうじ

に対
たい

し指導
しどう

等
など

を

実施
じっし

する。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事
じぎ

業費
うひ

毎日
まいにち

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

事
じぎ

業費
うひ

351

4,074

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

４イ① 再
さい

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

（食品
しょくひん

表
ひょ

示
うじ

関連
かんれん

）]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業
じぎょう

者
しゃ

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

としたコンプライアンス意識
いしき

向
こう

上
じょう

のための研修
けんしゅう

や、消費
しょうひ

者
しゃ

への適切
てきせつ

か

つ迅速
じんそく

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を促
うなが

すための研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。

・景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

研修
けんしゅう

会
かい

　４回
かい

　ほか

―
-

・景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

研修
けんしゅう

資料
しりょう

の生活
せいかつ

衛生課
えいせいか

ホームページへの掲載
けいさい

及
およ

び関係
かんけい

団体
だんたい

へ

の周知
しゅうち

引
ひ

き続
つづ

き、オンラインも活用
かつよう

しなが

ら、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

に係
かか

る情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

を行
おこな

っていく必要
ひつよう

があ

る。

[事業者
じぎょうしゃ

向
む

け研修
けんしゅう

会
かい

等
とう

の実施
じっし

（食品
しょくひん

表
ひょ

示
うじ

関連
かんれん

）]

消費者
しょうひしゃ

から信頼
しんらい

される事業者
じぎょうしゃ

活動
かつどう

促進
そくしん

のため、事業
じぎょう

者
しゃ

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

としたコンプライアンス意識
いしき

向
こう

上
じょう

のための研修
けんしゅう

や、消費
しょうひ

者
しゃ

への適切
てきせつ

か

つ迅速
じんそく

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を促
うなが

すための研修
けんしゅう

を

実施
じっし

する。

― ― 消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

４ア① 再
さい

[不当
ふとう

表示
ひょうじ

防止
ぼうし

のための対策
たいさく

の実施
じっし

]

景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

違反
いはん

の根拠
こんきょ

を得
え

るため、違
いは

反
ん

の疑
うたが

いがある商品
しょうひん

に対
たい

し、外部
がいぶ

機関
きかん

による成分
せいぶん

検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

費
ひ

625
「成分

せいぶん

検査
けんさ

」　０件
けん

引
ひ

き続
つづ

き、必要
ひつよう

に応
おう

じて検査
けんさ

の実施
じっし

を

検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[不当
ふとう

表示
ひょうじ

防止
ぼうし

のための対策
たいさく

の実施
じっし

]

景品
けいひん

表示法
ひょうじほう

違反
いはん

の根拠
こんきょ

を得
え

るため、違
いは

反
ん

の疑
うたが

いがある商品
しょうひん

に対
たい

し、外部
がいぶ

機関
きかん

による成分
せいぶん

検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う。

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

事
じぎ

業費
うひ

351
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

指導
しどう

Ｇ

[食品
しょくひん

表示
ひょうじ

の監視
かんし

指導
しどう

の実施
じっし

]

食品
しょくひん

営業
えいぎょう

施設
しせつ

への立入
たちいり

調査
ちょうさ

時
じ

に、アレ

ルギー物質
ぶっしつ

、食品
しょくひん

添加物
てんかぶつ

等
とう

の食品
しょくひん

表示
ひょうじ

の監視
かんし

指導
しどう

を実施
じっし

し、違反
いはん

を発見
はっけん

した

場合
ばあい

には適正
てきせい

表示
ひょうじ

を指導
しどう

するなど必要
ひつよう

な措置
そち

を行
おこな

う。

食品
しょくひん

営業
えいぎょう

指導
しどう

等
とう

事業費
じぎょうひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

4,550
「食品

しょくひん

関係
かんけい

営業
えいぎょう

施設
しせつ

監視
かんし

件数
けんすう

」

17,987件
けん

（令和
れいわ

４年度
ねんど

実績
じっせき

）

※令和
れいわ

５年度
ねんど

は集計中
しゅうけいちゅう

表示
ひょうじ

を必要
ひつよう

とする食品
しょくひん

を製造
せいぞう

している

食品
しょくひん

営業
えいぎょう

施設
しせつ

への立入
たちいり

調査
ちょうさ

時
じ

に、表示
ひょうじ

の監視
かんし

指導
しどう

を実施
じっし

しており、適正
てきせい

表示
ひょうじ

の指導
しどう

をした。今後
こんご

も継続
けいぞく

して監視
かんし

指
しど

導
う

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

[食品
しょくひん

表示
ひょうじ

の監視
かんし

指導
しどう

の実施
じっし

]

食品
しょくひん

営業
えいぎょう

施設
しせつ

への立入
たちいり

調査
ちょうさ

時
じ

に、アレ

ルギー物質
ぶっしつ

、食品
しょくひん

添加物
てんかぶつ

等
とう

の食品
しょくひん

表示
ひょうじ

の監視
かんし

指導
しどう

を実施
じっし

し、違反
いはん

を発見
はっけん

した

場合
ばあい

には適正
てきせい

表示
ひょうじ

を指導
しどう

するなど必要
ひつよう

な措置
そち

を行
おこな

う。

食品
しょくひん

営業
えいぎょう

指導
しどう

等
とう

事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

5,115
生活
せいかつ

衛生
えいせい

課
か

食品
しょくひん

衛生
えいせい

Ｇ

[栄養
えいよう

表示等
ひょうじなど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

]

健康
けんこう

増進
ぞうしん

に資
し

するよう制度
せいど

の普及
ふきゅう

に努
つと

める。その上
うえ

で、食品
しょくひん

事業
じぎょう

者
しゃ

が表示
ひょうじ

を

行
おこな

うに当
あ

たっての相談
そうだん

を行
おこな

う。

栄養
えいよう

・食生活
しょくせいかつ

対策
たいさく

推進
すいしん

事業費
じぎょうひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

245
「栄養

えいよう

表示
ひょうじ

等
とう

の相談
そうだん

」　44件
けん

県民
けんみん

が栄養
えいよう

成分
せいぶん

表示
ひょうじ

を有効
ゆうこう

活用
かつよう

できる

よう、普及啓発
ふきゅうけいはつ

は従来
じゅうらい

より実施
じっし

してい

る健康
けんこう

増進
ぞうしん

分野
ぶんや

だけでなく、消費
しょうひ

生活
せいかつ

の分野
ぶんや

でも進
すす

める必要
ひつよう

がある。

[栄養
えいよう

表示等
ひょうじなど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

]

健康
けんこう

増進
ぞうしん

に資
し

するよう制度
せいど

の普及
ふきゅう

に努
つと

めると共
とも

に食品
しょくひん

事業
じぎょう

者
しゃ

へ適正
てきせい

表示
ひょうじ

に向
む

けた相談
そうだん

を行
おこな

う。

栄養
えいよう

・食生活
しょくせいかつ

対策
たいさく

推
すい

進
しん

事業費
じぎょうひ

246
健康
けんこう

増進
ぞうしん

課
か

健康
けんこう

づくりＧ

　

　

　

 

②
適
正

て
き
せ
い

な
表
示

ひ
ょ
う
じ

の
推
進

す
い
し
ん



注　＊一箇所にしか掲載のない事業は「本掲」の表記はしません。
　　＊「本･再掲の別」は個々の事業単位としました。（予算事業単位ではありません。）
　　＊当初予算額が「（一部）」となっているものの中には、消費者施策に係る事業以外の予算額が含まれているものがあります。(分割できないため） 21

基本
きほん

方向
ほうこう

（大
おお

柱
はしら

）

中
ちゅう

柱
はしら

小柱
こばしら

本ほ
ん

掲け
い

重
じゅ

点
うてん

（

一
部

い
ち
ぶ

）
再
掲

さ
い
け
い

令和
れいわ

５年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施事業計画
令和
れいわ

６年度
ねんど

当
へいねんど

初
とうしょ

予算
よさん

事業
じぎょう

名
めい

令和
れいわ

５年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)
担当
たんとう

グループ

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業計画

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施事業実績 令和
れいわ

５年度
ねんど

実施
じっし

事業
じぎょう

の課題
かだい

担当
たんとう

課
か

（

一
部

い
ち
ぶ

）

令和
れいわ

６年度
ねんど

当初予

算
よさん

額
がく

(千円
せんえん

)

[適正
てきせい

な食品
しょくひん

表示
ひょうじ

のための啓発
けいはつ

事業
じぎょう

の

実施
じっし

]

食品
しょくひん

表示
ひょうじ

について、食品
しょくひん

関連
かんれん

事業者
じぎょうしゃ

自
みずか

らが責任
せきにん

と自覚
じかく

をもって適正
てきせい

に行
おこな

うよ

う、関係
かんけい

機関
きかん

や団体
だんたい

と連携
れんけい

して啓発
けいはつ

を

図
はか

る。

食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

確保
かくほ

事
じぎょ

業
う

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

181
食品
しょくひん

販売
はんばい

事業
じぎょう

者
しゃ

に対
たい

する食品
しょくひん

表示
ひょうじ

の講
こう

習
しゅう

資料
しりょう

をホームページに掲載
けいさい

し、周知
しゅうち

した。

法改正
ほうかいせい

等
とう

に伴
ともな

う新
あら

たな情報
じょうほう

を周知
しゅうち

し、

食品
しょくひん

の適正
てきせい

表示
ひょうじ

について、継続
けいぞく

的
てき

に事
じぎょ

業者
うしゃ

に啓発
けいはつ

していく必要
ひつよう

がある。

[適正
てきせい

な食品
しょくひん

表示
ひょうじ

のための啓発
けいはつ

事業
じぎょう

の

実施
じっし

]

食品
しょくひん

表示
ひょうじ

について、食品
しょくひん

関連
かんれん

事業者
じぎょうしゃ

自
みずか

らが責任
せきにん

と自覚
じかく

をもって適正
てきせい

に行
おこな

うよ

う、関係
かんけい

機関
きかん

や団体
だんたい

と連携
れんけい

して啓発
けいはつ

を

図
はか

る。

食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

確保
かくほ

事業
じぎょう

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

209
生活
せいかつ

衛生
えいせい

課
か

食品
しょくひん

衛生
えいせい

Ｇ

２ア① 再
さい

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

による食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

に関
かん

する情報
じょうほう

発
はっ

信
しん

]

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に寄
よ

せられ

た相談事例や国民生活センターから提

供される啓発情報の中から、消費者に

特に周知する必要がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。(２

回
かい

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ （

一
部

い
ち
ぶ

）

1,379
「食品

しょくひん

安全
あんぜん

リーフレット」の作成
さくせい

、配
はい

布
ふ

及
およ

びホームページに掲載
けいさい

・かながわの食品
しょくひん

衛生
えいせい

 for KIDS：

75,000部
ぶ

・「かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

・警戒
けいかい

情
じょ

報
うほう

」で情報
じょうほう

発信
はっしん

　年
ねん

２回
かい

配布
はいふ

については、各学校
かくがっこう

のデジタル化
か

等
とう

に応
おう

じ、引
ひ

き続
つづ

き要望
ようぼう

に沿
そ

って対応
たいおう

する必要
ひつよう

がある。

学校
がっこう

や家庭
かてい

において食中毒
しょくちゅうどく

予防
よぼう

等
とう

の普
ふきゅ

及
う

啓発
けいはつ

のため、引
ひ

き続
つづ

き効果的
こうかてき

なリー

フレットを作成
さくせい

する。

[｢かながわ消費
しょうひ

生活
せいかつ

注意
ちゅうい

･警戒
けいかい

情報
じょうほう

｣

による食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

に関
かん

する情報
じょうほう

発
はっ

信
しん

]

県内
けんない

の消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

に寄
よ

せられ

た相談事例や国民生活センターから提

供される啓発情報の中から、消費者に

特に周知する必要がある情報
じょうほう

を迅速
じんそく

か

つ的確
てきかく

に、県内
けんない

に広
ひろ

く提供
ていきょう

する。(２

回
かい

)

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

企画
きかく

調整
ちょうせい

費
ひ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

1379
消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

相
そう

一
いち

Ｇ

相
そう

二
に

Ｇ

「食品
しょくひん

安全
あんぜん

リーフレット」の作成
さくせい

、配
はい

布
ふ

及
およ

びホームページに掲載
けいさい

・かながわの食品
しょくひん

衛生
えいせい

 for KIDS：

75,000部
ぶ

配布
はいふ

については、各学校
かくがっこう

のデジタル化
か

等
とう

に応
おう

じ、引
ひ

き続
つづ

き要望
ようぼう

に沿
そ

って対応
たいおう

する必要
ひつよう

がある。

学校
がっこう

や家庭
かてい

において食中毒
しょくちゅうどく

予防
よぼう

等
とう

の普
ふきゅ

及
う

啓発
けいはつ

のため、引
ひ

き続
つづ

き効果的
こうかてき

なリー

フレットを作成
さくせい

する。

生活
せいかつ

衛生
えいせい

課
か

食品
しょくひん

衛生
えいせい

Ｇ

「食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

基礎
きそ

講座
こうざ

」６回
かい

「食品
しょくひん

表示
ひょうじ

セミナー」　　　３回
かい

「食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

キャラバン」１回
かい

「食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

ラボ」　　２回
かい

コロナ禍
か

により見送
みおく

っていた食品
しょくひん

製造
せいぞう

工場
こうじょう

の見学
けんがく

を含
ふく

めた講座
こうざ

について、実
じっ

施
し

の要望
ようぼう

が多
おお

いことから再開
さいかい

を検討
けんとう

す

る。

県民
けんみん

が興味
きょうみ

を持
も

つテーマに関
かん

する講座
こうざ

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

する。

生活
せいかつ

衛生
えいせい

課
か

食品
しょくひん

衛生
えいせい

Ｇ

[かながわ食
しょく

育
いく

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

]

「食品
しょくひん

の栄養
えいよう

表示
ひょうじ

」等
など

に関
かん

する出前
でまえ

講
こう

座
ざ

を実施
じっし

する。

※令和
れいわ

５年度
ねんど

より講座
こうざ

の再開
さいかい

を予定
よてい

。

―
-

「かながわ食育
しょくいく

出前
でまえ

講座
こうざ

」　０件
けん

新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡大防止
かくだいぼうし

のた

め長
なが

らく中止
ちゅうし

していたが、令和
れいわ

５年度
ねんど

より再開
さいかい

。しかし、コロナ禍
か

前
まえ

まで

は、４課
か

の共同
きょうどう

実施
じっし

であったものの、

今年度
こんねんど

は２課
か

に減少
げんしょう

し、実績
じっせき

件数
けんすう

も０

件
けん

であったことから、取組
とりくみ

全体
ぜんたい

の見直
みなお

しも含
ふく

め、令和
れいわ

７年度
ねんど

以降
いこう

の実施
じっし

につ

いて検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。

[かながわ食育
しょくいく

出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

]

「食品
しょくひん

の栄養
えいよう

表示
ひょうじ

」等
とう

に関
かん

する出前
でまえ

講
こう

座
ざ

を実施
じっし

する。

―
0
健康
けんこう

増進
ぞうしん

課
か

健康
けんこう

づくりＧ

（

一
部

い
ち
ぶ

）

食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

確保
かくほ

事
じぎょ

業
う

費
ひ

1,357
[リスクコミュニケーションの推進

すいしん

]

県民
けんみん

に食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

に関
かん

する情報
じょうほう

提
てい

供
きょう

、啓発
けいはつ

活動
かつどう

、行政
ぎょうせい

、食品
しょくひん

関連
かんれん

事業
じぎょう

者
しゃ

などとの意見
いけん

交換
こうかん

やグループ討議等
とうぎなど

を

行
おこな

い、リスクコミュニケーションを推
すい

進
しん

する。

[リスクコミュニケーションの推進
すいしん

]

県民
けんみん

に食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

に関
かん

する情報
じょうほう

提
てい

供
きょう

、啓発
けいはつ

活動
かつどう

、行政
ぎょうせい

、食品
しょくひん

関連
かんれん

事業
じぎょう

者
しゃ

などとの意見
いけん

交換
こうかん

やグループ討議等
とうぎなど

を

行
おこな

い、リスクコミュニケーションを推
すい

進
しん

する。

食
しょく

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

確保
かくほ

事業
じぎょう

費
ひ

1.594（

一
部

い
ち
ぶ

）

　

　

　

 

③
食し

ょ
く

の
安
全

あ
ん
ぜ
ん

・
安
心

あ
ん
し
ん

に
関か

ん

す
る
消
費
者

し
ょ
う
ひ
し
ゃ

の
理
解
促
進

り
か
い
そ
く
し
ん



県
けん

からの情報
じょうほう

提供
ていきょう

（県
けん

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

の予
よ

算
さん

及
およ

び事業
じぎょう

、相談
そうだん

情報等
じょうほうなど

）、意見
いけん

交換
こうかん

等
とう

県内
けんない

市町村
しちょうそん 年度

ねんど

当初
とうしょ

１回
かい

、その他
た

必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ずいじ

開催
かいさい

令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

９日
にち

（オンライン開催
かいさい

）
必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ずいじ

開催
かいさい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

交付金
こうふきん

の適切
てきせつ

な執行
しっこう

に

ついての説明
せつめい

、意見
いけん

交換
こうかん

等
など 県内

けんない

市町村
しちょうそん 年度

ねんど

当初
とうしょ

１回
かい

、その他
た

必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ずいじ

開催
かいさい

令和
れいわ

５年
ねん

８月
がつ

４日
にち

、８日
にち

、

10日
にち

（オンライン開催
かいさい

）

必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ずいじ

開催
かいさい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

学校
がっこう

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

、協力
きょうりょく

を

進
すす

める。

教育
きょういく

局
きょく

、私立
しりつ

中学
ちゅうがく

校

代表
だいひょう

、私立
しりつ

小学校
しょうがっこう

代
だ

表
いひょう

等
とう

協議会
きょうぎかい

年
ねん

１回
かい

、ﾜｰｷﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ年
ねん

２回
かい

程度
ていど

協議会
きょうぎかい

令和
れいわ

５年
ねん

５月
がつ

８日
にち

（書面
しょめん

開
か

催
いさい

）ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ会
かい

議
ぎ

令和
れいわ

５年
ねん

８月
がつ

19日、
１２がつ

、12月

25日

協議会
きょうぎかい

年
ねん

１回
かい

、ﾜｰｷﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ年
ねん

２回
かい

程度
ていど 消費

しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

県
けん

と関係
かんけい

団体
だんたい

が連携
れんけい

し、高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょう

者
がいしゃ

等
とう

の消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

防止
ぼうし

に向
む

けた総合的
そうごうてき

な対策
たいさく

を協議
きょうぎ

する。

くらし安全
あんぜん

防災
ぼうさい

局
きょく

、

福祉
ふくし

子
こ

どもみらい

局
きょく

、県警
けんけい

本部
ほんぶ

、福祉
ふくし

団体
だんたい

等
とう

年
ねん

１回
かい

令和
れいわ

５年
ねん

９月
がつ

７日
にち

年
ねん

１回
かい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

推進
すいしん

Ｇ

健全
けんぜん

な食生活
しょくせいかつ

を実践
じっせん

できる人間
にんげん

を育
そだ

て

るための食
しょく

育
いく

の推進
すいしん

に向
む

けて、関係
かんけい

局
きょく

が連携
れんけい

を図
はか

りながら、総合的
そうごうてき

に取
と

り組
く

む。

健康
けんこう

医療
いりょう

局
きょく

、環境
かんきょう

農
の

政局
うせいきょく

、福祉
ふくし

子
こ

どもみ

らい局
きょく

、教育
きょういく

局
きょく

等
とう

・必要
ひつよう

に応
おう

じて開催
かいさい

（検討
けんとう

部会
ぶかい

、幹事会
かんじかい

、

推進
すいしん

会
かい

議
ぎ

）

・県民
けんみん

会議
かいぎ

　年
ねん

１回
かい

県民
けんみん

会議
かいぎ

　１回
かい

・必要
ひつよう

に応
おう

じて開催
かいさい

（検討
けんとう

部会
ぶかい

、幹事
かんじ

会
かい

、

推進
すいしん

会議
かいぎ

）

・県民
けんみん

会議
かいぎ

　年
ねん

１回
かい

健康
けんこう

増進
ぞうしん

課
か

健康
けんこう

づくりＧ

生産
せいさん

から消費
しょうひ

に至
いた

る食
しょく

の安全
あんぜん

･安心
あんしん

の確
か

保
くほ

に関
かん

する施策
しさく

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

すると

ともに飲食
いんしょく

に起因
きいん

する重大
じゅうだい

な健康
けんこう

被害
ひがい

等
とう

の緊急
きんきゅう

事態
じたい

に対応
たいおう

する。

健康
けんこう

医療
いりょう

局
きょく

、くらし

安全
あんぜん

防災
ぼうさい

局
きょく

、福祉
ふくし

こ

どもみらい局
きょく

、環境
かんきょう

農政局
のうせいきょく

等
とう

幹事会
かんじかい

年
ねん

３回
かい

令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

19日
にち

、11月
がつ

29

日
にち

、令和
れいわ

６年
ねん

３月
がつ

下旬
げじゅん

（書
しょ

面
めん

開催
かいさい

）

幹事
かんじ

会
かい

年
ねん

３回
かい

生活
せいかつ

衛生課
えいせいか

食品
しょくひん

衛生
えいせい

Ｇ

県
けん

警察
けいさつ

と自治体等
じちたいとう

の関係
かんけい

部署
ぶしょ

が連携
れんけい

し

た特殊
とくしゅ

詐欺等
さぎとう

に対
たい

する被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

を

実施
じっし

するため、認知
にんち

状況
じょうきょう

及
およ

び県
けん

警察
けいさつ

の

推進
すいしん

施策
しさく

について資料
しりょう

を提供
ていきょう

し、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

る。

くらし安全
あんぜん

防災
ぼうさい

局
きょく

、

福祉
ふくし

子
こ

どもみらい

局
きょく

、政令市
せいれいし

、県警
けんけい

本
ほ

部
んぶ

等
とう

月
つき

１回
かい

月
つき

１回
かい

、計
けい

12回
かい

実施
じっし

月
つき

１回
かい

県警
けんけい

本部
ほんぶ

生活
せいかつ

安全
あんぜん

総務課
そうむか

「消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」第
だい

20条
じょう

に基
もと

づき、県
けん

における消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

の総合的
そうごうてき

、体系的
たいけいてき

かつ効果的
こうかてき

な推進
すいしん

に

関
かん

して消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

の構
こ

成員
うせいいん

相互
そうご

の情報
じょうほう

の交換
こうかん

及
およ

び調整
ちょうせい

等
など

を行
おこな

う。

教育
きょういく

局
きょく

年
ねん

２回
かい 令和

れいわ

５年
ねん

５月
がつ

26日
にち

、11月
がつ

９

日
にち

（ハイブリッド開催
かいさい

）
年
ねん

４回
かい

消費
しょうひ

生活
せいかつ

課
か

企画
きかく

Ｇ

担当
たんとう

課
か

担当
たんとう

グループ

市町村
しちょうそん

消費
しょうひ

生活
せいかつ

行
ぎょ

政
うせい

担当
たんとう

課
か

長
ちょう

会議
かいぎ

消費者
しょうひしゃ

行政
ぎょうせい

強化
きょうか

交
こ

付金
うふきん

に関
かん

する市町
しちょ

村
うそん

担当者
たんとうしゃ

説明会
せつめいかい

神奈川県
かながわけん

の学校
がっこう

に

おける消費
しょうひ

者
しゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

令和
れいわ

５年度
ねんど

実績
じっせき

令和
れいわ

６年度
ねんど

実施計画

推
進
体
制

す
い
し
ん
た
い
せ
い

高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の消費
しょうひ

者
しゃ

被害
ひがい

防止
ぼうし

対策
たいさく

連絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

会議
かいぎ

等
とう

名
めい

目的
もくてき

令和
れいわ

５年度
ねんど

実施計画構成
こうせい

団体
だんたい

等
とう

かながわ食
しょく

育
いく

推進
すいしん

会議
かいぎ

神奈川県
かながわけん

食
しょく

の安全
あんぜん

･

安心
あんしん

推進
すいしん

会議
かいぎ

特殊
とくしゅ

詐欺
さぎ

等
とう

被害
ひがい

防
ぼ

止
うし

に向
む

けた情報
じょうほう

共
きょ

有
うゆう

の実施
じっし

消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

推進
すいしん

地
ち

域
いき

協議会
きょうぎかい

（神奈川県
かながわけん

消費
しょうひ

生
せ

活
いかつ

審議会
しんぎかい

）



子
こ

ども・若者
わかもの

に対
たい

する相談
そうだん

・支援
しえん

を効
こ

果的
うかてき

かつ円滑
えんかつ

に実施
じっし

するため、国
くに

、

県
けん

、市町村
しちょうそん

及
およ

び民間
みんかん

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

が連携
れんけい

して支援
しえん

を行
おこな

う。

県
けん

関係
かんけい

機関
きかん

、国
くに

、県
けん

市町村
しちょうそん

、民間
みんかん

団体
だんたい

等
とう

全体
ぜんたい

会議
かいぎ

年
ねん

１回
かい

各
かく

ブロック会議
かいぎ

年
ねん

１回
かい

ずつ

全体
ぜんたい

会議
かいぎ

（書面
しょめん

開催
かいさい

）

令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

１日
にち

各
かく

ブロック会議
かいぎ

令和
れいわ

５年
ねん

10月
がつ

10日
にち

、11月
がつ

１

日
にち

、11月
がつ

22日
にち

、12月
がつ

19日
にち

、

令和
れいわ

６年
ねん

１月
がつ

12日
にち

全体
ぜんたい

会議
かいぎ

年
ねん

１回
かい

各
かく

ブロック会議
かいぎ

年
ねん

１回
かい

ずつ

青少年
せいしょうねん

課
か

調整
ちょうせい

Ｇ
神奈川県
かながわけん

子
こ

ども・

若者支援連携会議
わかものしえんれんけいかいぎ
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